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発刊にあたって

このたび、本学が昭和61年度に大学構内で実施した発掘調査の記録が、「山口大学構内

遺跡調査研究年報VI」として刊行するはこびとなったことを喜ばしく思う。

本学での埋蔵文化財の調査は統合移転に伴い昭和41年から実施しており、とりわけ、吉

田地区では縄文時代から江戸時代におよぶー大集落であることが明らかとなっている。ま

た、まもなく 10年目をむかえる埋蔵文化財資料館の調査・研究によって、各地区における

それぞれの時代の集落の生活実態、変遷過程が次第に明らかとなってきており、その成果

として、地域の歴史をはじめとする集落遺跡研究に寄与する知見にはゆたかなものがある。

将来の文化創造の基礎をなす文化財を、歴史・文化のなかで体系的に把握するためには、

集落跡で得られた成果に加え、埋葬跡を含めた今後の調査・研究が望まれよう。

文化財を後世に末永く保存し、積極的な活用を図ることが国民的課題となっている昨今、

教育・研究を通じ社会への貢献を使命とする本学においても、可視的な遺跡の利用ととも

に、施設・環境整備と共に進む構内遺跡の調在・研究および保護は、周知の遺跡上に立地

する課題のひとつといえる。

しかし、両者は本質的には決して競合するものではなく、将来を展望した協調によって

円滑に進めることができるものと確信している。

最後に、発掘調査および報告書の刊行にあたり、御理解、御協力をいただいた関係部局、

各位に対し感謝の意を表したい。

昭和63年 3月

山口大学

学長粟屋和彦



序文

山口大学構内遺跡調査研究年報VIが発刊のはこびとなりました。この報告は、山口大学

埋蔵文化財資料館により昭和61年度に実施された、吉田構内（試掘調査 l件、立会調究17

件）、小串構内（立会調究 2件）、常盤構内（立会調査 3件）、亀山構内（試掘調査 1件、

立会調査 l件）、光構内（立会調査 1件）及びその他構内（立会調1t2件）の、計試掘調

査 2件、立会調杏26件の調査記録に、 2・3の研究論文を加えたものであります。

山口大学吉田遺跡は、縄文時代後期・晩期から江戸時代に至る集落跡としての全容が判

明しつつあり、中でも遺跡保存地区は、昭和57・59年の再調査により、昭和40年頃学内・

外で予想されたとおり椙野川流域の代表遺跡として古代建築学上貴重なものであると、調

査を重ねるに従って着々成果があがっています。山口大学の吉田キャンパスは、文字どお

り埋蔵文化財、遺構の上に構築されたもので、縄文から現代に至る歴史の中で、文化的創

造の諸条件を模索することが行なわれてきた訳であります。この貴重な文化財を将来へ研

究を重ねて行くことは、私達に与えられた重大な責務であり、次の世代に継代して行かな

ければならないと考えています。また亀山構内の「白石遺跡」、光構内の「御手洗遺跡」

などの周知の地域、そのほか宇部地区などにおいても調査が進められ、前号の研究年報ま

でに見られたように山口大学は勿論、周辺の山口附属学校などにおいても重要な遺跡に

数々の新しい事実の発見が加えられていて、私達の夢は尽きるところがありません。

今年で吉田の地に統合移転して20年余が経ちますし、資料館が開館されて10年が過ぎま

した。山口大学にとっての一つの節目でございます。移転当時より埋蔵文化財の研究、調

査が次々と成果を積み重ね今日に至っていますが、当初より筆舌に尽くしがたい学内・外

よりの批判をあびながら、私達は絶えず学内の施設拡充、環境整備を進めて行く中で、こ

の文化財が日本の歴史文化に寄与すべく今後とも大学当局、関係部局の御理解• 御協力を

頂き、努力を続けて行かねばならないと期しています。

昭和63年 3月

山口大学埋蔵文化財資料館

館長黄 基雄



例 ロ

1. 本書は、山口大学埋蔵文化財資料館が埋蔵文化財資料館運営委員会の指示を受けて、昭和61年

度に山口大学構内で実施した調査の報告書であり、第4章第 1節17は、山口市教育委員会の調査

を補助したものである。また付篇Iとして特に、昭和59年度の遺跡保存地区の調査を報告する。

2. 現地における調査・研究は人文学部考古学研究室、文化会考古学部、井上春樹の協力を得て資

料館貝河村吉行•森田孝一• 杉原和恵が担当した。また、出土遺物の整理は同館員奥英子・杉原

が中心となり行なったが、第 3 章については中規博•福田泰一郎（文化会考古学部）が援助した。

3. 調介・研究における事務一般は事務局庶務課庶務係が統括し、実施面においては各関係部局の

事務部があたった。

4. 遺構の実測は、人文学部考古学研究室、文化会考古学部の協力のもと、河村・森田が行なった。

遺物の実測については、土器は第2章：資料館員木村元浩、第4章：杉原、付篇I: 河村が行な

い、石器・土製品は木村が行なった。第3章の遺物は資料館員の監修のもと福田・中が行なった。

製図は、石器を木村が行なったほかは、主に奥が行ない、河村・杉原が補助した。

本文の執筆は、河村・杉原が分担して行なった。

5. 現地における写真撮影は河村• 森田が行なった。また、本冊子の遺物の写真撮影のうちカラー

写真は桜プリント（企）藤本和秀氏が行ない、モノクロ写真については同氏の指導のもと河村・

木村があたった。

6. 石器の石質鑑定は山口大学理学部教授松本揺夫氏、植物遺体の鑑定は同農学部講師宇都宮

宏氏に依頼し、懇切な御教示を得た。記して感謝の意を表したい。

7. 本書の編集は館員が協力して行なった。

8. 調介・研究においてはカラースライドを作成しており、出土遺物とあわせ埋蔵文化財資料館が

保管している。広く活用されることを希望したい。

9. 調食組織は次のとおりである（昭和61・62年度）。

調在主体 埋蔵文化財資料館 館 長 近藤喬ー〔～昭和62年4月2日〕

ク 黄基雄〔昭和62年4月3日～〕

館 員 河村吉行

ヶ 森田孝一〔～昭和61年8月31日〕

ヶ 材寸元浩（昭和62年4月1日～〕

ヶ 杉原和恵

ヶ 奥英子〔昭和61年9月1日～

昭和62年3月30日〕
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事務局 事務局長 大谷 厳

本部庶務部 部 長 内藤 信〔～昭和62年3月30日〕

~ 田中武雄〔昭和62年4月1日～〕

庶務課 課 長 金谷英夫〔～昭和62年3月30日〕

/,, 竹下寛美〔昭和62年4月1日～〕

課長補佐 大多和泰則

庶務係 係 長 野村宗成

本田正春

岩佐厚子

深町洋二

中川イクミ

10. 調在・研究にあたって下記の方々の多大な御協力と援助を受けた（官職は昭和61年度）。

山口大学事務局庶務部人事課長村上昭生、同課長補佐増谷泰、同係長西野雅博、

同係松本胤明、池本誠也、給与係長森田義富、同係河内和郎、

藤井純朗

経理部部長何木亘、主計課長伊藤良昭、同課長補佐本間健、経理課

長丹澤満、同課長補佐廣石輝男、総務係長田中善人、監査係長

石崎啓介、管財係長小林和生、用度係長野沢章三用度主任

谷本信之、管理主任正司三喜男、同係浜田千春

施設部部長笠井宏悦、企画課長比嘉真義、建築課長竹田忠文、同課長補

佐佐伯敦、設備課長中澤喜久雄、総務係長梅村馨、総務主任

三村文雄、第一工営係長藤井幸、同係小川賀津夫、澤谷弘美、

第ニエ営係長稲垣賓造、同係河田徹也、電気係長亦野高志、同係

小草建三、松田清司、機械係長鈴木輝美、同係鹿嶋正則、岡田吉彦

学生部部長新中康弘、次長中山昭成、学生課長吉村學、同課長補佐

嶋本拓司、学生係長佐藤正治、学生主任五嶋幸生、同係角井隆志、

辛嶋克己

附属図書館 館長西村久、部長上島順二郎、整理課長加藤宗晴、総務係長

牧原和仁

教育学部 事務長西澤喜昭、同補佐柳等、庶務係長柳洋二、会計係長

森本茂雄、附属幼稚園長川口政宏、同副園長志熊淑子、附属山口小

学校長橋尾四郎、同副校長西村豊、附属山口中学校長徳冨正義、

同副校長水上義昭、附属光小学校長三浦肇、同副校長藤原京次、
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経済学部

農学部

教養部

医学部

附属光中学校長真田元祐、同副校長藤澤茂樹、山口附属学校係長

林威、光附属学校係長長谷知之

事務長原田晃威、庶務係長河本進、会計係長中島岩弘

事務長原田政明、附属農場事務長宇山隆造、同係長山本直行、

同係寺山幸夫、尾崎恵雄

事務長梅原儀助、庶務係長野中章彦、会計係長伊藤敏穂、同係

桜井健二

事務部長宮崎敬一、同次長堀江正、総務課長坂井友造、同課長

補佐竹腰直道、管理課長井上隆次、同課長補佐河野繁之、

石川俊輔、庶務係長原和男、管理係長末次敏男、経理係長

松永次郎、施設係長三浦幸一、設備係長吉永峯生、環境係長

藤井良雄

工学部 事務長大庭静男、同補佐片山美徳、会計係長石川恒夫、同主任

高崎明祈

人文学部考古学研究室

文化会考古学部

山口市教育委貝会

山ロシルバ一人材センター

新栄ビルサービス株式会社

末広産業

調介補助員

古賀信幸、乾風千絵、岡村昌彦、杉本とも子、森下靖士、吉田 寛、米倉智美、小田信子、

柏本秋生、高下洋一、定池博之、菅波正人、西本泰子、久野孝一、馬場道則、鎌田ちのい、

辛嶋慎治、富樫孝志、中原章子、鱒村礼子、南時夫、森恒裕（以上人文学部考古研究室）、

中 規博、福田泰一郎、榎本義嗣、河口亜由美、野村正芳、畑島圭太郎、平辻暢子（以上文化

会考古学部）、井上春樹

作業員

石川妙子、石川好江、井手要輔、糸永均、岡屋知子、在間淑美、重冨惇子、師子角由紀子、

中川美佐子、中川裕二、西見利子、花田智都子、藤原啓子、峯重つや子、宮家静代、村田治枝
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凡 例

1. 吉田構内における調在地区および層位、遺構の位置は国土座標を基準として北から南へ1-24、

西から東へA-Zの番号を付して50m方眼に区画した構内地区割のA-24区南西隅を起点（構内

座標X=O, Y=O) とする構内座標値で表示する。なお、平面直角座標系第m系における座標
値 (X, Y) と構内座標値 (X' y) とは下記の計算式で変換される。

x =X+206,000 

Y =Y + 64,750 
2. 各遺構は下記の記号で表記することがある。

竪穴住居跡…・・・SB, 土城……SK, 溝……SD, 柱穴•••… P

3. 本書に使用した方位は、吉田構内では国土座標を基準とした真北、他構内では磁北を示す。

4. 標高数値は海抜標高を示す。なお、先の年報m中で留保していた附属幼稚園・小学校内の仮点
標高 (BM)は、今年度の調査により32.757mであることを確認したので、ここに報告する。

5. 遺物・土層の色調は農林省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖J(1976)に準拠した。
6. 土器の実測図は下記のように器種分類した。

断面黒ぬり……須恵器、須恵質土器；断面白ぬり•••…縄文土器、弥生土器、土師器、土師質土

器、瓦質土器、瓦，断面網目……陶磁器

7. 土器の器面調整については、断面周囲に調整の境界を記し、境界間に下記の略記号より明示し

た。ただし、風化等による不明部分は無記入とした。
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［土器実測図の調整凡例）

（種類〕

N……ナデ (Nhヘラナデ）、

Y …•••横ナデ (Y hヘラ横ナデ）

H・・ …・刷毛目、 M・・・・・・ミガキ、

k……ケズリ、 T・・・・・・タタキ、

A ……タタキ当て具痕、 c- …••カキH、

J……条痕、 U……施釉、 X・…••条線、

HK……底部ヘラ切り、 IK……底部糸切り

（先後関係〕

H-N……刷毛目のちナデ

1 : 口縁部内外面横ナデ。胴部は外面縦刷毛目、内面は横刷毛目が一部にみられるが調整不明。

2 : 外面刷毛目のちナデ。裾端部は横ナデする。内面は、脚柱部ヘラケズリ、裾部横刷毛目。

3 : 外面平行タタキ、内面はのち当て具痕をナデ消す。

4 : 底部内面のみナデが観察できるが、あとは内外面とも調整不明。
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第 1章 昭和61年度山口大学構内遺跡調在の概要

山口大学構内には、縄文時代後・晩期から江戸時代にかけての集落跡として著名な吉田

地区（吉田遺跡）をはじめ、県内各地に分散する附属施設を含む地区に周知の遺跡が埋存

している。山口大学埋蔵文化財資料館は学内共同利用施設として、これら各地区において

現状変更を伴う諸工事に際し、埋蔵文化財保護の観点から調介・研究を行なっている。す

なわち、埋蔵文化財調在を要する場合は、埋蔵文化財資料館運営委員会の議を経て、周辺

における既往の調在結果や工事内容等を勘案しながら、埋蔵文化財に対する影響の度合に

応じて立会、試掘および事前に区分した各調在方法によって発掘調介を実施し、保護措置

を講じている。

今年度は試掘調在 2件、立会調在26件の計28件の調査を実施した (Tab. 1)。

Tab. 1 昭和61年度山口大学構内遺跡調在一覧表

調査
調 査 地 区 構内地区 構内地区割

調介面積
調在期間 挿図番号

区分 (mり

試 教育学部山口附属学校 幼稚園・小学校部分 57 (9月22-27廿 Fig.104-4 
亀山構内 10月1-15日

掘 汚水排水管布設予定地 中学校部分 20 10月22-318 Fig.105-2 

調
国際交流会館新営予定地 吉田構内 N-22・23区 70 12月4-25B 

Fig.101 

在 -73 

山日銀行現金自動支払機設営地区
吉田構内 I・J-19・20区 11 4月17B 

Fig 101 
JL •. （電線路埋設地区） -74 

農学部附属農場農道整備地区 吉田構内
S-20, 

165 4月21日
Fig.101 

U-19区 -75 

農学部附属農場農道交通規制地厄
吉田構内

Q-15・16, 
2 5月12B 

Fig.101 

会 （施錠ポール設置地区） L-10区 -76 

正門横（水田内）境界杭設置地区 吉田構内 1-10区 0.25 5月16日
Fig.101 
-77 

経済学部環境整備地区
古田構内 M-20区 3 6月19日

Fig.101 

調 （樹木移植・記念碑建立地区） -78 

交通標識設置地区 吉田構内
H-23,J-9, P-22, I 

3 6月27B 
Fig.101 

S-20, W-16[,,Z -79 

市道神郷 1号線および
吉田構内 2100 8月11-29日

Fig.101 

在 問田神郷線の送水管埋設地区 -80 

教養部自動販売機増設地区
吉田構内 K・L-18区 3.5 8月19B 

Fig.101 
（屋根設置および観覧席移動地区） -81 
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昭和61年度山口大学構内遺跡調介の概要

調査
調 究 地 区 構内地区 構内地区割

調介面積
調介期間 挿図番号

区分 (rriり

教養部身体障害者用
吉田構内 L-15・16区 3 9月2日

Fig 101 
スロープ取設地区 -82 

経済学部散水栓取設地区 吉田構内 L・M-20区 4 12月18 
Fig.101 
-83 

水泳プール改修地区等 吉田構内
E・F-16, 

26.5 12月8・10日
Fig.101 

H-15区 -84 
立,. 

農学部附属農場水道管埋設地区 吉田構内 S-12区 3 12月98 
Fig.101 
-85 

汚水排水管等総改修地区 吉田構内
Q-15・16, 

15.5 
12月23B Fig.101 

M-18区 1月12・19日 -86 

本部身体障害者用
吉田構内 L-14区 12 2月25B

Fig 101 
スロープ取設地区 -87 

経済学部身体障害者用
吉田構内

K-20, 
88 
3月13・17・ Fig 101 

スロープ取設地区 L-18-20区 23B -88 

会
附属図書館荷物運搬用

吉田構内 L-16区 8 3月168
Fig.101 

スロープ取設地区 -89 

教養部37番教室改修地区 吉田構内 K-16区 1 3月24日
Fig.101 
-90 

5月20・26日 Fig.102 
医学部附属病院外来診療棟新営地区 小串構内 5 6月20・27B 

7月248 -13 

医学部附属病院外来診療棟周辺環境
小串構内 , 18 3月24日

Fig.102 
整備地区等（雨水桝埋設地区） -14 

調 工学部尾山宿舎排水管改修地区 常盤構内 6 7月8日 Fig.52 

工学部身体障害者用
常盤構内 29 8月21日

Fig.103 
スロープ取設地区 -4 

情報処理センター（常盤センター）
常盤構内 30 8月21日

Fig.103 
空調整備取設地区 -5 

教育学部附属山口小学校
亀山構内 0.5 7月9日

Fig.104 
電柱移設地区 -5 

教育学部附属光小学校創立記念
光構内 2.5 10月208

Fig.106 
事栗地区（プロンズ像建立地区） -4 

省

湯田宿舎給水管改修地区
山口市

35 
11月11・15・

Fig.58 
湯田温泉 19・21日

経済学部宿舎下水管改修地区
山日市態通り 1 

3月14・19日
Fig.61 

llJD扉水の上『 7 Fig.59 
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吉田構内の調在

吉田構内の調1t(本都、人文・教脊経済狸・農の各学菰、教養菰：山譴埒詞1677-1、教育学菰附属養護学校：靡日3003所在）

試掘調在 1件、立会調査17件の計18件の調在を実施した。

試掘調在はキャンパスの南端中央部に位置する、国際交流会館新営予定地で実施した。

新営予定地北半部では旧耕土、床土が残存しておらず、表土直下が地山である。統合移転

時の造成による大規模な削平が行なわれたものと考えられ、わずかに中～近世の溝状遺構

を検出したにすぎない。しかし、南半部では弥生時代前期末～古墳時代後期を主体とする

遺物を含み、東から西へ走向する幅約19m以上の河川跡を検出した。調介面積、遺物の出

土贔とも少ないため、機能していた時期は明確ではない。出土遺物には弥生土器、須恵器

の壺などのほか、姫島産黒曜石製の加工痕ある剥片がある。なお、今回の調在地域の北西

約100mの地点でも同規模の河川跡が検出されており、同一河川の可能性がある。試掘調

介の結果を踏まえ、河川の流路部分については、後日、立会調介を実施することとなった。

立会調査では17件のうち 9件の調杏で遺物あるいは遺物包含層・遺構が認められた。

遺物包含層は 2件の立会調査で検出した。キャンパス西端部の水泳プールの改修地域で

は遺物は出土しなかったが、その西側のテニスコートフェンス改修時に確認された弥生～

古墳時代の遺物を含む茶褐色粘質士と同一層が認められ、遺物包含層の東への拡がりが確

認された。また、キャンパス南西部、遺跡保存地区の北東に隣接する地域では、現金自動

支払機設営を伴い立会調介を実施した。現地表から75cm下位で弥生時代中期の土器を包含

する黒褐色粘質土の堆積が見られ、工事路線内では幅 5m以上、層厚は少なくとも35cmの

規模をもつ。その下位には砂礫が堆積し、出土遺物の磨滅も激しいことなどから河川跡、

溝などの埋土の可能性が高い。なお、今回の調査地域の北東約70mの地点では弥生時代中

期後半～後期初頭の大溝が検出されており、同一遺構かもしれない。

遺構は 2件の立会調査で検出した。キャンパス南東端部に位置する果樹園での農道整備

では、崖面の切り土を行った。攪乱部分を除いて工事範囲内の全面に室町時代の柱穴が分

布していたため、関係部局と協議の結果、整備に伴う切り土は農道としても機能可能なこ

の攪乱部分に限定して実施することとなった。隣接して行われた器材庫設置に伴う調介で

も、同時期の溝が検出され、現状変更せずに設置する配慮がなされた。また、キャンパス

中央部よりやや南の経済学部構内では、身体障害者用スロープ取設に伴い 4箇所を掘削し

た。そのうちの一箇所である第一学生食堂付近では、弥生～古墳時代の柱穴が検出された

ため、関係部局と協議の結果、遺構を破壊しない範囲内で工事を実施することとなった。

遺物包含層、遺構は検出されなかったが、以下の 4件の立会調在地域およびその周辺で

-3-



昭和61年度山口大学構内遺跡調査の概要

遺物を採集した。キャンパス中央部に位置する附属図書館西側の荷物運搬用スロープ工事

では、弥生時代前期のものと思われる壺の破片、南東部に位置する独身寮東側の交通標識

設置工事では時期、器形不明の須恵器片がそれぞれ埋め土中から出土した。各遺物は過去

に周辺で同時期の遺物包含層、遺構が検出されており、統合移転時の造成により、これら

から遊離したものであろう。キャンパス中央部よりやや東に位する実験水田北側の農道で

Fig. 1 山口大学吉田・亀山両キャンパス位置図

-4-

は須恵器蓋杯、甕、土師器を採集した。

水田の側溝を再掘削した際に出土したも

のと思われ、須恵器蓋杯は 7世紀後半の

ものである。キャンパス中央部よりやや

北東に位置する第二学生食堂の擁壁工事

では、表土中から土師質土器の鼎脚部が

出土した。また、調介中に東に隣接する

農学部害虫学実験畑で、須恵器杯身、甕、

土師器甑の把手等を採集した。大半は 8

世紀代におさまるもので、第二学生食堂

敷地部分で検出されている竪穴住居跡が

古墳時代前期の所産であることから、付

近に時期の異なる遺構ないしは遺物包含

層が埋存している可能性を推測させた。

また、キャンパスの南緑部を巡る市道

での送水管埋設に伴い、山口市教育委員

会が立会調介を実施し、当資料館も調在

協力を行なった。その結果、家畜病院付

近で黒書のある須恵器、土師器、六連式

製塩土器等が出土した奈良～平安時代の

河川跡、ハンドボール場前、南門前では

溝（状）遺構が新たに検出された。遺物

包含層は野球場南東端部から南門にかけ

ての少なくとも幅約160mの範囲に集中

分布している。二層に分層され、上層か



小串構内の調介

らは須恵器が出土しているが、最的には極めて少ない。下層は弥生時代前期末～後期終末

の遺物を包含しており、なかでも、前期末～中期初頭の土器は出土量が比較的多く、壺、

甕などの良好な資料も少なくない。なお、南門からラグビー場付近までは遺物包含層の下

層が大学側の断面にのみ部分的に検出され、地山がこの部分で不規則に落ち込んでいるこ

とから、前期末～中期初頭の遺構の存在を予想させる。

小串構内の調査（医学郁、医療技術厩期大学部、医学部附属病院：宇部甫大字小串1144所在）

キャンパスの東部に位置する外来診療棟周辺で、 2件の立会調杏を実施した。過去の調

介で検出されている遺物包含層の堆積は認められたが、遺物は出土していない。

常盤構内の調壺（工学郁、工業展開大学部：宇部市常盤台2557、尾山宿舎：圃上野中所在）

3件の立会調在を実施した。調介地域は、キャンパスの中央部の東講義棟、北端中央部

の学生食堂、南西部の情報処理センター各周辺およびキャンパスの南東約300mに位置す

る尾山宿舎敷地部分である。各地点とも後世の削平が激しく、遺物包含層、遺構は認めら

れなかった。

亀山構内の調在（教育学鰈属幼稚薗：山暉師三丁廿1-2、伺川日小学校：伺三丁廿1-1、訓日中学校：伺ーT廿9-1所在）

小学校のグラウンド部分が「白石遺跡」として周知されている。試堀調3!t1件、立会調

査 1件の計 2件の調査を実施した。

試掘調介は汚水排水管布設に伴い、各校内で実施した。幼稚園部分では弥生土器を含む

Fig. 2 山口大学小串• 常盤両キャンパス位置図
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昭和61年度山口大学構内遺跡調杏の概要

光キャンパス
~ 

遺物包含層、室町時代の遺構を検出した。

小学校部分では12箇所のトレンチのう

ち5箇所で遺物が出土した。とくに南東

部のトレンチでは、布留式士器の終末期

に位置づけられる遺物包含層を確認した。

過去の調在では、広義の布留式併行の竪

穴住居跡が検出されており、庄内式の新

段階の遺物を含む溝状遺構も認められて

いることから、当校内に庄内式、布留式

各新段階の、少なくとも二時期の遺構、

遺物包含層が存在する可能性が提起され

Fig. 3 山口大学光キャンパス位置図
た。したがって、とくにこの部分の施設、

環境整備については遺物包含層の分布範囲の把握を含めた事前の調介が必要となった。

中学校の敷地部分でも明確な遺構は検出していないが、 8箇所のトレンチのうちの 2箇

所で未周知の遺物包含層を確認した。とくに第 5トレンチでは少なくとも二層に分層され、

下層は植物遺体を含む縄文後・晩期の単純層で、上層からは庄内併行期の土器が多贔に出

土した。また、隣接する第 3トレンチでも大内館跡 B式士器を含む中枇の士師器を主体と

した堆積層を検出した。弥生～江戸時代の遺物が混在しており、周辺からの流人品と考え

られる。他にも同時期の遺物が原位置を遊離した遺物包含層から出士した。遺物のー集中範

囲は本校内の西半部に限定され、この部分での丁り事に際しては事前の調一介か必要であるヘ

光構内の調査教存学部叫訊小学校、剛l尤中学校：）『庫）ぶ窄積浦1-1所在I

「御手洗遺跡」として周知されている地域である。立会調介 l件を実施した（キャンパ

ス中央部付近の中庭での [J'ドで、表t直下の海成砂層上tMから須恵監、歴史時代」師器か

出上した。また、本構内の北に面する海岸で一古墳時代後期～江戸時代の遺物を採集した 3

その他構内の立会調査

山口市湯田温泉六丁目8・・29に所在する湯田職員宿舎、また山口市旭通り二丁目 3-32、水

の上町6-9に所在する経済学部の職員宿舎において、それぞれ立会潤介を実施した。旭辿

りに所在する 6号宿舎では、埋め土中から室町時代後半頃の瓦質土器揺鉢が出土した。ま

た、周辺の畑地では同時期の瓦質土器鍋、揺鉢、土師質土器鼎等の遺物が多羅に採集され、

周辺に未周知の遺跡が存在している可能性が指摘されるにいたった。 （河 村）
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亀山構内教育学部山口附属学校汚水排水管布設に伴う試掘調介

けて取り上げたが、その段階では第 6層を、 トレンチ南東隅のみのブロックとして捉えて

いた。 トレンチ西陛にみえる第 6層は、後の断面観察により第 7層から分離したもので、

したがって西半分では第 6層の遺物を第 7層に含めて取り上げたことになる。

南壁にのみ確認される第 8・9・10層は、礫と植物遺体の有無によって分層した。第11

層は植物遺体を多量に含む。第12層以下は激しく湧水する礫層となる。地山とみられる第

14層は、 トレンチ南西隅で急に高くなる。

包含層からは古墳時代の土師器が多贔に出土し、他に弥生土器・歴史時代土師器• 青磁、

黒曜石剥片、不明鉄製品の混入がみられる。暗梨埋土からは同様の土師器のほかに弥生土

器・須恵器・瓦質土器が出土しており、第 4層でも同様の土師器と須恵器片が出土。

第10トレンチ 1.2m X 1.5mのトレンチ。約1.1mの厚い置土の直下に第 2層：黒褐

色砂質士の遺物包含層が堆積する。その下は、明褐色土を含む青灰色粘質土の不安定な地

山で、湧水する。第 2層からは 5世紀代の土師器が出土しているが、最的には少ない。

第11トレンチ 1.5m X3.lmのトレンチ。 トレンチ南半は配管の埋設、北端は校舎建

築時の掘削により、それぞれすでに大きく攪乱されており、土層の観察不能。わずかにト

レンチ中央部で、厚さ50cmの償土匝下に、にぶい赤褐色粘質土の堆積が残っており、この

層から土師器甕の破片が出土した。その下はすぐに明赤褐色粘質土の地山となる。

第12トレンチ 旧給食棟横、 1.5mX 3 mのトレンチ。コンクリートの基礎やレンガ

を含む厚さ 60-70cmの置土の下に、しまりのない褐色粘質土をはさんで、黄褐色粘質士の

地山が検出される。褐色粘質土は、客土の可能性もある。南端部で、地山を掘り込んだ不

明瞭なピットを検出したが、遺構かどうかは不明。深掘りの結果、第16層以下湧水。土師

器甕の破片と格子タタキをもつ土師質土器片が検出されているが、出土層位は不明。

第13トレンチ 2 m X 2 mのトレンチ。北半部には旧建造物のコンクリート基礎があ

るため掘削不能。南半部の観察では、原さ50-60cmの置土以下はすぐに砂礫と砂質土との

互層になるが、顕著な湧水は認められず、第14トレンチにみられる黄色系統の粘質土が、

さらに下部に堆積するものと思われる。遺構・遺物なし。

第14トレンチ 第13トレンチの東約30m、 2mX2mのトレンチ。北半部は大きく削

られているが、置土直下は砂質土・ 砂礫の互層となる第13トレンチ同様の層位である。し

かしそれ以下に、黄色系統の比較的安定した粘質土が堆積することから、この砂礫層は、

時期は明らかでないが付近の河川等が氾濫した際運ばれてきたものかと思われる。置士の

厚さも30cm足らずであり、もともとの地形が第13トレンチより高かったことが窺える。遺

-14-



教育学部附属幼稚園・山口小学校部分の調1t(遺物）

構・遺物は認められない。

第15トレンチ 体育館横、グラウンドとの高低差が約1.5mある大きな段差の上端に

設定した、 0.8mX 2 mのトレンチ。厚さ約60cmの構内造成時の置土の下には、約35cmの

原い客土をはさんで上下にそれぞれ旧耕作土・床土がある。その下の第 7・8層もさら客

土の可能性がある。第 9層以下が地山で、湧水する。遺構・ 遺物は認められない。

第16トレンチ 小学校校舎面から一段落ちたグラウンド南東隅に設定した 2m X 2 m 

のトレンチ。 58年度調在で籠を付設した竪穴住居を検出した G トレンチは、この西約25m

の地点に位置し、周辺での遺構ないしは遺物包含層の存在を把握する必要があった。

約20cmの薄い置土の下に旧耕作土・床土が残存している。その下に、小礫をブロック状

に含み厄さ約60cmにわたって原＜堆積している灰オリーブ色砂質土（客土の可能性あり）

をはさんで、黄褐色粘質土の地山となる。地山直上で、有機質の黒褐色粘質土ブロックが

ごくわずかと、オリーブ黒色砂のブロックが観察されたが、遺構・遺物はない。

西端の深掘りの結果、この地山自体もわずか 5cmの厚さしか残っておらず、グラウンド

南西隅で行なった「電柱移設に伴う立会調介」の所見ではこの地山が1.5mにもおよぶ厚

さをもっていたことから、グラウンドの東寄りの段の真下あたりは大幅に削平され、遺構

があったとしてもすでに消失しているものとみられる。以下、薄い粘質土が 2層続き、そ

の下には湧水する灰オリーブ色砂礫が少なくとも80cm堆積する。 （杉 原）

2 遺物

遺物は、第 1・3・7・9・10・11・12トレンチでそれぞれ出土しているが、第 3・7

・11・12トレンチ出土のものは小片のため図化しえない。

第 1トレンチ出土遺物 (Fig. 8 , PL. 8) 

各包含層から弥生土器片多数、配管の攪乱城から弥生土器・近代磁器が出土したが、ほ

とんどが摩耗した小片で、器形を知りうるものは少ない。

図示したのは配管の攪乱堀から出土した弥牛土器壺の底部で、原く大きい平底になるも

のと思われ、弥生時代前期に遡る可能性をもつものである。

第 9トレンチ出土遺物 (Fig. 9 -12, PL. 8・9) 

第 5- 7層（遺物包含層）から多贔に出土した。また、第 4層および

旧耕作土を掘り込んだ賠渠からの出土遺物もある。

暗梨出土遺物 (Fig. 9) 

-15-
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亀山構内教育学部山口附属学校汚水排水管布設に伴う試掘調介
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Fig. 9 第9トレンチ暗渠出土遺物実測図

主体は古墳時代の土師器で、他に弥生土器・須恵器・瓦質士器が出土している。

1 -4は土師器。 1・2は甕口縁部で、 1は口縁上面にほぽ水平な面をもち、端部を外

につまみ出すもの。 2は端部に小さな面をもち、口縁中位が膨らむもの。甕には他にタタ

キを施す破片がある。 3・4は高杯の脚部。 3は裾端部に面をつくるもので内外面とも刷

毛目がややナデ残っている。 4は裾部を欠損し、外面は脚柱部のみをヘラミガキする。

5・6は須恵器片。ともに外面は平行タタキであるが、内面は同心円の当て具痕の上を

5は後にややナデており、 6はほとんど当て具痕が残らないくらいにナデ消している。 6

はタタキが細かく、外面には自然釉の付着がみられる。

これらの遺物は、本来遺物包含層に含まれていたものが暗渠掘削によって遺物包含層か

ら遊離し、暗渠内部を被覆する際に混入したものと思われる。

第 4層出土遺物 (Fig. 10) 

土師器・須恵器片が若干出土している。弥生土器かと思われるものもある。

図は、須恵器の破片で、器形はわからない。外面には平行タタキの後、一部にカキ目が

みえる。内面は丁寧なナデが施され、当て具の痕跡は全く残らない。 （杉 原）

第 5・6・7層出土遺物 (Fig. 11・12) 

遺物包含層は 3層に分層できるが、層位の項で述べたとおり、遺物取り上げの段階で第

6・7層が混合しており、それに加えて第 5層と第 6・7層との遺物が接合するため、分

層はしたものの、ここでは一括して取り扱うことにする。上層には摩耗

瓢雁I~ した小片が多く、下層になるに従って遺存状態がよくなるが、全体の器

0 3 cm 
I I I I 

形が窺えるほどの大きさの破片はない。

古墳時代の土師器が圧倒的に多く、他に弥生土器・歴史時代土師器・Fig. 10 第9トレンチ

第4層出土遺物実測図
青磁片各 1点、黒曜石の剥片 2点、不明鉄製品 1点がある。
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教育学部附属幼稚園・山口小学校部分の調7/t(遺物）

1 -27は甕で大半は口縁部の資料である。直線的に開くもの (5・7・8・13・16・21)、

内彎して開くもの (6・9)、複合口縁になるもの (19・20) などがあるが、外胄しなが

ら開くものが多い。直線的に開くものには、口縁端部に面をもつもの (5・8)、端部が

肥厚ぎみに強く屈曲するもの (21)、端部が先尖りのもの (16)、丸くおさめるもの (13)

などがある。また、端部内面に面をもつもの (7) もある。外彎して開くものには、短い

ロ縁部をもち端部付近でさらに外反するもの (17) や口縁端部が肥厚し、面をもつもの

(2 -4)、丸くおわるもの (11) などがある。また、端部が尖りぎみに丸く終わるもの

(lo・15・1s) のなかには15のように口縁端部直下の外面に一条の沈線が巡るものがある。

内彎して開くものは、口縁端部に水平もしくは水平に近い面をもつ。口縁端部付近でわず

かに外反するもの (6) や端部が肥厚するもの (40) がある。 58・59は複合口縁をもつも

のであるが、口頸部の屈曲は弱く、外面をわずかに膨らませただけのもので屈曲部を表現

する。いずれも口縁端部は尖る。 22・23のように外面にタタキを残す資料はほとんどなく、

大半は刷毛目仕上げである。 5・6・8・9・13-15など約半数資料の外面に煤が付着す

る。 24-27は底部で、 25は円盤状の突出した底部をもつ。内面は粗いナデ仕上げで、側面

には指圧による整形痕が顕著である。 24は時期的に遡るものである。内外面はいずれも横

ナデで、刷毛目の残るものもある。

28-34は壺。 28-32は小型丸底壺と思われ、口縁部が直線的に直立もしくはそれに近く

開くもの (28・29・31・32) が多い。口縁端部は尖りぎみもしくは丸くおさめる。 30はロ

縁部の中位で内彎して立ち上がる。内外面とも横ナデであるが、 28・29は横刷毛ののち横

ナデおよびナデを施す。 33・34は時期的に遡るものである。

35-46は高杯。 35-39は杯部で、やや深いものが多いものと思われる。反転部の稜は極

めて不明瞭で、下半部および上半部とも内彎して開き、口縁端部付近でわずかに外反する。

口縁端部は丸いもの (35・37) と尖るもの (36) がある。 40-46は脚部。脚柱部は杯部と

の接合部付近から開く (40-42)。脚裾部は屈曲せずそのまま端部にいたり、丸くおわる

もの (43) と脚裾部で屈曲するもの (44・45) などがある。 45は水平に近く屈曲する。 44

-46とも端部は尖る。脚柱部はナデ、他は横ナデ仕上げが多い。

47-52は椀。 47-51は内彎して開く体部をもち、 47・48は口縁端部が短く外反する。横

ナデもしくはナデ仕上げで、 50は外面ヘラミガキを施す。

53・54は剥片でいずれも上端部を欠損し、打点、打面は残存していない。 54は正面下半

部、右半部に自然面を残す縦長剥片で、ヒンジフラクチャーをおこしている。
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教育学部附属幼稚園・山口小学校部分の調究（遺物）
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Fig. 12 第5トレンチ第5・6・7層出土遺物実測図 (2)

第10トレンチ出土遺物 (Fig. 13, PL. 9) 

1は甕口縁部で、端部にしっかりした面をつくる。

2は甕屑部で、頸の粘土接合痕を未調整のまま残す。

3は小形器台の杯部。脚部との接合は貼り付け式

で貫通しない。 口縁外面には赤色頻料の痕跡がある。

遺物はすべて第 2層から出土。 5世紀代を主とす

/
1
 ~ 

~.~~ 

る土師器であるが、量的には少ない。 （河 村） Fig. 13 

□ :~ 
第10トレンチ出土遺物実測図
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Tab.2 出土遺物観察表

-~ ・ -., ー・ ~I畢—-

ロ径 器高

No 器種＊底径（現存尚） 色 調 胎土 焼成備考

(cm) (cm) 

第 lトレンチ (Fig8) 

一 弥生土器壺 ー (2 .1) 外内面面｝し-ぶい黄橙色(10YR7/3) 良好 多2m量m以に下含のむ石英を 良好

第9トレンチ暗梨 (Fig9) 

l 土師器 甕 (2 1) ーにぶし韮ヽ橙色(7.5YR7/4) 良好 1 mm程度の石英を 良好・ ーにぶし 7 .5YR6/4) 含む

2 土師器甕 (2 7) ーにぶし 7 .5YR6/4) 良好 1 mm程度の石英を 良好
・ ーにぶし 10YR7 /3) 含む

3 土師器高杯 * 12 4 (5 0) 良好 ほとんど不純物を やや
. . 含まない 甘い

4 土師器高杯 (3. 8) }浅黄橙色(10YR8/3) 精良 き良わ好めて

5 須 恵 器 (4 8) 一緑灰色色灰Llli"L色色(lO1IGN , Y6/1) 良好 1 mm以下の石英・ 良好• 一灰 O) 長石を含む

6 須 恵 器 (6 .1) 一一灰明青 N5 6B/7 0/) 1) 精良 不純物は含まない き良わ好めて

第 9トレンチ第 4層 (Fig10) 

一須 恵 器 ー (1.5) 悶｝灰色(N6/0) 良好 i~程度の石英を良好

第 9トレンチ第 5・6・7層 (Fig11・12) 

l 士師器甕 ー (2.8) 仇閏｝にぶい黄橙色(lOYR7/3) 精良 ばば

2 土 師 器 甕 ( 2. 3) 一ー灰に寅黄ぶぷ黄ぶ黄ぶ褐褐褐色いいいい黄色橙色色黄黄(2褐橙色褐.11 11 (1 5 色匹OOぃY色(((7YY776距.. (RR/(.5lOlO55叩2 66YYYl//YYRRR盆22R R 7 ) ) 6 7 5/3) 精良 長1m石m以を下のむ石英 ・ 良好
3 土師器 甕 (2. 2) 一ー灰に /3) 普通 含2mむm程貪度の石英を 良好

4 土師器甕 (2 3) 一灰 粗い 4 mm以下の石英をきわめて
・ ーに 6/3) 含む 良好

5 土師器 甕 (3.0) 一ー灰に 7 ) 良好 物21 mmをmm以程含下度むのの銀長石色鉱、 良好 外面煤付着

6 土師器 甕 (2 7) ーにぶい橙褐橙色 //位33) ) 粋通 2 mm以下の石英を きわめて 外面煤付着
・ ーにぶい色.YR7 含む 良好

7 土師器 甕 (2.1) }淡黄色(2.5Y8/3) 良好 1を.5少mm量以含下むの砂粒 き良わ好めて

8 土師器甕 (2 1) ーにぶいi 魯麿｛ ( 7 .5YR6 ； ク3) 普通 2 mm以下の石英を 良好 外面煤付着
・ ーにぶい 7. 5YR7 3) 含む

ーにぶい 7. 5YR6 1 mm程度の 英、
9 土師器甕 15.2 (2.2) ーにぶい (7.5YR7 34)) 良好 長石の砂粒石含石-む 良好外面煤付着

10 土師器甕 (3 0) 良好 1 mm以下の英をきわめて
・ 多く含む 良好

11 土師器甕 (2 .4) }にぶい橙色(5YR6/3) 精良 若3m干m以下むの石英を 良好

12 土師器甕 (2. 2) }にぶい橙色(7.5YR7 /4) 普通認虞下の石英を 良好

13 土師器甕 (2 6) ーにぶい橙色(7.5YR7/4) 普通 2mm程度の石英を 良好外面煤付着
• 一明赤褐色(2.5YR5/6) 含む

14 土師器 甕 (2. 5) }橙色(7.5YR7 /6) 普通 含2mむm以下の石英を き良わ好めて 外面煤付着

15 士師器 甕 (3 6) ー黒色色いい(lO橙柑(Y7色色.R5l.Y （ ( 7 /1) 良好 1 mm程度の石英を 良好 外面煤付羊・ ー褐灰 R5/l) 含む m 

16 土師器 甕 (3 0) ーにぶ (5 YR7/4) 良好 2 mm以下の石英を きわめて
’ ーにぶ (5YR6/4) 若干含む 良好

17 士 帥 器 甕 ー (L9) 頁鉱良以やH物好9やのり民,ャ少_石l2ー血量在血、ト9心度以含,以風_の下lむ含卜石程のの9莫む隻砂粒 良好 外面煤付着
18 土師器 甕 (3. 9) ーにぶい~ 色OY色YS(R/(IOJO3S)/YY3R R ) 7 /3) 、の赤1mm 色 き良わめ好て 外面煤付着

一退淡麓黄橙色 石英を
19 土師器甕 (3. 2) ーにぶい 7 /2) 粗い含む ・ 普通

20 上 師 器 甕 ( 2.9) lにぷい褐色(7.5YR6/3) 粗ややい 以赤2lm下m色以の渭の長F度鉱わの物の石を仁英含を、む1. き良硬わめ好● て

21 土師器甕 (2. 7) }浅黄橙色(lOYR8/3) 良好 羹、む良好

22 土師器甕 (1 3) 一灰黄褐色(10YR6/2) 普通 2 mm程度の石英を 良好外面煤付着
ーにぶい黄橙色(lOYR7/2) 含む

23 土師器甕 (4. 6) }にぶい黄橙色(10YR7/3) 普通 含2mむm以下の石英を 甘ややい 外面煤付着
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24 弥生土器甕 *5.2 (3. 1) 
面一灰 良好 2 mm⑮ 程度の砂粒を 良好
面一灰 若-f む

25 土師器甕 *3.9 (2.9) 
面一灰 良好 1 mm 度の石英・ きわめて
面一浅 長石仇の砂；粒含む 良好

26 土師器甕 (4.9) 普通 2 m色m のを石含英む、 良好

27 士師器 *10.0 (3 .1) “ ば外芯内面血ーに ／/4) ） 
精良 石砂赤粒英を•含長石む等の 良好ーに 4 

28 土師器壺 8.9 (3 .8) 
一灰 精良 1 mm以下の石英を 良好
一灰 若T含む

29 土師器壺 11.5 (4 .8) ーに 色(7.(7/3) 精良 1 mm以下の石英を 良好
ーに /4) 若干貪以む 、

30 土師器壺 (4. 9) 外内面一橙色赤褐(7色.5Y（R6/6) 良好 1 mm 下の石英を 良好
面一明 5 YR5/6) 含む

31 土師器壺 (3.6) 良好 2 mm以下の石英を きわめて
含む 良好

32 土師器壺 (3 .0) ｝にぶい黄橙色(10YR7/4) 
普通 含右良l,血_仁むl以以竺を竺下含"卜のク会む9 長石他

やや

甘い

33 土師器壺 (2.4) ー黄灰色黄(2.5Y5/(llO)Y 良好 石、む英角内・ 良好ーにぶい橙色 R7/3) 

34 土師器壺 (2. 7) ｝にぶい黄橙色(10YR6/3)
やや 3 mm以下の石英他

良好
粗い かなり含度む

35 土師器高杯 (3.7) ｝橙色 (5YR7/6) 普通 1 mm程層 の石英を やや
若干む 甘い

36 土師器高杯 (3. 9) ｝橙色(7.5YR7 /6) 良好 1 mm 度の石英を 良好
含む

37 土師器託杯 (5. 7) 一一橙浅色黄橙(7色.5Y(1R07 Y/R68) /3) 良好細砂含む
やや
外面黒斑あり

甘い

38 土師器高杯 (1. 9) ｝にぶい橙色(7.5YR7 /3) 2 mm以下の石英含む、
良好 1mm以下の長石を 普通

39 士師器裔杯 (3.4) ーにぶい橙色((5YR7 //43) ) 良好
やや

ーにぶい橙色 5YR7 甘い

40 土師器高杯 (3.4) ｝橙色(7.5YR7 /6) 精良
やや

甘い

41 土師器高杯 (4 .8) 
ーに色ぷぶ黄色いい(7黄黄(.25橙橙Y.55色色Y/6l)((/IOJO2) YY R7//43) ) 

良好 2 mm程度の石英を きわめて
ーに R7 含む 良好

42 土師器嵩杯 (8. 7) 一灰 良好 1 mm程含度の石英・ きわめて
一灰 長石をむ 良好

43 土師器高杯 *9.9 (3 .0) ｝にぶい黄橙色(lOYR7/3) 良好 1 mm以下の石英を
きわめて

含む 良好

44 土師器高杯 * 11 1 (2. 3) ーにぶい黄黄橙橙色色((10YR76//43) ) 
ーにぶい lOYR 

精良 良好

45 土師器高杯 * 11.5 (1. 2) ｝橙色(5YR7/6) 精良細粒含む
きわめて

良好

46 土師器高杯 (2 .1) ｝にぶい橙色(7.5YR7 /4) 普通 1.5mm以下の砂粒
良好

｀む
47 土師器鉢 (3.3) ーにぶい褐黄色色(7.5YR5/43) ) 精良 不含 物はほとんど 良好 外面煤付着ーにぶい橙 (lOYR7/ まない

48 士師器鉢 12.3 (4 .0) ｝褐灰色(7.5YR5/l) 精良 砂石英粒、を長含石む他の 良好

49 土師器鉢 (3.0) ｝灰色(5Y4/l) 良好 1 mm以下の長石を 含わめて
含む 良好

50 土師器鉢 (2.9) 

ー9こぶ色色いい色(7橙符(.((2225色色Y...5555YY Y ((/ 5 YR7//34) ) 

精良
やや

ーにぶ 5 YR7 甘い

51 土師器鉢 (4. 2) 一灰黄 6/22) ) 精良 1 mm以を下若の干石含英・ 良好

外内内面面面一ー一灰黄灰黄灰色 761/ /) 1) 
長石 む

52 土師器鉢 (3.3) 普通 2 mm以下の石英を 良好
含む

第10トレンチ (Fig13) 

1 土師器甕 (2.6) 

外外内外内内面面面向面血 —— 橙il色黄橙いいいい(5 色橙橙黄笛Yも色橙棺R169¥色色((/776.. 竪(I(}55IOYYOIYR YRR翌R 7 1 
良好 .t,1-+_—々w含在n 度戌下む9 ののの含 石英を 普通

2 土師器甕 (3.4) 
ーーーーににににぶぶぷぶ /£77/4/立) 321 ) 

良好 冬1 石長む英石、を 良好

3 土師器器台 10.7 (3. 2) 普通 1 2 mmmm以以下下の長の石石を英含、む 良好 外面丹塗

長さ 最大輯 最人岸 屯縁
No 器 種 石 質 備 考

(cm) (cm) (cm) (g) 

第9トレンチ第 5・6・7層 (Fig12) 

53 剥 片 (1. 6) I 1.7 I 0.6 I (1. 2) 黒曜石

54 剥 片 (2. 8) I 3.4 I 0.9 I (7 .1) 黒曜石
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3 小結

(1) 出土遺物と検出遺構について

第 1・3・7・9・10-12各トレンチで遺物が出土した。各トレンチとも破片ばかりで

あるが、特に第 9トレンチでは甕、壺、高杯、塊など器形のわかるほぽ同時期の資料が含

まれており良好な資料である。なお、出土遺物のなかには磨滅の少ないものが含まれてお

り、比較的近傍から流人したものと考えられる。

甕は、口縁部が外彎して開くものが多いが、内彎して開く口縁部をもち、端部がやや肥

厚して水平もしくは水平に近い面をもつもの (9) がある。端部に面をもつものは他に 2

点ある。 (6・7)。また、口頸部の退化現象によって、口頸部の屈曲が極めて弱く、外面

を突帯状にわずかに膨らませただけの短い複合口縁をもつもの (19・20) がある。胴部外

面にタタキがみられるものは極めて少なく、外面は刷毛ないしナデ仕上げで、内面はヘラ

ケズリを行なうものが多い。前者は外来要素の強い布留型の甕で、下東遺跡 KP-11、第

N地区 KSP、西遺跡第 2号溝等で出土例が知られ、布留式土器の新しい段階に位置づけら

れよう。後者は在地系の甕で、周防部に特徴的な複合口縁をもつ甕の終末期のものと考え

られ、本学の吉田構内遺跡保存地区第12・13号竪穴住居跡に類品がみられる。現在までの

ところ、県内では両者の良好な共伴資料は得られていないが、下東遺跡 KP-11出土例の

ように両者の折衷形態と考えられるものがあり、本校内の調在によって畿内布留式土器の

流入、変化の過程と、それに合呼応する複合口縁をもつ甕の退化、消長の過程が山口盆地

内で確認される日は近い。

壺は、口縁部が直線もしくは内彎して長くのびる小型丸底壺と考えられるものが多いが、

ロ縁部と体部の大きさの比率、体部の器面調整は明らかでない。

高杯は、杯部の深さ、上半部と下半部の比率は明らかでないが、明瞭な稜をもたず、下

半部は内彎して立ち上がる。上半部は緩やかに開くものと思われ、口縁端部はわずかに外

反する。脚柱部は杯部との接合部付近から開き、やや膨らみぎみのものと直線的に下方に

開くものとがある。脚裾部はそのまま開くものと屈曲するものとがある。

椀は、体部が内彎して開くもので、口縁端部がわずかに外反するものもある。 48は西遺

跡第 2号溝出土例のように脚台をもつものかもしれない。

なお、第10トレンチからは小型の丸底壺、鉢、器台の小型三種土器のうち直線的に伸び

る浅い皿状の受部をもつ器台が出土している。

以上のように、第 9トレンチ第 5- 7層出土遺物は一部にやや遡るものもあるが、全般
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的に畿内布留式土器の新段階に位置づけられ、 5世紀前半頃の時期を与えることができよ

う。なお、この段階には畿内の一部を除いて初期須恵器が出現する時期にあたるが、今回

の調査では出土していない。

明確な遺構は今回の調査では検出していない。しかし、幼稚園敷地部分の第 3トレンチ

では、遺構と思われる新旧二時期の掘り越みを確認した。切り合い関係にあり、新しい掘

り込みから室町時代の土師器が出土している。また、同第 1トレンチでは遺物包含層が不

規則に落ち込み、土自体にもしまりがないことから遺構の存在を予想させるが、調査面積

が狭いため詳細は不明で、今後の調査を待って結論を出したい。

(2) 埋蔵文化財遺存状況と今後の方針

昭和58年度の調在では、溝状遺構、竪穴住居跡および遺物包含層を検出した。上述した

ように、校舎敷地部分に比ベ一段低くなっている小学校のグラウンドを中心に実施したも

ので、その造成状況から校舎敷地部分では遺構、遺物包含層が過去に存在していたとして

もすでに削平されているものと考えられていた。今回の調介範囲は部分的ではあったが、

その予想を大きく覆す結果となった。

土層観察が断片的であるため、はっきりした旧地形等の全体像はつかみかねるが、幼稚

園敷地部分の第 2トレンチでは砂礫、小学校敷地部分第12・13・14トレンチでは砂礫と砂

質土の互層となる堆積が認められた。昭和58年度に調在した幼稚園敷地部分の第 3トレン

チ北西約25mに位置する Hトレンチでも砂礫の堆積が確認されており、幼稚園・小学校敷

地部分の東端および中央部には北から南に貫流すると思われる河川が存在する可能性があ

る。今回の調在では遺物が出土しておらず、時期は定かでないが、今後、その規模、時期、

流路方向を把握する必要がある。

また、小学校の校舎敷地部分はほぽ平坦に造成されているが、第 8・9・15トレンチで

は周辺の各トレンチに比較して地山がかなり下位に存在し、埋め土も特に厚く堆積してい

る。小学校の南東端部およびグラウンドとの段差付近の地域は、丘陵の尾根がそれぞれ南

に下降していくあたりに位置しているものと考えられ、布留式土器の終末期の遺物が出土

した第 9トレンチの遺物包含層、昭和58年度の調在で認められた溝状遺構はこうした谷あ

いで検出されたものと推察される。

遺物は、前回実施したグラウンド部分の調杏で、溝状遺構から庄内式土器の新段階の遺

物が多最に出土しているが、今回の調在ではその段階まで遡る資料はない。また、布留式
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併行の竪穴住居跡 1棟も検出されているが、広義の布留式土器の範疇で取り扱っている。

第 9トレンチの一括士器群中には、竪穴住居跡出士遺物と同形態のものが含まれているこ

とから、小学校敷地部分には庄内式新段階および布留式新段階の、少なくとも新旧二時期

の遺物包含層もしくは遺構が存在する可能性が提起された。

今回の調在は幼稚園・小学校敷地内全面について実施したものではないが、本構内にお

ける今後の施設、環境整備に関する有意義な資料を提供した。とくに、遺物包含層ないし

は遺構と考えられる掘り込みが検出されている第 1・3トレンチ周辺の幼稚園中央部付近、

第 9・10トレンチ周辺の小学校南東部では遺物包含層の分布範囲の把握を含めた工事に先

立つ事前の調査が必要である。また、小学校グラウンドで認められた竪穴住居跡の検出面

と同様な、安定した地山も数箇所のトレンチで確認されていることから、遺構が存在する

可能性は十分考えられ、立会調杏等によってその存否を確認する必要がある。 （河 村）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「教育学部附属山口小学校・幼稚園構内の試掘調査」（「山口大学構内遺跡調介研

究年報illJ、1985年）。この報告当時は、標高を、この BMを甚準とした相対値であらわしていた。
2) 山口大学埋蔵文化財資料館「教育学部附属山口小学校電柱移設に伴う立会調奇」（本書第 4章第 4節、 1987

年）。

3) 建設省山口工事事務所•山口県教育委員会「下東遺跡」（「下東遺跡・荻峠遺跡」、山口県埋蔵文化財調在報告

第30集、 1975年）。

4) 山口市教育委員会「西遺跡」（山口市埋蔵文化財調査報告第21集、 1986年）。
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教育学部附属山口中学校部分の調it(層位・遺構）

第 3節 教育学部附属山口中学校部分の調介

1 層位・遺構

全 8ヵ所にトレンチを設定。調査顛にトレ
ンチ番号をふった。調介総面積は約20面で、

予定される管路掘削総面積の約5.7%にあたる。
附属山口中学校の敷地は、標高ほぽ28.2

-28.4mに造成されている。北端のプール部分と東端のテニスコート部分がやや高くなり、
西の敷地外は、脇の市道が一段低く、白石小学校がさらにもう一段低くなっている。

第 1トレンチ 0.8m X2.5mのト レンチ。厚さ40cmの置土直下がオリーブ灰色シルト

ミし トレンチ東半の深掘り部の地山で、以下、同色系統の砂・粘質土の互層となる。たた 、

分で地山を削り込んだような落ち込みがみられ、
そこに黄系統の粘質土が 3層堆積し、上

に灰オリーブの砂礫がかぶさっている。断言はできない
が、河川跡の埋土の可能性がある。

遺物は検出されない。湧水するが、どの層からかは確認していない。
第 2トレンチ 第 1トレンチの西約15m、 lmX2.5mのトレンチ。厚さ約40cmの置

土直下の地山：灰オリーブ色シルトは、第 1ト
レンチ第 7層に対応すると思われるが、以

下は黄褐色砂礫の単一層となり、第 1トレ ンチと異なる。遺構・遺物は検出されない。

Fig. 14 トレンチ設定図
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亀山構内教育学部山口附属学校汚水排水管布設に伴う試掘調介

第 3トレンチ lmX2.5mを設定したが、調査は東半部にとどめた。北端部は既設

の配管埋設時に攪乱を受けている。厚さ70cmの置土の下に旧耕作土が残存、その直下に 3

層の遺物包含層が原さ70-80cmにわたって堆積し、湧水する砂礫層の地山にいたる。

遺物包含層は、自然木を含む湿気の多い粘質土で、河川の氾濫等に起因する二次堆積層

と思われるため遺物は一括して取り上げた。石鏃 2本のほか、弥生土器・土師器（中世中

心）・須恵器・瓦質土器・陶器・磁器がある。遺構は検出されなかった。

第 4トレンチ グラウンドの西端、 1m X2.5mのトレンチ。 30cm前後の薄い置土の

下に 2層の客土があり、第 4層：暗緑灰色粘土の地山にいたる。第 4層以下は湧水し、遺

構は検出されない。 2層の客土のうち下層の方は70-80cmもの厚さがあり、第 5トレンチ

第 4層と同一のものと思われる遺物包含層をブロック状に含んでいた。このブロックから

弥生土器・土師器・磁器のほか、黒曜石剥片が出土している。

昭和60年度、隣接するバレーボールコートの支柱埋設に伴う調査の際にも、安定した地

山土と思われる黄褐色粘質土、そして湿地の地山上である青灰色粘質土を、ともにブロッ

ク状に含む攪乱土が観察されていることから、グラウンド西寄りの部分は造成時に周辺地

域の遺物包含層・地山を削って運びこみ、盛って平地にしたものと思われる。

第 5トレンチ 校舎の西端、 1m X2.5mのトレンチ。置土は厚さ30cmと薄く、その

直下に、削平著しいが客土と思われる第 3層：黄褐色粘質土がトレンチ南半部にのみ残っ

ている。この層の上面で杭例が検出されたが、いつの時期のものか明らかでない。第 3層

の下には黒褐色系統の庄内式併行期の遺物包含層が 3層、厚さ30cmにわたって堆積してい

た。分層した 3層の中では、最上層の第 4層：黒褐色粘質土が最も遺物包含層が多い。第

5層：暗褐色シルトは南半部のみの堆積で、掘削時には第 4層に含めていた。第 6層は黒

色の砂礫となり遺物も少なくなる。

トレンチ南西端部では、これらの 3層の遺物包含層の下に、さらに縄文土器のみを包含

する第 7層：灰黄褐色粗砂を確認した。以下、第13層：暗灰黄色砂礫の地山まで基本的に

は砂礫が続く。トレンチ北端部で地山上面に、植物遺体を含む第 9・10層：黒褐色粗砂と

有機土の堆積がみられ、縄文土器を検出したが、どちらの層からの出土か明らかでない。

遺物は、第 3層から弥生土器・土師器・須恵器、第 4-6層から弥生土器・古式士師器、

第 7層から縄文土器が出土した。第 9・10層でも植物遺体に加えて縄文土器が出土してい

る。第 7層以下は堆積状況が不安定であり、谷状の窪地への流れ込みである可能性が高い

が、縄文土器のみを出土することから、周辺に遺存のよい縄文時代の遺物包含層がある
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教育学部附属山口中学校部分の調j!f(層位・遺構）
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Fig. 15 土層断面図

ことは確実と思われる。

第 6トレンチ l.8mXl.8m規模のトレンチ。償土は約30cmと薄く、以下工事掘削基

底面まで、角礫を主とした砂礫層と砂層が続く。これらの砂礫層からの湧水に加えて、 ト

レンチ内を東西方向に流れる暗渠を切断したことによる水の流れ込みが激しく、ポンプで

除水しながらの作業となった。顕著な遺構・遺物は検出されない。
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亀山構内教育学部山口附属学校汚水排水管布設に伴う試掘調介

第 7トレンチ グラウンド東端中央部、 l.2mX2.5mのトレンチ。 トレンチ東壁に沿

って、礫を敷きつめた幅30-40cmの暗渠が走る。置土はやや薄く厚さ30-40cm、その下の

第 2層は山土らしいものが混じり、客土の可能性がある。以下、堆積層はすべて黄色系統

で、第 6層までシルト層、第 7層は礫を含む砂質土層となる。顕著な遺構・遺物なし。

第 8トレンチ 第 7トレンチの南約25m、l.2mX2.5mのトレンチ。トレンチ中央を

南北に、第 7トレンチのものにつながると思われる暗渠が走っている。厚さ50-60cmの置

土直下がシルトの地山で、地山の上面は削平・攪乱が著しく、深掘りはトレンチ中央部で

行なうこととなった。以下、基本層位は第 7トレンチと同じで、第 7層下に褐色礫層の第

8層が認められた。土層の堆積は緩やかに南へ向かって下がっている。遺物は、暗渠埋土

から近世の磁器片が出土したのみで、顕著な遺構は検出されない。

2 遺物

第 3トレンチ出土遺物 (Fig. 16, PL. 10) 

遺物は第 4・5・6層から出土するが、層位の項で述べたとおり一括して取り上げた。

弥生土器・古式土師器と思われる小片、須恵器、中世土師器、瓦質土器、陶器、磁器があ

る。炭化木材も検出された。主体となるのは中世土師器である。

1 -3は土師器。 1は杯口縁部で、同様の破片が他にもある。口縁は底部付近よりも厚

くなり、緩く外反して尖り気味に終わる。外面の口縁下を強く横ナデするが、調整にロク

ロを使わない。加えて、厚手で胎土に砂粒をほとんど含まず、色調に赤みを帯びるなど、

大内氏館跡 B式土師器とされているものの特徴を備える。この B式土師器は大内氏の館継
2) 

続期のなかでは後半期に出現し、県下では大内氏関連の遺跡でしか出土の報告をみない。

他に土師器の杯、皿の口縁部はかなり出土した。それらは、口縁端部に面をもつものが若

干あり、端部が丸く終わるものが残りのほとんどを占めるが、すべてロクロによる整形痕

を残し、明る＜焼き上げた薄手のものである。

2・3は杯または皿の底部。底部片は図示した以外にもかなりあるが、 2のように体部

が一旦上方に立ち上がってから外に開くようなタイプはこの資料のみで、 3のように底部

からすぐに外に開く器形がほとんどである。底部と体部の境の稜がやや甘くなったものも

若干みられる。 3は、内外面に赤色顔料の痕跡が認められる。

4・5は須恵器。 4は杯口縁部で、端部はやや尖り気味に終わる。 5は長頸壺の底部と

思われ、内面の同心円の当て具痕はナデによりほぼ消えている。
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亀山構内教育学部山口附属学校汚水排水管布設に伴う試掘調介

第 7トレンチ グラウンド東端中央部、 l.2mX2.5mのトレンチ。 トレンチ東壁に沿

って、礫を敷きつめた幅30-40cmの暗渠が走る。置土はやや薄く厚さ30-40cm、その下の

第 2層は山土らしいものが混じり、客土の可能性がある。以下、堆積層はすべて黄色系統

で、第 6層までシルト層、第 7層は礫を含む砂質土層となる。顕著な遺構・遺物なし。

第 8トレンチ 第 7トレンチの南約25m、l.2mX2.5mのトレンチ。トレンチ中央を

南北に、第 7トレンチのものにつながると思われる暗渠が走っている。厚さ50-60cmの置

土直下がシルトの地山で、地山の上面は削平・攪乱が著しく、深掘りはトレンチ中央部で

行なうこととなった。以下、基本層位は第 7トレンチと同じで、第 7層下に褐色礫層の第

8層が認められた。土層の堆積は緩やかに南へ向かって下がっている。遺物は、暗渠埋土

から近世の磁器片が出土したのみで、顕著な遺構は検出されない。

2 遺物

第 3トレンチ出土遺物 (Fig. 16, PL. 10) 

遺物は第 4・5・6層から出土するが、層位の項で述べたとおり一括して取り上げた。

弥生土器・古式土師器と思われる小片、須恵器、中世土師器、瓦質土器、陶器、磁器があ

る。炭化木材も検出された。主体となるのは中世土師器である。

1 -3は土師器。 1は杯口縁部で、同様の破片が他にもある。口縁は底部付近よりも厚

くなり、緩く外反して尖り気味に終わる。外面の口縁下を強く横ナデするが、調整にロク

ロを使わない。加えて、厚手で胎土に砂粒をほとんど含まず、色調に赤みを帯びるなど、

大内氏館跡 B式土師器とされているものの特徴を備える。この B式土師器は大内氏の館継
2) 

続期のなかでは後半期に出現し、県下では大内氏関連の遺跡でしか出土の報告をみない。

他に土師器の杯、皿の口縁部はかなり出土した。それらは、口縁端部に面をもつものが若

干あり、端部が丸く終わるものが残りのほとんどを占めるが、すべてロクロによる整形痕

を残し、明る＜焼き上げた薄手のものである。

2・3は杯または皿の底部。底部片は図示した以外にもかなりあるが、 2のように体部

が一旦上方に立ち上がってから外に開くようなタイプはこの資料のみで、 3のように底部

からすぐに外に開く器形がほとんどである。底部と体部の境の稜がやや甘くなったものも

若干みられる。 3は、内外面に赤色顔料の痕跡が認められる。

4・5は須恵器。 4は杯口縁部で、端部はやや尖り気味に終わる。 5は長頸壺の底部と

思われ、内面の同心円の当て具痕はナデによりほぼ消えている。
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教育学部附属山口中学校部分の調査（遺物）
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Fig. 16 第 3トレンチ出土遺物実測図

6は瓦質土器の鍋口縁部。端部は肥厚して内側にやや突出し、上面は水平となる。瓦質

土器には、他に格子タタキが外面に施される破片が数点ある。

7は近世の染付磁器椀の口縁部で、内外両面に 2条の圏線、外面には濃淡を使い分けて

唐草文を描く。陶器片もあるが図化できない。

8・9は黒曜石製の石鏃。 8は挟りが浅く、若干基部が広がるもので、素材の腹面を大

きく残す剥片鏃である。片脚部先端欠損。先端部は磨滅によるものであろうか、丸みを帯

びる。 9は姫島産の石材を用い、比較的厚みをもつもので、先端部を欠損する。挟りは、

深いとはいえないがしっかりしている。

第 4トレンチ出土遺物 (Fig. 1 7, PL. 10) 

遺物はすべて第 3層内に混じる黒褐色粘質土ブロックから出土。主体は弥生時代終末～

古墳時代初頭と思われる土器片であるが、やや遡る時期の土器底部や剥片が認められた。

また降るものとして、端部に面をもつ歴史時代の土師器口

縁部や染付磁器片が出土しているが、図化できない。

lは弥生土器甕の底部。大きな平底と思われ、内面には

コゲが厚く付着。弥生時代前期に遡る可能性がある。 2は

土師器かと思われる破片。外面には、先端の平たい櫛歯を

使って一単位 4条の波状文を施す。内面のヘラケズリには

二方向がある。内面ヘラケズリの土器肩部に波状文を施す

例は、庄内・布留式併行期に各地でしばしばみられる。

3は黒曜石の剥片で、腹面には打面・打点・打瘤が残り、

背面は一部礫面を残すが上下両方向からの剥離を認める。

q; f~~ 
I I I I I I 

旦〗3~
I I I j 

Fig. 17 第4トレンチ出土遺物実測因
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Fig. 18 第5トレンチ第4・5・6層出土遺物実測図 (1)
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Fig. 19 第5トレンチ第4・5・6層出遺物実測図 (2)

第 5トレンチ出土遺物 (Fig. 18-21, PL. 10・11) 

遺物は、第 3・4・5・6・7・9・10層からそれぞれ出土した。

客土と思われる第 3層からは、下の第 4- 6に対応すると思われる土器小片若：：：f (壺・

甕•高杯など。顕著に励毛目が残るが外面に赤色顔料を塗布する小片あり）のほか、糸切

り底の土師器底部、古代と思われる須恵器片が出土しているが、図化しえない。

第 4・5・6層出土遺物 (Fig. 18・19) 

第 4・5層の遺物は、取り上げの段階で混合していると思われ、また第 4・6層間の遺

物が接合することから、第 4-6層はここでは一括して取り扱うこととする。ほとんどが

庄内式併行期と思われる土器で、甕・鉢・壺• 高杯• 有翼支脚がある。他の時期のものと

しては、弥生時代中期初頭の甕が 1点ある程度である。植物遺体も検出されている。

1 -14は甕。 1・2は明らかに山陰の影押を受けたと思われるものである。 1は比較的

頸が窄まり、口縁端部が尖るもので、風化しているが、外面ほぼ全面に煤の付着がみられ

る。 2は大型。口縁端部はやや尖り気味ながら丸くおさめ、立ち上がりの段は上向きで、

1より若干後出するかとも思われる。 1に比べて焼成がよく、つくりが精巧で、搬入品の
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可能性がある。煤の付着がなく、壺かもしれない。双方とも肩部内面は横方向のヘラケズ

リ、他はナデ仕上げで文様は認められない。花谷めぐむ氏編年の鍵尾 A区 5号墓式。

甕には、赤・黄色系統の軟質焼成のものと、黄灰色の硬質焼成のものとがある。

「く」の字に曲がる甕の口縁部 (3-10) は、端部が面をもつもの (3-6) と、尖り

気味になるもの (7-10) とに分けられる。 4は反転して完形復原できたもので、器陸は

痺く、内外面とも刷毛目仕上げ。底部付近は二次加熱による赤変が著しい。風化の著しい

3・7を除いては、外面に多最の煤の付着が観察できる。

甕の胴部外面には、ほとんどの個体が刷毛目を顕著に残す。内面は刷毛目または刷毛目

後ナデ仕上げのもののほか、ヘラケズリのものが多くみられる。 3・8のヘラケズリは縦、

5は横方向。外面にタタキの認められる破片がある (11-14) が、小片のため方向は不明。

13・14は薄手で非常に硬質。搬入品であろう。 14はタタキの後刷毛目を施す。

甕の底部は、完形になる 4で確認できた小さな平底のほかは、弥生時代中期初頭のもの

と思われる上げ底のもの (15) が確認できたにすぎない。おそらく不安定な平底または丸

底になると考えられるものがあるが、破片のため底部と断定できない。

鉢と思われるものには16・17がある。 16は短く外反する口縁片で、ほぼ直立する。 17は

尖底の底部片で、小型の鉢になるものであろう。

18-22は壺。複合口縁をもつもの (18・19) と、「く」の字に外反する口縁をもつもの

(20・21) とがある。 18は口縁の立ち上がり部分で、精巧なつくり。 19は立ち上がり部分

と肩部以下を欠く。頸部はほぽ直立し、肩部との境の突帯に斜格子の刻みを入れ、立ち上

がりの段の端部には刷毛目原体の小口を使って刻みを施す。内面は、ミガキの及ばなかっ

た箇所に残る刷毛目が目立つ。 20は外面に非常に繊細な刷毛目が残り、肩部内面は横方向

のヘラケズリ。胎土が脆い。 21は内面に横方向のミガキが施され、刷毛目がほぼ消える。

硬質焼成。 22は直口する短頸壺と思われる。端部は丸みを幣びながらもやや面をもつ。

壺には他に、内面粗く、外面丁寧にミガキをかけているが、外面には全体に煤の付着す

る底部近くの破片などがある。

23-27は高杯。 23は杯底部から脚柱部にかけての破片で、脚柱は差し込み式。不器用な

つくりで、器墜の厚みが場所によって全く違う。図化できる口縁 (24-26) はすべて端部

に平坦面をもつ。 25は2種類の原体で内外面に刷毛目を施した後、外面に縦方向のヘラナ

デを行なう。 27の杯の屈曲はしっかりしているが、胎土・焼成が悪い。

図化しなかったが、他に有翼支脚の翼部の破片が出土している (PL. 11-28)。
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述べてきたとおり、第 4-6層出土の遺物は、山陰系の複合口縁甕の型式、また山本一

朗氏編年の弥生時代終末期にあたる防長10式に特徴的な複合口縁壺・有楓支脚の存在、そ

してタタキのある甕の存在などから、ほぽ庄内式併行期のものとみてよいと思われる。

第 7層出土遺物 (Fig. 20) 

縄文士器のみが出土した。時期の断定はできかねるが、おそらく後・晩期であろう。

1 -7は胎土・色調・焼成・調整ともにたいへん似通っており、同一個体かと思われる

が接合しない。図化しなかったが同様の小片がもう 1片ある。器形などが窺える破片はな

い。条痕の方向は、破片ばかりのため断定しかねるが、おそらく外面は縦および斜方向、

内面は横方向で、外面は条痕の後ナデている箇所もある。内外面で条痕のエ具が違う。 3

は内面にコゲらしいものが付着している。

8は、外面は条痕文を施すが、内面は条痕の後丁寧なナデで条痕を消していることが 1

-7との大きな違いである。また条痕自体が 1-7のものより細かく、方向が内外面とも

同じであることも差のひとつとなろう。

第 9・10層出土遺物 (Fig. 21) 

縄文土器と植物遺体が出土した。

1は胎土に滑石を含む疑いがある。内面条痕後粗いナデ、外面はナデしか観察できない。

2は第 7層出土の 1-7と色調・外面の調整がよく似ているが、内面

は丁寧なナデである。 1の胎士からみれば、縄文時代前期・中期のも

のである可能性があり、やや不安が残るが、一応、第 7層と大差ない

時期のものとして捉えておきたい。

なお植物遺体は、第 4・5層が樹木の樹皮及び木質片の細片、第 9

層は樹木の樹皮片、木質片、葉の基部片及び種子の果皮の細片及び微

麟疇廿
I : 

釦鵬心

゜
3 cm 2 

I I I I 

Fig. 21 第5トレンチ

第9・10層出土遺物実測図
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片であった。種類と個体数について、以下農学部講師の宇都宮宏氏の鑑定結果を報告する。

これらの植物遺体を丁寧に水洗して、ろ紙上に置き、樹皮、葉及び果皮はそのまま自然

乾燥させて、解剖顕微鏡で表面構造を観察した。また木質については、木口、征目、板目

の試料切片を作製して、生物顕微鏡で鏡検し、植物の種類を同定した。

第 9層からばアラカシ (Quercusglauca Thunb) 173片（樹皮• 木質172片、葉片1)、コナ

ラ (Quercusserrate Thunb) 11 片（樹皮• 木質）、クヌギ (Quercusacutissima Carr) 15片

（樹皮• 木質13片、堅果の果皮2)、イヌブナ (Fagusjaponica Maxim) 17片（樹皮• 木質）、

スギ (Cryptomeriajaponica D. Don) 3片（木質）、また第 4・5層からはイヌブナ 7片

（木質）であった。ブナ科の樹木が優先しており、アラカシは樹皮の観察からみて、比較

的大きい木と考えられた。また気候的変動による樹種の変化はないものと考えられる。

Tab. 3 出土遺物観察表
法量（ ）は現存値

No. 器 種 ＊口(底cm径径) （現器(c存m高高)） 色 調 胎 土 焼成 備 考

第 3トレンチ (Fig.16)

1 土師器 杯 (2. 5) ば仇 ｝にぷい黄橙色(IOYR7/2:
精緻 砂粒はほとんど含 良好
まない

2 土師器杯か皿 *5.0 (1 1) 鷹｝灰白色(2.5Y8/2) 良好 1 mm含程度の砂粒を やや甘い
若f む

3 土師器杯か皿 *5.5 (1.0) 翡>芯f;炎黄色(2.5Y8/3) 精良 l mm以下の砂粒を 良彦わめ好て 内外面丹治
若干貪以む

4 須恵器 杯 (2 .6) ｝明オリープ灰色(2.5GY7/l) 良好 1 mm 下の石英・ 普通
長石賢を含む

5 須恵器長頸壺 (4 .0) 

— 灰負自色色色鱈色味(5 (((を22Y5帝.. 55G5/YYぴY1778)8/た///吟2!! 透) I 

やや 1 mm の石英・
良好

一灰 粗い長石 く合砂む

6 瓦質土器鍋か (2 .3) 一灰 良好 1 mm以下の粒を 普通
一一淡灰堕白

、若干含む

7 磁器 椀 (2 .4) 
やや青 明

精良 良好

第 4トレンチ (Fig17) 

1 甕
(1 4) 外内外内面ーにぶい橙付色(2色杓.(5!OYの(2Y6た.R/526Yめ)/R2小6)/明4) 良好 "1. "程)．を!段幻各ト町の々渇多h浅英等〈合含、多b1. 以下の ● きわめ好て 一し次い柿Jり熱直1IこコよゲりII赤着変若・ 面ーコゲの

2 甕 面一灰黄黄褐色 良好 2m Inn以下の 良きわめ好て(5.0) 面一灰 長h 〈含む

第 5トレンチ第 4・5・6層 (Fig.18・19, PL 11) 

1 甕 16.0 (5 .8) 

灰浅灰朽浅9こ黄黄声堕色；；黄色ぷ褐畏橙橙色f色いI7濱5色橙色色花((.22Y5色褐Y.. (/4(775510YR/YY色.. (R1) 7557Y67/5YY//.(R6/510RR2252) .ffil. YR) ) R/) Y/2R37) ) /5 4 ) 3) 

良好 1 mm程含度の石英・ やや甘い 外面煤付着
長石む

1 甕 22.0 (7 .3) 精良 良きわめ好て

3 甕 21.9 (5. 2) 良好 1 mm含程度の石英・ 普通
長石む

4 甕
20.7 
28.2 
に／ 普通 2 mm以下の石英含、1 mm 良きわめ好て 外面煤付着

*4.0 以下の長石を む

5 甕 (3 .1) 
1 -3 mmの石英・

良好 外面煤付着普通 長石を含む

6 甕 (3.0) 良好石英を杓干含む 甘い 外面煤付着

7 甕 13.2 (7. 5) 

良;r 芹長長221.石-皿石干1を1］下t杵若以含干の度下石含Tむ菟む一の含の． 石英 ・

甘い
む

8 甕 (6. 0) 良好 石英を 良きわめ好て 外面煤付着

， 甕 (5 .4) 良好 ,. 程疫IJ) 良きわめ好て
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10 甕 (3 .4) ｝灰白色 (10YR7/1) 良好 2mm程度の石若英含、1 mm 
程度の長石干む

良きわめ好て 外面煤付着

11 甕 (1. 5) やや 2 mm以下の含石英・
粗い長石かなり む

良好 外面煤付着

12 甕 (4 .3) ーに黄ぶ褐い黄色褐(1色 (lR6O/Y2R)5/3) 
一灰 OY 

やや 2 mm以下の石含英・
粗い長石かなり む

良好 外面煤付着

13 甕 (2. 6) ｝にぶい黄橙色(10YR7/3)
精良 1 mm以下の石英・
長石含む

良合好わ・め竪て固

14 甕 (1 1) ｝にぶい黄橙色(10YR7/3) 
良好 1 mm以下の石英・
長石含む

序きわめて固 外面煤付着

15 弥生士器 甕 *4.4 (3. 5) ーー黄黄灰色色((((22.527 .5YY6翌58///1)うl1)) ） 
やや

良好

16 鉢 (3. 3) 
一灰灰百色 .5Y 

精良 良好
一灰色 .SY

17 鉢 (3. 3) ｝にぶい黄橙色 (10YR7/2) -精良 良きわめ好て

18 空_.__ (3 .0) 
一灰白色黄黄((710橙橙.5Y色色YRR7((4/1lOlO/)2Y Y ) 

良好 良きわめ好て
ーにぶい R7 2) 

19 宮-'--- (8. 5) 
ーにぶい R7／ /2) 

精良 良好
一灰褐色

20 空-'- 27.8 (7 .1) ｝にぶい黄橙色(10YR7/4) 良好 やや甘い

21 窃~ (3. 3) ーにぶ腔いい黄置杓色((10YR7//23)) 精良 良きわめ好て
ーにぶ 橙(1色 10YR7

22 空~ (2. 3) 一浅黄白 OYR82/) 3) 良好 やや廿い
一灰 OYR8/ 

23 高 杯 (3. 5) ｝にぶい黄橙色(10YR7/2) 粗い 良好

24 高 杯 (2. 0) ｝にぶい黄橙色(lOYR6/3) 精良 良きわめ好て

25 高 杯 (3.6) 
ー一黒灰色逍黄白色色色(7.(（（52Y.52Y/71) /／ 2l 

良好 良好

26 高 杯 (2 .8) 一灰 2.5Y7 22) ) やや
良好

一灰 2. 5Y8/ 粗い

27 高 杯 (1. 8) ｝にぶい黄橙色(7.5YR7 /3) 粗い 甘い

28 有翼支脚 灰黄色(2.5Y6/2) 普通 良好

第 5トレンチ第 7層 (Fig20) 

1 縄文土器 (3 .1) 外内面面一ー灰黒色黄 精良 l mm以下の石英を
含む

良好

2 縄文土器 (2. 6) 精良 1 mm以含下の石英・
長石を む

良好

3 縄文土器 (2. 2) 

画面一一墨灰極黄 2) 

精良 1 mm以ドの石英・
良好

長石を含む

4 縄文• 土器 (2. 2) 
精良 1 mm以↑ーの石英・

良好

内外〗外 面面一——褐灰極黄 2) 

長石を含む

5 縄文土器 (4. 9) 精良 1 mm以下の石英を
良好

面面一一灰褐I黄!黄火 2) 

含む

6 縄文土器 (3. 5) 精良 1 mm以下の石英を 良好
I 

面ー黒 含む

7 縄文土器 (4. 5) 
面一灰 2) 精良 1 mm以下の石英・ 良好

＇ 

面ー黒 長石を含む

8 縄文土器 (3. 7) 面一灰 良好 2 mm以下の石英を 良きわめ好て
内面一灰黄 2) 含む

第 5トレンチ第 9・10層(Fig21) 

l 縄文上器
た外外内直面血向一忠色色灰いIN褐f(りN2色/(035/() 7.SP0R) :lY/R1) 6 

良好 2 mm以下の砂粒含 良きわり好て
(1. 6) ー暗灰 み滑石混人か

2 縄文土器 (1. 2) ー―賠にぶ青 /3) 良好 3 mm以下の砂粒含 良好
む

No. 器 種 1 最大長(cm)I最大輻(cm)I最大原(cm) 軍最 (¥I) 石 質 備 考

第 3トレンチ (Fig16) 

8 石 鏃 I. 5 

' 

1A .上1. --" . [門5--. + I 0.1 黒曜石

， 石 鏃 (l _ 9) 1.3 (0.9) 里曜石（姫島産） I 
第 4トレンチ (Fig17) 

3 剥 片 2.2 2.0 I o 7 -T 2.3 黒曜石 I 
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3 小結

(1) 出土遺物について

第 3・4・5トレンチで遺物が出土し、特に第 5トレンチでは、器形の全体を示すもの

がなく器種構成などもわからないが、興味深い資料が多く出土した。

第 3トレンチでは、ほぽ中世主体の遺物が検出された。そのなかに、これまで大内氏館
る I) こうじあと

跡と瑠璃光寺跡遺跡でしか確認されていなかった、大内氏館跡 B式土師器が確認された。

この B式土師器は大内氏内部で自給自足的に製作・消費された土器と推定されるが、館跡

でのおびただしい出土量にもかかわらず、その生産跡と覚しきものはまだ発見されない。

当附属中学校敷地は、大内氏館跡の南西わずか 1kmの場所にあり、この周辺に大内氏関連

遺跡または B式土師器の生産にかかわる施設が存在していた可能性がうかんだ。

第 5トレンチでは、 2時期の遺物包含層を確認した。

第 4~6 層からは、周防部に特徴的な複合口縁壺や佐波川・ t甚野川流域に特徴的な有翼

支脚など在地性の強い土器のほかに、山陰系の複合口縁甕、畿内庄内式土器の影押を窺わ

せるタタキ技法のみられる破片など、外来要素の強い土器が出土し、注目される。

これらの土器群の時期については、タタキのある破片（タタキの上から刷毛目を施すも

のも含む）があること、庄内式に後続する布留式土器と認定できるものが見当たらないこ

と、また在地の土器がその形態をまだ保持していることなどから、庄内式併行期すなわち

防長10式の範疇におさまるであろうが、小範囲の調介で、器種構成や器形全体を検討しう

るだけの資料のない現段階では、時期を限定することは控えたい。

今回出土の山陰系土器は、 58年度調杏で小学校から出土したものとは焼成・色調にかな

りの違いがあり、形態的にもやや差があるが、やはり庄内式併行期の所産としておきたい。

また従来、山口県内での山陰系土器出土の中心は、やはり「山陰」の長門部にあるとされ

ていたが、近年、佐波川．椛野川流域での発見例が増え、この流域独自の直接流人経路が

考えられるに至った。この考えを補強する出土例が、今回またひとつ増えたことになる。

周防部は、外来の勢力を遠ざけて在地の弥生時代の特色を遅くまで固守した地域である

が、周防の端部、いわば辺境の地では、在地の特色を残しながらも周防中心部よりかなり

早く他地域の土器を受け人れたことを裏付ける結果となった。

第 7・9・10層では縄文土器を検出した。周辺では、亀山をはさんで北東方向約500m
うしろがわら まつがら

にある現県立図書館の地に、縄文時代晩期の土器を多最に出土した後河原（松柄）遺跡が
10) 

あるが、これに次いで 2遺跡目という希少な例で、周辺への拡がりの確認が待たれる。
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(2) 埋蔵文化財遺存状況と今後の方針

グラウンド東側の第 7・8トレンチで、比較的安定した地山とみられるシルト層を確認

した。しかし、東の亀山が元来もっと裾野をのばしていたものと考えられ、第 4トレンチ

の所見からみても、おそらくこの層の上面は削平され、往時の状況をとどめてはいまい。

また北側は、附属小学校からなだらかに下る地形で、鴻峰山から南へのびる丘陵の縁辺

部か、またはそれにはさまれる谷であったと考えていたが、第 6トレンチでは、薄い置土

の下に厚い礫層が堆積して湧水し、谷または河川状の遺構の存在を感じさせた。第 1トレ

ンチの土層の落ち込みがはたして河川であり、これと関係するものかどうかが注目される。

附属山口中学校敷地内での遺物出土・遺物包含層の堆積は、ほぽ西半部の白石小学校寄

りに限られている。部分的な小規模トレンチの調在では、地下の状況の全容をつかむこと

が難しいのはいうまでもないが、今回調査の各トレンチ間では土層の堆積状況があまりに

も違い、各遺物包含層の拡がりが全く捉えられなかった。例えば、第 5-3トレンチ間、

第 5- 4トレンチ間はそれぞれ約30m、第 5-2トレンチ間はわずか18mの距離しかない

が、層位・遺物包含層の土質・含まれる遺物の時期などが、全く違う様相を呈している。

この原因や、各包含層の拡がりを把握することは、今後の大きな課題といえる。

また、第 5トレンチ第 4-6層は、小学校部分の遺物包含層と土質が酷似することから、

当初一連のものかと考えていた。しかし小学校の遺物包含層では、布留式末期の遺物を主

としており、庄内式におさまるこの中学校部分とは時間的に大きな差を認めたため（前節

参照）、中学校部分でも、今後調介を進めてゆく上で、布留式の確認とともに、遺物包含

層が、実は分層できるのではないかとの視点が必要となってきた。弥生時代中期土器の混
11) 

在については、亀山西麓に所在する亀山遺跡が該期の遺跡であり、今後注意が必要となる

かもしれない。

2枚の縄文土器包含層は砂層であり、礫層にはさまっている状態であった。湧水もあり、

あまり安定した出土状況とはいえない。先述の後河原遺跡の包含層も、ーノ坂川が、山口

盆地最大といわれる規模の扇状地を形成する過程での二次堆積層とされる。しかしこの中

学校部分は、亀山の陰に隠れーノ坂川の堆積作用を受けにくい地理的条件にあるため、周

辺の今後の調介で遺構などが検出される可能性を、十分に考慮するべきであろう。

以上のことから、配管が予定される路線について、特に注意が必要と思われる白石小学

校に面する地域を事前調在とし、他の地域は工事施工時に立会調介を行なうことが妥当と

考える。ただ、今回の試掘調介では土層の平面的な拡がりを捉えるに至らなかったため、
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立会調査とした部分に何らかの埋蔵文化財が存在する可能性はある。 （杉原）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「教育学部附属山口中学校球技コート整備に伴う立会調在」（「山口大学構内遺

跡調査研究年報V」、 1986年）。

2) 山口市教育委員会「大内氏館跡Vl!一大内氏遺跡調査概報＂・概要ー」（山口市埋蔵文化財調在報告第 23集、

1987年）。
る りこうじあと

3) 大内氏館跡のはかには、山口市仁保の瑠璃光寺跡遺跡で中世墓の副葬品として出土した例があるとされる

(a)。この遺跡は、報告書発刊に先だって概要が報告され、仁保氏の墓地であるとの考えが提示されている

(b)。仁保（平子）氏は鎌倉時代初めに仁保荘の地頭として派遣され、在地の守護大内氏とは当初敵対関係

にあったが、南北朝の争乱のころから大内氏につき、室町時代になると次第に重く任用されたという (c)。

大内氏が B式土師器をしていたとされる館の後半期と思われる時期には大内氏の龍臣として活躍していた

ことが窺え、個人墓の供献士器として使用を許されたとしても不思議はあるまい。

a 柴崎文男「昭和61年度調介」（「大内氏館跡Wー大内氏遺跡調査概報＂・概要ー」（山口市埋蔵文化財調

介報告第23集、山口市教育委員会、 1987年）

b 小田村宏「瑠璃光寺跡遺跡の発掘調在」（「仁保の郷土史」、仁保の郷土史刊行会、 1987年）

c 田中倫子「中世」（「仁保の郷士史J、仁保の郷士史刊行会、 1987年）
4) 山陰系土器の編年は、壺• 甕の複合D縁部の基本的な分類序列においてはほぽ固まっている。 [1縁の立ち

上がり外面に櫛描き凹線文がなく、口縁端部が尖り気味であるというこの甕の特徴のみを取り上げれば、

久しく鍵尾 II式とされていたものに相当しよう (a)。しかし、他の器種や他地域との併行関係に目を向けた

とき、その捉え方は未だ定まっていない。ここでは一応、庄内式古段階に併行する型式とする花谷氏に従

っておく (b)。

a 前島己基• 松本岩雄「島根県神原神社古墳出土の土器一士器型式にみるその編年的位置についてー」

（「考古学雑誌」第62巻第 3号、 1976年）

b 花谷めぐむ「山陰古式士師器の型式学的研究ー島根県内の資料を中心にして一」（「島根考古学会誌J
第 4集、 1987年）

5) a 山本一朗「防長の弥生式土器」 (r山口県の弥生式土器ー集成と編年ーJ、周陽考古学研究所報2、1979年）。
b 山本一朗「防長の土師器」（「山口県の土師器・須恵器ー集成と編年ー」、周陽考古学研究所報3、1981年）。

氏は、文献 aで設定した防長10式末に対する考えを、文献 bで修正し、山口盆地にある湯田楠木町遺

跡出土の土器群を防長10式の最終末に置いて庄内式併行期とした。なお湯田楠木町遺跡は附属中学校

の南西約1.5kmにある。

6) 前掲注 3) a文献に同じ。

7) 附属山口中学校の南西約 3kmの地点にある下東遺跡 KD-4出土の資料が庄内式新段階に併行し、この時期

には周防系の複合口縁壺は消滅しているとする考えがある。これに従えば、下東遺跡の山陰系士器が、今

回出土のものより若T降る形態と思われることもあわせ、今匝調査の土器群が庄内式新段階を遡る可能性
も考えられよう。吉田寛「庄内式併行期前後の西部瀬戸内(l)一吹越 A式に関するノートー」(「RelicsJ 創刊

号、山口大学考古学研究室、 1985年）。

8) 前掲注 5) b文献では、周防と長門との緩衝地帯であるため独自性に乏しかった佐波川・椙野川の流域に、

防長10式期になって突然、佐波型の複合 [1縁壺と有翼支脚という強い地域性が現れ、続いて畿内との共通

性の裔い土器を多く出土する遺跡が集中するという事実は、初期の畿内系古墳の出現のしかたに通じてお

り、在地の大勢力を避け、独自の文化をもたない地域からまず組み込んでいくという視点によるものだと

見解を提示している。

9) 防長10式期前後の佐波川・棋野川流域が、周防と長門との単なる緩衝地帯でなく、すでにある程度の独自性

をもった一地域であったということの傍証となる考えである(a)。なおこの論考で、山口県出土の山陰系土

器が集成されているが、その後新たに報告されたものとして、山口市仁保の丸山遺跡の表採資料を追加し

ておく (b)。

a 高下洋一「山口県出士のいわゆる山陰系土器について」 (fRelics」第3号、山口大学考占学研究室、1986年）

b 小田村宏「先史• 原史」（「仁保の郷上史J、仁保の郷土史刊行会、 1987年）
10) 浜田清吉「山口市後河原の遺物発見地」（山口大学教育学部、 1953年）。

11) 小野忠煕「本州の西端地方における古代の塁・壕遺跡」（「古代学」第 5巻第 2号、古代学協会、 1956年）。
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の沈線が巡る。内外面とも風化著しく、調整は不明。 Bトレンチ第 3層出土。 2は糸切り

底の土師器小皿で内外面とも横ナデ仕上げ。 A トレンチ第 3層出土。

3 -5は須恵器の壺ないしは甕の胴部で、外面平行タタキを施すが、 3はナデ消してい

る。 6は須恵質土器の甕ないし壺で、内外面とも剥毛目仕上げ。 7は天目の塊で、口縁部

は体部から屈曲して垂直に近く立ち上げる。口縁端部は丸く終わる。

3・6はEトレンチ表土、 4・5はEトレンチ攪乱堀、 7はFトレンチ表土中よりの出

土。

Tab. 4 出土遺物観察表

法量（ ）は現存値

No. 器 種 ＊口(底cm径径) （現器(c存m高裔)） 色 調 胎 土 焼成 備 考

河川跡(Fig25) 
1 弥生士器壺 (2 .6) 器器表肉一ー浅黒黄色色 (2.5Y7 /3) 良好 長3mm石以を下含のむ石英・ 良好 Aトレンチ第4層出土

2 弥生土器壺 (2. 8) 器器表肉一ー浅黒色黄色 (2.5Y7 /3) 良好 長3mm石以を下含のむ石英・ 良好 Aトレンチ第4層出土

3 弥生土器 壺 (8.8) 器器表肉一ー黒浅色黄色 (2.5Y7 /3) 良好 等3mm含以む下。金の雲石母英含•む長石 良好 Aトレンチ第4層出土

4 弥生土器壺 (5 .8) 器器表肉ーー黒浅色黄色 (2.5Y7/3) 良好 等3mmか以な下りの石含英む•長石 良好 Aトレンチ第4層出土

5 須恵器
空一 7.8 (5. 6) 器自表然釉一灰一灰白色オ(リNー7プ/0色)(7 .5Y4/2) 普通 含1mむm以下の長石等 良好 Fトレンチ第7層出土

6 瓦質士器 鍋 (3. 7) 器器表肉ーー暗に灰ぶ色い黄(N橙3色/0()10Y7/4) 良好 若l_m千m以含下むの砂粒 良好 Aトレンチ第4層出土

包含層その他(Fig27) 
1 弥生土器 壺 (2. 9) にぶい黄橙色 (10YR7/3) 不やや良 か3mmな以り下、他の石金英雲母•長含石む 不良 Bトレンチ第3層出土

2 土師器 皿 •4.2 (0.8) 淡黄色(2.5Y8/3) 良好 少1m量m含以下むの砂粒 普通 Aトレンチ第3層出土

3 須恵器甕か壺 (5. 2) 器器表肉一ー青暗灰赤色褐色(5(lBO6R/31) /2) 良好 若2m干m↓含j_-むFの長石等 良好 Eトレンチ表土中
4 須恵器甕か壺 (1.5) 明青灰色 (5B7/1) 良好 含2mmむ以下の長石 良好 Eトレンチ攪乱煽埋土中

5 須恵器甕か壺 (4. 0) 緑灰色(10GY6/l) 粗やや 若1mm干含以下むの砂粒 良好 Eトレンチ攪乱煽埋土中

6 須恵質土器甕か壺 (3. 2) 灰白色(N7 /0) 粗やや 長3mm石等以下若干の石含英む ・ 良好 Eトレンチ表士中

7 陶器 碗 9.8 (3 .4) 釉素地一極一淡暗黄赤色褐色(5(Y2.85/Y3R) 2/2) 良好 良好 Fトレンチ表土中

No. 器 f重 最大長(cm)I最大幅(cm)I最大厚(cm)I 甫量 (g) 材- 質 I 備 考

河川跡(Fig25) 
7 00エ痕のある石器刹片 2.0 I 1.4 0.4 I 0.9 黒曜石（姫島産） IFトレンチ第 6層出土
溝状遺構(Fig26) 
鉄砲玉 1.0 I 1.0 I 1.0 I 6.5 合合 Eトレンチ
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4 小結

(1) 検出遺構と出土遺物について

A・B・F各トレンチで、弥生時代前期～古墳時代後期を主体とする遺物が出士した幅

19m以上の河川跡を検出した。この河川は、 Fトレンチ中央部でその川岸の落ち込みが確

認されたこと、そして Bトレンチの北約12mに設定した C トレンチでは河川跡が検出され

ないことなどから、既設の支障埋設物等によって調在ができなかった B-Cトレンチ間に

川岸の落ち込みのあることが予想され、他のトレンチで検出した溝底の高低差および周辺

の地形から推して、ほぼ東から西に流れていたものと考えられる。

また周辺では、今回の調在地の北西約100mのところで昭和55年度に実施した経済学部

大講義棟新営に伴う試掘調在の際にも、遺物はほとんど出土しなかったが、幅22m以上の

河川跡が検出されており、同一河川の可能性がある。

その他の遺構には、 Eトレンチで検出した中世～近世の溝状遺構 l条があるが、残存状

態は極めて悪い。これは、独身寮の東に位置する附属農場飼料園から西に伸びる丘陵が、

C-Eトレンチ付近で統合移転時の造成等により大規模に削平されているためで、 C-E

トレンチ付近に遺構や遺物包含層が存在していたとしても、すでに消失しているものと考

えられる。表土および攪乱堀から出土した各時期の遺物も、こうした後世の削平によって、

遺構・遺物包含層から遊離した可能性が高い。

出土遺物には、弥生時代から江戸時代にかけてのものがある。贔的には多くはないが、

なかでも河川跡から出土した弥生土器壺は、いずれも同一個体と考えられるもので、特徴

的な文様構成をもっている。すなわち、肩平な低い貼付突帯の下位を、縦 2本および少な

くとも横 1本のタマキ貝による沈線で分割した区画内に、羽状文を施文するもので、下東

遺跡 YP-28、西遺跡13号士城に良好な一括資料がみられ、前期末の綾羅木m式併行期と

考えられる。学内ではこの期の遺構が少なく、昭和60年度に行なった大学会館前庭部の環

境整備に伴う試掘調介で、袋状竪穴が検出されているにすぎない。

なお、キャンパスの南端部を巡る排水溝掘削時に、今回の調介地の南西約110mの地点

で、弥生時代前期の竪穴住居跡が検出されたとされていること、第四章で述べる大学敷地

の南縁部を弧状に巡る送水管の埋設工事に伴う立会調介で、野球場南束端部から南門にか

けての地域に前期末から中期初頭の遺物包含層が検出され、その北側では遺構と思われる

落ち込みが確認されていることなどから、当該地域周辺にこの時期の遺構が埋存している

可能性が高く、今後の調壺が待たれる。
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吉田構内国際交流会館新営に伴う試掘調査

(2) 埋蔵文化財遺存状況と今後の方針

資料館は、調杏終了後、上述した国際交流会館新営予定地内での試掘調査結果を同運営

委員会に報告事項として諮り、埋蔵文化財に関するその後の取扱について協議を行なった。

同委員会は、新営予定地の北半部に設定した C-Eトレンチでは、わずかに Eトレンチ

で中～近祉の溝状遺構一条が検出されたにすぎず、残存状態も極めて悪いこと、また、附

属農場飼料園から西へ延びる丘陵が、 C-Eトレンチ付近で大規模に削平されていること

から、新営予定地北半部では過去に遺構、遺物包含層が存在していたとしてもすでに消失

している可能性が高いものと判断した。

しかし、新営予定地南半部の A・B・F各トレンチで、弥生時代前期～古墳時代後期を

主体とする遺物が出土した幅19m以上の河川跡が検出されたことから、埋蔵文化財に関す

る適切な善後策を講ずる必要性があると指摘し、試掘調介によって十分把握されていない

河川跡の規模、機能していた時期、流路などを明確にするための調介方法を検討した。

その結果、 トレンチの規模と比較して河川跡からの遺物の出土星が少なく、新常予定地

内を走行する河川跡から多くの遺物が出土する期待があまりもてないことから、河川跡の

埋存が予想される地域について工事施工事に立会調介を実施することとし、埋蔵文化財に

関する資料の蓄積を図ることが至当であると結論づけた。 （河 村）

〔注〕

1) a 建設省山口工事事務所・山口県教育委員会「下東遺跡」 (r国道 9号・山ロバイパス 下東遺跡・荻峠

遺跡J、山口県埋蔵文化財調在報告第30集、 1975年）。
b 山口市教育委員会「西遺跡J(山口市埋蔵文化財調杏報告第21集、 1986年）。

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内大学会館環境整備に伴う試掘調介」（「山口大学構内遺跡調査研究年

報V」、 1986年）。

3) a 山口大学吉田遺跡調査団「山口大学吉田遺跡発掘調査概報J(1976年）。
b 小野忠熙「山口大学構内吉田遺跡の性格」（「学園だより」、山口大学、 1970年）。
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昭和61年度山口大学構内の立会調査

6 交通標識設置に伴う立会調杏

調在地区

調杏期間

調介方法

調介面積

調奔結果

本部構内 H-23区， J -9区， P -22区，農学部構内 S-20区， W-16区

昭和61年6月27日

工事施工時における立会調査

約 3m2 

工事は、吉田構内の各人り口に交通規制用の標識を設けるため、その支柱の

基礎となる部分について、各々 1mX0.5mの範囲で現地表から約30cm掘り下げるという

ものである。 5地域 6地点を調介した。なお工事で掘削した実際の深さは、 H-23・J -

9・P -22区で現地表から40cm、S-20・W-16区ではそれぞれ30cm、35cmであった。

掘削の結果は、各地点とも構内造成時の埋め土の堆積が認められたにとどまり、遺構・

遺物包含層および地山は検出できなかった。なお、 J-9区・ S-20区 ・W-16区の 3地

点では埋め土の中に地山の土である明黄褐色 (Hue10 Y R 6/8)粘土が混在しており、各

地区周辺で地山の削平が行なわれていることが予想される。

S -20区の調在地点周辺では、昭和41年度に西側の飼料園で実施した試掘調介で遺構が

検出され、その後、大きな現状変更はされていない。したがって、埋め土内の地山土は、

家畜病院の敷地を造成によって一段低く下げた際の削平に起因するものと思われる。

また、 P-22区の調壺地点では埋め土中から須恵器片が出土した。独身寮の西隣で行な

った国際交流会館新営に伴う調3't(第 3章参照）の際、古墳時代後期まで流れていた河川

跡が検出されており、その河川がこの付近にまで伸びていたことが予想されるが、大学統

合移転時の造成により他の遺構とともに削平され、遺物が遊離した可能性が考えられる。

（河村）

Fig. 36 調在区位置図
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吉田構内の立会調介

7 教養部自動販売機増設に伴う立会調査

教養部構内 K・L -18区

昭和61年 8月19日

工事施工時における立会調査

約3.5m2

調在地区

調介期間

調介方法

調究面積

調査結果 工事は、自動販売機を被覆する簡易屋根設置のため、その支柱の基礎となる

部分を東西各 2ヵ所、計 4ヵ所掘削し、周囲にタイル状のロッキングブロックを敷設する

ものであった。また、この工事の際、支障となるベンチを西へ約 3m移動させるため、こ

のベンチの基礎部分についても合わせて立会調査を実施した。

簡易屋根基礎部分の掘削は現地表から30-40cmを要するものであったが、 4ヵ所いずれ

も構内造成時の埋め土の堆積がみられ、顕著な遺構・遺物は皆無であった。しかし、南東

隅の基礎部分で、この埋め土の中に、昭和58年度に今回の工事地域の北約40mにある教養

部屋外掲示板部分の調査で確認した、茶褐色粘質土（遺物包含層）が混人していた。

この遺物包含層の拡がりは現段階ではまだ確認できないが、教養部講義棟西端部でも弥

生土器を含む層が検出されていること、旧地形が東から西へ下降していたと推定されるこ

となどから、合併講義棟以西にもその堆積範囲が及ぶものと考えられる。ただし、前述の

調在で旧耕作土・床土が全く検出されて

いないことから、大学統合移転時の造成

によって遺物包含層が広範囲にわたりか

なり削平されていることが予想される。

またベンチ移動に伴う 4ヵ所の基礎部

分の調査では、工事に必要な現地表下

30cmまでの掘削を行なったが、各ヵ所と

も構内造成時の埋め土の範囲内であった。

（河村）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「教養部環境整

備に伴う立会調介」（「山口大学構内遺跡調

査研究年報m」、 1985年）。
2) 前掲注 1) に同じ。 Fig. 37 調査区位置図
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昭和61年度山口大学構内の立会調介

8 教養部身体障害者用スロープ取設に伴う立会調在

調介地区

調杏期間

調奔方法

調介面積

調介結果

教養部構内 L -15・16区

昭和61年9月 2日

工事施工時における立会調介

約 3m2 

工事は、教養部管理研究棟の東出入口に身障者用の昇降スロープを新設する

もので、東西幅約 3m、南北長約 8mが工事対象範囲であった。しかし、工事地域の南側

については掘削を行なわず、主に盛り土によってスロープを新設するため、工事に伴う実

際の掘削は、管理研究棟と並行して東西に走る循環道路からの入口付近の東西約 3m、南

北約2.5mの地域であった。立会調介は、この範囲のうち掘削の最も深い、工事地域の東

西両端部に沿って南北に設けられるスロープ基礎部分について実施した。

現地表から70cmまでを掘削し土層の堆積状況を観察したが、構内造成時の埋め士以外に

顕著な堆積層は検出できなかった。しかし、循環道路を隔てて一段高い大学会館前庭部で

は、南端中央部付近で最大の厚さが約80cmにもおよぶ遺物包含層が検出されている。この

遺物包含層は少なくとも 3層に分層できるが、縄文～江戸の各時代におよぶ遺物を包含し、

北から南への地山の下降とともに漸次その層厚を増している。ただし、前庭南西端部では

Fig. 38 調在区位置図
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ほとんど検出されないこと、また前庭部

の南に位置する図書館増築部分でも同一

の遺物包含層を検出していることなどか

ら、その分布範囲は南および西へ拡がる

ものと考えられる。今回の調介地域付近

でも、今後、掘削深度が深い工事の際に

遺物包含層が検出される可能性は十分考

えられ、注意が必要である。 （河 村）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内大学

会館環境整備に伴う試掘調在」（「山口大学

構内遺跡調査研究年報VJ、1986年）。

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「中央図書館増

築予定地 M-16区の発掘調査」（「山口大学

構内遺跡調介研究年報 II」、 1985年）。



吉田構内の立会調介

9 経済学部散水栓取設に伴う立会調壺

調査地区 経済学部構内 L・M -20区

調在期間 昭和61年12月 1B 

調在方法 工事施工時における立会調介

調在面積 計約 4m2 

調介結果 工事は、経済学部C・D棟間および大講義棟 (E棟）の周囲に、現地表から

30cm掘削して給水管を埋設し、その管路内に前者では 3ヵ所、後者では 2ヵ所の散水栓を

取設するものである。昭和55年度に実施した同学部大講義棟新営に伴う調杏結果から、大

講義棟周囲の工事地点は、掘削深度が構内造成時の埋め土の範囲内であることが明らかな

ため調究対象から除外し、 C・D棟間の掘削工事について立会調介を実施した。

その結果、給水管管路、散水栓取設地点とも工事による掘削深度内はいずれも構内造成

時の埋め土の堆積が認められ、顕著な遺構・遺物は皆無であった。したがって、 C・D棟

間では少なくとも現地表から30cmまでの掘削では地山が検出されず、先に経済学部環境整

備に伴う立会調究（本節第 5項参照）で触れたように、同学部構内南東域での地山の検出

面は現地表から約70cm-80cm下位付近にあるものと考えられる。

また、経済学部の西に隣接する遺跡保存地区周辺での遺構の分布状況・遺存度から推し

て、同学部構内では東から西への地山の
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〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「昭和55年度調

介の概要」（「山口大学構内遺跡調介研究年

報 IJ、1982年）。
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A 棟

；□□ 

- -
50m 

Fig. 39 調介区位置図
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昭和61年度山口大学構内の立会調査

10 水泳プール改修等に伴う立会調究

調杏地区 本部構内 E・F -16区， H-15区

調杏期間 昭和61年12月 8日 (A-C地点），同12月10日 (D地点）

調介方法 工事施工時における立会調介

調介面積 A地点約4.5m2, B地点約 4m2, C地点約 7m2, D地点約llm2

調査結果 工事は、プール改修に伴う 3地点 (A-C地点）と、体育館の変電施設新営

に伴う 1地点 (D地点）について実施した。

プール改修工事では、深い掘削を要する循環装置の改修部分のうち、新規に埋設される

配管路について調壺を行なった。工事に伴い現地表から50cmまで掘削したが、 3地点とも

すべて構内造成時の埋め土の範囲内であった。しかし、 B地点では旧耕作土・床士の直下、

現地表から65cm下位で、遺物は含まないものの、茶褐色粘質土の堆積が認められた。西に

隣接するテニスコートのフェンス改修に伴う調在時に、弥生時代～古墳時代の遺物を包含

する同一層が検出されている。この包含層の北への拡がりを調べるために、管路北端部の

C地点で工事に支障のない現地表下1.5mまで深掘りを行なったが、旧耕作土の下面が検

出されたにすぎず、同層はその下位に堆積しているものと思われる。 B・C両地点とも現

地表面の標高差はほとんどなく、地山がC地点付近で南から北へ急激に自然傾斜している

Fig. 40 調査区位置図
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ものと考えられるが、テニスコート地域

ではこの地山の傾斜が認められないこと

から、プール本体の存在する地域に小規

模な谷が埋存している可能性が裔い。

なお D地点では、工事掘削深度である

現地表下約70cmまで掘り下げたが、すべ

ての構内造成時の埋め土の範囲内で、遺

構・遺物包含層の確認はできなかった。

（河村）
〔注〕

1) a 山口大学埋蔵文化財資料館「学生部テニスコー

トフェンス改修に伴う立会調介」（「山口大学構

内遺跡調査研究年報m」、1985年）。
b 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内学生部テ

ニスコートフェンス改修に伴う試掘調査」（「山

口大学構内遺跡調介研究年報1V」、1985年）。



吉田構内の立会調杏

11 農学部附属農場水道管埋設に伴う立会調杏

調介地区

調介期間

調在方法

調査面積

農学部構内 S -12区

昭和61年12月 9日

工事施工時における立会調介

約 3m2 

調介結果 工事は、農場本館と牛舎との間にすでに埋設されている水道管を、途中で分

岐させるために農道を掘削するものである。なお、農道中央部は既設の配管埋設工事の際

に削平されているため、農道の東西両端部について立会調介を実施した。

工事による掘削は現地表から50cmまでであったが、両端部とも工事範囲内は構内造成時

の埋め土で、埋蔵文化財への影響はなかった。しかし、当地域周辺は、今までわずかに牛

舎敷地部分で調査がなされているにすぎず、埋蔵文化財の分布状況については不明な点が

多いことから、今後の諸開発に先立ち地下の状況を把握するため、深掘りを行なった。

その結果、東端部では現地表から70cm下位で黄灰褐色礫混じり粘土の地山が検出され、

また西端部では現地表から80cm下位で谷の埋積土を思わせる黒灰色粘士の堆積がみられた。

附属農場の各施設が所在するキャンパスの北東域は、北から南へ舌状に張り出した二つ

の丘陵にはさまれた、狭い谷あいに立地する。西半部の奥部には用水池が存在し、その前

面に開かれる実験水田は、周囲に比ベー

段低くなっている。今回調介地点の北東

約70mに位置する牛舎の敷地部分の調在

では、弥生時代の溝• 士堀、古墳時代の

竪穴住居跡を検出したとされていること

から、本来の谷は、用水池奥部に湧水点

をもつもので、当該地域を東西に二分し

てのびる農道よりも西側の地域に存在す

るものと思われる。したがって生活関連

遺構は、谷を避けたこの農道以東の、丘

陵縁辺部であった地域に存在する可能性

が高い。

（河村） Fig. 41 調介区位置図
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昭和61年度山口大学構内の立会調在

12 汚水排水管等総改修に伴う立会調介

調査地区

調介期間

調査方法

調在面積

調杏結果

吉田構内 M-18区， 0-15・16区

昭和61年12月23日(M-18区），同62年 1月12日(0-16区），同 1月19日(0-15区）

工事施工時における立会調在

M-18区約5.5m2, 0 -16区約 7m2, 0 -15区約 3m2 

工事内容は、吉田構内に分散する汚水• 実験各排水管および雨水桝の老朽化

に伴う改修工事で、これまでの調介により周辺に顕著な埋蔵文化財が認められている地域

と、調査資料の不足している地域を選定して、立会調在を実施したものである。

M-18区では東西 1m、南北5.5mの範囲について、工事に必要とされる掘削深度であ

る現地表下50cmまで掘り下げたが、構内造成時の埋め土の堆積がみられたにとどまった。

0 -16区では東西 1m、南北 7mの範囲を調介した。南半部は、後世の攪乱が著しく、

現地表下65cmまで構内造成時の埋め土がみられた。北半部では、この埋め土の直下、現地

表下40cmで灰黄褐色 (HuelOY R 2/6) 土の堆積を確認したが、遺物は包含していなかっ

た。なお、工事による掘削はこの灰黄褐色上面までであるため、地山は確認していない。

0 -15区での工事は、一段高い東側からの土砂流入防止を目的として、東西0.4m、南

北 8mの範囲を掘削し土留め用の擁壁を新設するものである。掘削深度は現地表からわず

Fig. 42 調杏区位置図

-62-

か20cmほどであるが、工事地域の西に隣

接する第 2学生食堂敷地部分で、昭和46

年の調介時に弥生時代後期後半から古墳

時代前期にかけての竪穴住居跡 6棟をは

じめとして同時期の土城・溝多数が検出

されており、今回の工事地域を含めた周

辺地域一帯がこの時期の居住域であった

と考えられていることから、立会調査を

実施することとした。

その結果、 15cmの層厚をもつ表土直下

に黄橙色 (Hue10 Y R 7 /8) 粘土の地山

が検出されたが、顕著な遺構は認められ

なかった。なお、表土中から土師質土器
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鼎の脚部が出土している。

出土遺物 (Fig.43-1) 

土師質土器囁えの脚部で、

脚裾部を欠損する。指圧に

よる整形痕を明瞭に残し、

粗雑なナデを施す。二次加

熱による赤変が随所にみら

れ、煤の付着も著しい。

0 -15区調介地点の表土

中より出土。

採集遺物(Fig.43-2 -6) 

0 -15区調在地点の東に

隣接する農学部害虫学実験

畑で採集した須恵器である。 2-4は甕。 2は大形の甕の胴部で、外面に平行タタキがわずかに

残る。 3・4は短く外反する口縁部をもち、端部は屈曲して上方へ立ち上がる。内外面とも横ナ

二/
3
 /
/
9
 
iー、 5

?
]
 

,’
 ,‘

 

---~~ 『ーニロ
y 6 

0 5 cm 
I I I I I I 

Fig. 43 出土遺物および採集遺物実測図

デ仕上げ。同一個体の可能性がある。 5は壺の底部で、内外面とも横ナデ仕上げであるが、外底

面はヘラ切り放しのまま放置する。 6は杯の底部。底部と体部の境より内側にわずかに外方へ開
こしき

く高台を貼付する。内外面とも横ナデ仕上げ。実験畑採集資料には他に土師器甑の把手などがあ

るが、大半は 8世紀代の須恵器で、第 2学生食堂敷地部分とは時期の異なる遺構ないしは遺物包

含層が、付近に存在する可能性がある。 （河村）

Tab. 5 出土遺物および採集遺物観察表

No 器 種 ＊口(底cm径径) （現器(c存m高高)） 色 調 胎 士 焼成 備 考

0-15区調杏地点 表土中

l 土師質土器鍋 (8.2) 橙色 (5YR7/6) 良好 径•石2m英m以含む卜の長石 良好 二し次い加。煤熱付に着よる赤変軒

農学部害虫学実験畑 採集

2 須恵器 甕 (6. 5) 明オリープ灰色(2.5GY7 /1) 粗ややい 若1m十11_1↓含1↑む•の砂粒 良好

3 須恵器 甕 (3 .0) 外内面面一一灰青灰白色色(l(5OYB67//11) ) ' 精良 i;l ・m+m↓含又―むドの砂粒 良好 4と同一個体か

4 須恵器 甕 (3. 9) 外内面面一一灰青灰白色色((105YB7 /61/) 1) 精良 杓1mtm以含下むの砂粒 良好 3と同一個体か

5 須恵器 空ギ (2. 8) 青灰色(lOBG5/l) 良好 若2m「m含以下むの砂粒 良好

6 須恵器 杯 (1.3) 明青灰色(5PB7/l) 良好 ず1mかm以に下含のむ砂粒わ 良好
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13 本部身体障害者用スロープ取設に伴う立会調壺

調査地区 本部構内 L -14区

調介期間 昭和62年 2月25日

調査方法 工事施工時における立会調介

調在面積 約12m2

調杏結果 工事は、本部管理棟 1号館の東側の出入口に身障者用の昇降スロープを新設

するものである。当地域周辺は、「遺跡保存地区」周辺同様、埋蔵文化財の分布状況が次

第に明らかになってきている。大学会館前庭部では竪穴住居跡・袋状竪穴• 土城・溝・埋

甕など弥生時代前期～江戸時代の各時期の遺構が検出されており、しかも西に向かうにつ

れて分布密度が高く、広範囲に遺存していた。また、本部 2号館の敷地でも弥生時代後期

後半の士城や、溝で囲んだ区画内に井戸等を備えた室町時代の屋敷跡が検出されており、

この付近一帯が弥生時代以降、生活の場として機能していたことを示唆している。

工事による掘削は現地表下43cmまでと比較的浅い。しかし、上述の前庭部の本部寄りで

は現地表下約90cmで遺構面に達し、当工事地域が前庭部に比べやや低くなっていることか

ら、遺構に影響を及ぽすことが十分に考えられたため、立会調介を実施した。

その結果、工事による掘削は構内造成時の埋め土の範囲内であったが、南端部を深掘り

Fig. 44 調査区位置図
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したところ、現地表下80cmで黄橙色粘質

土の地山が検出され、前庭部分の地山面

との標高差はほとんどないものと考えら

れた。したがって、本部管理棟 l号館の

前庭部寄りの地域では構内造成による大

規模な削平は行なわれておらず、遺構が

埋存している可能性が高い。 （河 村）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「吉田構内大学

会館環境整備に伴う試掘調在」（「山口大学

構内遺跡調介研究年報VJ、1986年）。
2) 山口大学埋蔵文化財資料館「昭和54年度調

査の概要」（「山口大学構内遺跡調杏研究年

報I」、1982年）。
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14 経済学部身体障害者用スロープ取設に伴う立会調在

調査地区 経済学部構内 K -20区， L-18-20区

調在期間 昭和62年3月13日(C地点），同 3月17日(A・B地点），同 3月23日(D地点）

調在方法 工事施工時における立会調在

調介面積 A地点約30m2, B地点約20m2, C地点約16m2, D地点約12m2

調在結果 工事に伴う掘削は現地表から A地点30cm、 B・C地点40cm、D地点20cmであ

ったが、今後の諸開発に先立ち、深掘りを行なって地下の状況を観察することとした。

A地点では現地表下50cmで植物遺体を含む黒色粘土の堆積がみられた。層厚は20cmで、

調在区内では遺物は出土しなかった。また、その下位に淡青灰色砂礫層の地山が検出され、

わずかに湧水が認められたことから、この付近は谷状の低湿地を形成していたものと考え

られる。なお、 A地点の北東に位置する中央広場は、大学統合移転時の調査で谷状の低湿

地であったことが確かめられており、この A地点部分と一連のものと考えられるが、出土

遺物がないため、時期比定については今後の調在に期待したい。

B地点は現地表から1.4m掘り下げたが攪乱が著しく、良好な資料は得られていない。

C地点は現地表から1.15mまで構内造成時の埋め土で、その直下に黄褐色粘土の地山が

認められたが遺構は検出されず、この地点も攪乱が著しいものと思われる。

D地点ではスロープ取設に併行し、そ

の下位に排水管を南北に埋設する工事が

予定された。スロープ取設工事に伴う掘

削では顕著な遺構・遺物は確認されなか

ったが、現地表から40cm掘り下げたとこ

ろで黒褐色粘質土の埋土をもつ柱穴が検

出された。排水管埋設に伴う掘削は現地

表から60cmを必要とするものであったが、

各関係部局と協議した結果、工事による

掘削を、遺構を破壊しない現地表下35cm

までにとどめることで了承が得られ、遺

構は現地保存されることとなった。

（河村） Fig. 45 調杏区位置図
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昭和61年度山口大学構内の立会調介

15 附属図書館荷物運搬用スロープ取設に伴う立会調杏

調介地区 L -16区

調在期間 昭和62年3月16日

調査方法 工事施工時における立会調究

調在面積 約 8m2 

調介結果 工事は、附属図書館西入口付近を幅約1.5m、長さ約 6mにわたって弧状に

掘削し、荷物運搬用の昇降スロープを取設するもので、掘削は現地表から40cmまでである。

今回の調介地点の北東に隣接する図書館増築部分では、弥生時代後期から平安時代にか

けての溝 7条、古墳時代前期を上限とする河川跡のほか、土城・柱穴が検出されている。

また、灰褐色粘質土• 黒褐色粘質土• 明褐色砂質土の 3層に分層される遺物包含層がほぽ

全面に分布しており、弥生時代前期から鎌倉時代前半にかけての多贔の遺物が出土してい

る。増築部分の地表面はほぽ平坦で、遺物包含層の最上面は地表面から約 1m、遺構面は

約l.3-l.4m下位で検出される。しかし地表は、増築部分の南端部から、南へ向かって急

激に下降しており、今回の調査地点は増築部分

より約l.l-l.2mも低くなっていることから、

工事により遺物包含層に影響を及ぽすことが十

分に考えられたため、立会調介を実施した。

その結果、工事範囲の大部分が既設の埋設管

によって大きく削平されていたため、遺物包含

層の堆積、遺構は認められなかった。しかし、

増築部分で検出した黒褐色粘質土が埋め土中に

混在しており、内部から弥生土器が出土した。

出土遺物 (Fig. 4 7, PL. 16) 

Fig. 46 調在区位置図 壺の頸部から肩部にかけての破片で、外面に扁

言〗;;.
I I I I I I 

Fig.47 出士遺物実測図

平な 1条の突帯を貼り付ける。風化著しく内外面

とも調整不明。胎土には砂粒をやや多く含み、やや不良。焼成は良好で

色調は橙色 (Hue5 Y R 6/6)。 （河村）

〔注〕
1) 山口大学埋蔵文化財資料館「中央図書館増築予定地M-16区の発掘調査」（「山

口大学構内遺跡調査研究年報11」、 1985年）。

—-66-



吉田構内の立会調杏

16 教養部37番教室改修に伴う立会調在

教養部構内 K -16区

昭和62年3月24日

工事施工時における立会調奇

約 1m2 

調企地区

調在期間

調査方法

調介面積

調在結果 工事は、教養部講義棟の改修に付随して汚水管および汚水桝を埋設するもの

である。今回の調在地点の南側約20mの地点では、屋外掲示板設置に伴う立会調杏を実施

しており、地表面から60-65crn下位で茶褐色粘質土の遺物包含層が検出されている。この

層の平面的な拡がりは確認していないが、現段階では、大学会館前庭部や図書館増築部分

で検出した遺物包含層と同一のものと考えており、今回の調査地点付近にも埋存する可能

性が十分に考えられた。なお、汚水管の埋設による掘削は現地表から35cmまでで、直接埋

蔵文化財に影響のない深度であることが確かめられているため、調在対象から除外した。

汚水桝の埋設に伴い現地表から60cmまで掘削したが、構内造成時の埋め土の範囲内であ

り、顕著な遺構・遺物は認められなかった。また、工事に支障のない現地表下75cmの深さ

まで掘り下げたが、堆積層に変化はなかった。しかし、埋め土内に遺物包含層である茶褐

色粘質土がブロック状に混在しており、この周辺に堆積する遺物包含層が、造成等により

多少なりとも削平を受けていることが考

えられる。

教養部構内ではこれまで点的な立会調

介によって断片的な資料が得られている

にすぎない。したがって、学内でも比較

的調在の進んでいる本部・教育学部各構

内に比べ、同構内での埋蔵文化財の分存

状況は未だ十分には把握しきれておらず、

今後の調在が必要であろう。 （河 村）

〔注）

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「教養部環境整

備に伴う立会調介」（「山口大学構内遺跡調

介研究年報illJ、1985年）。 Fig. 48 調介区位置図
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昭和61年度山口大学構内の立会調杏

17 市道神郷 1号線および問田神郷線の送水管埋設に伴う立会調査

調杏地区

調査期間

調介方法

市道神郷 1号線および問田神号線の南縁部

昭和61年8月11-29日

工事施工時における立会調介

調査面積 約2100m2

調介結果 大学敷地の南縁部を弧状に巡る市道で、幅約1.6m、総延長距離約1270mに

及ぶ送水管埋設工事が計画された。この市道を隔てた附属養護学校敷地内でも、今までの

調在で遺構が検出されており、大学構内吉田遺跡の市道以南への拡がりが推察されている

ことから、工事によって未周知の遺物包含層・遺構に影響する可能性が十分に考えられた。

よって関係機関と協議の結果、工事内容・規模等を勘案し、山口市教育委員会が立会調介

を実施することとなった。当資料館も、構内遺跡南縁部付近での土層の堆積状況、遺物包

含層・遺構の有無に関する資料が不十分であることから、調査協力を行なうこととした。

なお掲載した資料は、山口市教育委員会の篤志により提供を受けたものであるが、当該

機関から報文の発行が予定されているため、本稿では調介結果の概要を記すにとどめる。

主な遺構には家畜病院付近で検出された幅約 5mの奈良～平安時代の河川跡がある。墨

書のある須恵器杯蓋 (PL.17 ―⑦)• 土師器・六連式製塩土器 (PL.17ー⑥）などが出土し、

出土遺物の時期や推定される流路方向から考えて、昭和60年度に果樹園西端部で検出した

河川跡と同一のものであろう。他に、ハンドボール場前で古墳時代後期の溝、また南門前
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でも溝状遺構が検出されており、後者からはヘラ切り底の土師器椀が出土している。

遺物包含層は、野球場南東端部から南門にかけての少なくとも幅約160mの範囲に集中

分布し、上層から淡茶褐色粘質土、暗茶褐色粘質土の二層に分層される。前者は10-20cm

の層厚をもち、須恵器等を含むが遺物の出土量は極めて少ない、後者は最大約30cmの層厚

をもち、主に弥生時代前期末から後期末の遺物を包含する。中でも壺．甕を主体とした前

期末から中期初頭の遺物は出土量が比較的多く、良好な資料も少なくない。

他にハンドボール場や椙野寮付近でも、遺物包含層が認められている。また、先に述べ

た南門前の溝状遺構が淡茶褐色粘質土を掘り込んでいることから、古墳時代後期から下っ

ても平安時代前半頃の遺物を包含する堆積層もまた、この周辺にあるものと思われる。

遺物は南門以北でも出土している。南門からラグビー場付近までは、弥生時代前期末～

中期初頭の土器を包含する堆積層が、大学側の断面にのみ部分的に検出され、さらに地山

がこの部分で不規則に落ち込んでいることから、当該期の遺構の存在を予想させる。ラグ

ビー場以北では、遺物は砂礫層からの出土で、周辺からの流れ込みである公算が強い。

野球場周りの遺物包含層から出土した遺物 (PL. 17 —①～⑤）について、簡単に触れ

ておく。

壺は、口縁部が大きく開き肥厚帯を有するもの、短く緩やかに外反するものなどがある。

前者には、頸部外面に多条の沈線が巡り、内面に断面三角形の突帯を 1条貼付するものや、

肥厚帯に貝殻による鋸歯文を施文するものなどがある。屑部から胴部にかけては、無軸羽

状文• 木葉文が施文されるが、いずれも施文具は貝殻で、ヘラ描きの文様はない。

甕は、短く緩やかに外反する口縁下にヘラによる沈線が 4-6条巡るもの、口縁部が内

面に稜をもって水平に近く屈曲するものなどがあり、後者では沈線・突帯をもつものはみ

られない。また、匝立する口縁部の下位に 1条の突帯を貼付し、ヘラによる刻目を施すも

のもある。後期の土器は前期末～中期初めのものに次いで多く、複合口縁をもつ壺、「く」

の字に外反する口縁部をもつ甕、上位で屈曲し外反する高杯、支脚などがある。

今回の調介は工事施工時における立会調介であることから、調介内容には限界があるが、

本学構内南西縁部で連続的に土層の堆積状況、遺構・遺物包含層の分布範囲、旧地形の概

略を把握することができた。今後、本構内および周辺地域における比較・検討、または諸

開発の策定に寄与する良好な資料として意義深い。 （河 村）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「農学部附属農場飼料園排水溝修復整備に伴う立会調査」（「山口大学構内遺跡

調査研究年報VJ、1986年）。
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昭和61年度山口大学構内の立会調介

第 2節 小串構内の立会調在

医学部附属病院外来診療棟新営に伴う立会調在ー

調介地区

調究期間

調奔方法

調究面積

調杏結果

医学部附属病院構内

昭和61年 5月20・26日、

昭和60年度、

6月20・27日、 7月24日

工事施工時における立会調壺

約 5m2 

この外来診療棟新営に先立った試掘調介を実施しており、遺構

は検出されなかったが、土師質土器・瓦質土器・国産陶磁器が出土し、小串構内東半部に

遺物を包含する青黄橙色粘質土が堆積することを確かめた。

の安全管理上から同層の下面付近までしか掘削しておらず、

しかし小串構内では、調査時

それ以下の土層の堆積状況は

不明であった。幸い今回、当該建物の新営工事が、現地表から約10mにも及ぶ掘削を伴う

ため、連続的に堆積層を観察する機会が得られ、 5地点を選定して立会調査を実施した。

各地点の基本層序はほぼ同一である。現地表から1.9-2.5mまでは構内造成時の埋め土

で、 その下に旧耕作土が残存する。旧耕作土の下には、遺物を包含する青黄橙色粘質土が

厚さ20-30crnにわたって堆積しているが、今回の調在では遺物は出土していない。

それ以下は、青灰色粘土 （厚さ約30cm)、粒子径の異なる砂層 （厚さ2.l-2.5m) と続

三 ¥T◇0
/

、
そ
／
虹

□

/

 

く。砂層は、基幹整備に伴う試掘調査で、

幼貝を混じえた貝殻を含み、少なくとも
2) 

1 mの厚さをもつことがわかっていたが、

今回の調査でその堆積厚が確かめられた。

また、 その下には当地が一時期海であっ

三 。
た際の基盤であると思われる、厚さ約

4mにも及ぶ硬くしまった暗灰色砂質粘

土 （砂岩風化土）、石炭を含む頁岩の岩

盤が認められた。 （河 村）

Fig. 50 調介区位置図

〔注〕
1) 山口大学埋蔵文化財資料館「小串構内医学
部外来診療棟新営に伴う試掘調介」（「山口
大学構内遺跡調査研究年報V」、 1986年）。
2) 山口大学埋蔵文化財資料館「宇部（小串構
内）医学部基幹整備に伴う試掘調介」（「山
口大学構内遺跡調査研究年報N」、 1985年）。
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小串構内の立会調介

2 医学部附属病院外来診療棟周辺環境整備等に伴う立会調在

調究地区 医学部附属病院構内

調在期間 昭和62年 3月24日

調査方法 工事施工時における立会調介

調介面積 計約l8m2

調査結果 工事は、外来診療棟周辺の植栽と、雨水管および雨水桝の埋設である。

植栽工事は、外来診療棟竣工後にロータリーとして活用される、短期大学部講義棟と外

来診療棟との間で主に実施されるもので、掘削深度は樹種により異なるが、最深部で現地

表から 1mまでである。しかし、外来診療棟予定地部分の調介で、遺物を包含する堆積層

は現地表から1.2m下位で検出さわていることから、植栽工事は調介対象から除外した。

雨水管の埋設工事は、外来診療棟の南端部から旧カルテ倉庫東端部を経て A地点への管

路が予定され、その間に 9ヵ所の雨水桝を取設するものである。旧カルテ倉庫以南は外来

診療棟新営に伴う立会調査（本節前項参照）で地下の状況を十分に把握したため、工事に

伴う調在は行なわず、未調杏地域として残っている管路北端部の、雨水桝を取設する 2地

点について立会調査を実施した。工事による掘削は現地表から約2.2mまでである。

A地点では厚さ90cmの構内造成時の埋め土の下位に旧耕作土・床土が残存する。その下

に遺物は出土しなかったものの層厚20cm

の青黄橙色粘質土が堆積し、以下青灰色 J 
粘土、青灰色砂混じり粘土と続く。工事

基底面まで掘り下げたが、砂層は検出さ

れなかった。 B地点は埋め土の原さ80cm

で、その直下に青黄橙色粘質土が堆積し

ているが、湧水が激しく掘削を断念した。

A・B両地点とも基本層序は外来診療棟

予定地部分と大差ないものであった。

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「小串構内医学

部外来診療棟新営に伴う試掘調査」（「山口

大学構内遺跡調究研究年報VJ、1986年）。
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昭和61年度山口大学構内の立会調査

第 3節 常盤構内の立会調在

1 工学部尾山宿舎排水管改修に伴う立会調壺

調査地区

調介期間

調査方法

調在面積

調査結果

工学部尾山宿舎構内

昭和61年 7月 8日

工事施工時における立会調在

約 6m2 

工事は、既設の職員宿舎 2棟の東・北の各両辺に沿って、主として汚水桝と

それらを連結する排水管を新設するものであった。新設管路のうち職員宿舎に沿った部分

の大半は、宿舎建設の際すでに掘削・削平されていることから、両宿舎間を南北に連結す

る幅約1.3m、長さ約5.5mの路線について、立会調在を実施した。

その結果、現地表下約16-25cmで明黄褐色 (Hue10 Y R 6/8)粘土の地山が検出された

が、遺構・ 遺物は全く認められなかった。地山面がほぽ平坦であり、地山より上位の堆積

層も同地域を造成し整備した際の砕石に限られていることなどから、従来の調在結果と合

わせ、当構内の東半部では過去に遺構が存在したとしてもすでに消失した可能性が高い。

なお、 75-85cmの層厚をもつ黄褐色粘土の下位には青灰色 (Hue10 B G 5/1)礫混じり

粘土の堆積が認められたが、工事内容等からその存在を確認したにとどまり、堆積原は明

らかでない。 （河村）

尾山宿舎B棟

ロロ
調
査
地
点

二 こ二l

尾山宿舎A棟

Fig. 52 調査区位置図
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常盤構内の立会調査

2
 
工学部身体障害者用スロープ取設に伴う立会調在

調介地区

調究期間

調在方法

調査面積

調介結果

工学部構内

昭和61年8月21日

工事施工時における立会調介

A地点約15m2,

工事は、

B地点約lOm2, C地点約 4m2 

キャンパスの中央部を中心とした 5地点に身障者用の昇降スロープ

を設けるもので、現地表から A地点50cm、他の 4地点は40cmを掘削するものであった。 こ

の 5地点のうち、既設の建物新営の際の掘削および過去の調在結果から、明らかに削平が

行なわれている 2地点を除き、残り 3地点について立会調介を行なった。

A地点はキャンパスの北端近く、学生食堂の東辺部にあたり、近代以降の土器若干が出

土した受水槽改修に伴う立会調介地点の東約70mに位置する。 40cm掘り下げた段階で黄褐

色小礫混じり粘質土の地山が検出され、地山より上位は構内造成時の埋め土であった。

B地点は A地点の南東約140m、東講義棟 1号館と化学工学科棟との間に位置する。構

内造成時の埋め土直下が黄褐色粘土の地山であるが、埋め土の層原は14-15cmと薄い。

C地点は B地点の西約60mに位置する。工事範囲内は構内造成時の埋め土が堆積してお

り、 わずかに北端部で工事基底面に赤褐色粘土の地山上面が検出された。

3地点とも造成時の削平が著しいため

か、遺構は全く認められない。 A地点周

辺は調在資料が少なく、未だ埋蔵文化財

の有無を即断できないが、体育館以南の

B・C地点周辺は造成によって周囲に比

ベ一段低くなっており、 2地点とも埋め

土匝下が地山であることから、過去に遺

構が存在していたとしても、削平され消

滅している可能性が高いと考えられる。

（河 村）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「工学部受水槽

総改修に伴う立会調査」（「山口大学構内遺

跡調査研究年報VJ、1986年）。

¥. 0 100m .......... ~ ·-—‘ 

Fig. 53 
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調在区位置図
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昭和61年度山口大学構内の立会調介

3 情報処理センター（常盤センター）空調設備取設に伴う立会調査

調脊地区

調杏期間

調査方法

調介面積

工学部構内

昭和61年8月21日

工事施工時における立会調介

約30m2

調査結果 工事は、情報処理センターに付属する電算機用のパッケージを取設し、あわ

せてその格納庫を新設するもので、工事による掘削は現地表から110cmまでである。その

結果、現地表から80cmまでは構内造成時の埋め土で、その下に蛇紋岩からなる岩盤が検出

された。顕著な遺構・遺物は皆無であった。

常盤構内では、昭和58年度から構内施設整備工事等に際する調究を実施しているが、こ

れまでに行なった調査地点・面積とも、本学の他の構内に比べて極めて少ない。そのため

同構内での埋蔵文化財の分布状況はほとんどわかっておらず、遺構・遺物の有無を確認す

ることが今後の課題となっている。しかし今回の調査地点周辺は、校舎新営、また図書館

増築に伴う調脊がそれぞれ行なわれており、常盤構内のなかでは比較的地下の状況が明ら

かになっている地域である。両調介とも、土層観察の結果、例外なく構内造成時の埋め土

直下が黄橙色粘質土の地山で、その下位には蛇紋岩からなる岩盤が検出されている。した

がって、今回の調査地点では後世の大規

模な削乎によって黄橙色粘質土が消失し、

地山より下位の岩盤が、埋め土直下に検

出されたものと考えられる。 （河 村）
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亀山構内の立会調究

第4節 亀山構内の立会調壺

教育学部附属山口小学校電柱移設に伴う立会調在

調査地区 教育学部附属山口小学校構内

調在期間 昭和61年 7月9日

調在方法 工事施工時における立会調在

調在面積 約0.5m2

調在結果 工事は、小学校の南端ぞいを東西に走る市道に存在する電柱を撤去し、同構

内へ新規に埋設するもので、埋設箇所は 2地点である。

グラウンドの南ぞいの敷地境界線付近は、帯状に一段高くなっており、グラウンド面と

の比高差は 1m近くになる。 A地点はその一段高い部分に位置し、現地表から約1.3mま

では構内造成時の埋め土で、その下位には厚さ約20cmの旧耕作土が残存していた。その下

には黄褐色粘質土の地山が原さ約1.5mにわたって堆積しており、青灰色粘土へと続く。

A地点の東約25mに位置するグラウンドの南端中央部では、旧耕作士直下に黄褐色粘質
かまど

土の遺構面が存在し、寵を付設した 5世紀前半頃の竪穴住居跡が検出されているが、床面

までの深さは約20cmと浅く、後世の削平が考えられた。また、検出面はグラウンド上面か

ら約70cm下位であり、 A地点の現地表から換算すれば約1.7m下位になる。しかし、 A地

点では、上述のとおり地表面から約

1.5mで地山が検出されたことから、グ

ラウンド南端の一段高い部分では削平が

より少ないものと思われ、より良好な状

態で遺構が検出される可能性がある。

なお、グラウンドに比べ約 2m高くな

っている B地点では、現地表から 2.3m

まで構内造成時の埋め土であったが、湧

水が激しく、それ以下の堆積層は観察で

きなかった。 （河村）

（注）

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「教育学部附属

山口小学校・幼稚固構内の試掘調介」（「山
口大学構内遺跡調介研究年報m」、 1985年）。 図置
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昭和61年度山口大学構内の立会調介

第 5節 光構内の立会調査

教育学部附属光小学校創立記念事業に伴う立会調介

調査地区 教育学部附属光小学校構内

調査期間 昭和61年10月20日

調査方法 工事施工時における立会調査

調査面積 約2.5m2

調査結果 工事は、ブロンズ像建立に伴う台座設置のため、現地表から50cmまで掘削す

るものである。その掘削深度内は構内造成時の埋め土で、埋蔵文化財に直接の影響はなか

ったが、掘削基底面で須恵器・歴史時代土師器を含む黄褐色の海成砂層が検出された。出

土遺物は小片のため図化しえないが、従来、本構内で検出された遺物包含層は黒褐色砂礫

層であるとされており、少なくとも 2層の遺物包含層が存在することが明らかとなった。

なお調杏期間中に、本構内の北に面する海岸で多最の遺物を採集したので、紹介する。

採集遺物 (Fig. 56, PL. 16・17) 

土師器・土師質土器・須恵器・瓦質土器・磁器・陶器•土錘および瓦がある。

1 -4は土師器。 1・2は甕で、 1の口縁部は緩やかに外反し、胴部内面はヘラケズリ

の可能性。 2の口縁部は短く「く」の字に外反し、頸部外面を強く横ナデする。 3は糸切

り底と思われる高台付きの塊。 4は鉢で

頸部外面に扁平な 1条の突帯を貼付。

5・6は土師質土器。 5は盤か。 6は

小皿で体部下半を強く横ナデする。

―
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 Fig. 56 調杏区位置図

7 -9は須恵器甕。 7は口縁部が外彎

気味に「く」の字に屈曲し、端部は肥厚

する。外面のタタキは 8が平行、 9格子。

10は瓦質土器揺鉢で、口縁端部が上下

両方に肥厚し、断面三角形を呈する。

11・12は磁器。 11は小壺で口縁端部は

口禿。 12は椀で、見込みを除いて釉を掻

き取る。 13-17は陶器。 13・14は播鉢。

13は片口。 14の内面の掻き上げは右から

-76-



／
ー
‘

l_
＿
 999 
：
 

-
¥
)
 

＿

C」1J
 

／
」

ロ
ー

一-¥,'，’ヽ

~: 
／／ 

T

C

 

r
1
,
9
,
;〗
.
,
9

バ
／

I'，
 

A
 

~
、

8

意
7

r' 
―

―

翌

へ

-
`
 

ロ
”
ロ

調会立の内構―――-＿

光

―-刀
勺
9
9

~:-6 

J 、

15 

¥
／
¥
 

16 

ご 18 d¥9 
0
 
@
2
0
 

口
R21 

10cm 

17 

22 

Fig. 57 御手洗湾採集遺物実測図
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昭和61年度山口大学構内の立会調介

左へ順次行う。 15・16は甕の底部。 17は鉢で、体部外面下半には円錐とちが付着。

18-21は土錘。有溝の大型品 (18・19) と管状のもの (20・21) とがある。前者は指圧

による整形痕が明瞭に残る。 22は丸瓦で凸凹面ともヘラケズリを行なう。

上述した遺物は、古墳時代終末～江戸時代のものが混在するが、江戸時代に属するもの

が主体で、昭和58年度に検出した石垣状遺構の時期に近い。また時期の遡る遺物は、この

石垣状遺構構築の際に、遺物包含層から遊離した可能性が高い。 （河 村）

〔注〕

1) 福本幸夫「御手洗遺跡J(「先原史時代の光市」、 1966年）。

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「教育学部附属光小学校自転車置場設置に伴う試掘調介」（「山口大学構内遺跡

調査研究年報m」、 1985年）。
Tab. 6 御手洗湾採集遺物観察表

- -

口径 器高

No 器 種 ＊底径 （現存高） 色 調 胎 士 焼成 備 考

(cm) (cm) 

塁器麟器器外表内表肉ーーー二ーーー杓誓暗黒にに9こ内灰ぶぷ色いぶ色色にいいぃ(7ふ<s赤誼褐黄.5s責褐柑Y色/oR豆褐色色)(67色/((.66IO5,5ヽ)wY'7/YYmRRR5S) S6/1//3≪ 44) ) ) __ 

粗良好い 砂"わ金含2空皿英、む-良n母、以以赤石含,下紫,,む,, 色の亦,.砂長う若だ石、色f 會
1 土師器甕 (5. 6) 良好

2 土師器甕 11.8 (4. 2) 良好

良好 2 mm以下の長石含、3 士師器坑 *6.8 (2 .1) 石英他かなり む
良好

4 土師器鉢 (4. 0) 粗い 4皿l以下の!長石、 良好
石英かなり む

5 土師質土器盤 (4. 3) にぶい橙色(5YR7 /4) 粗し 3 mm以下の石、
やや軟

ヽ 石英かなり む

6 土師質土器小皿 *3.0 (1.8) 赤橙色(10R6/8) 良好 1 mm以下の長石、
若干含む

良好

7 須恵器甕 17.6 (4  1) 灰白色(7.5Y7 /1) 良好 3 mm以下の長石
やや含む

良好

8 須恵器甕 (2. 6) やや軟

， 須恵器甕 (5. 5) 器 灰色黄 I良好 2 mm以下の長石、 良好

10 瓦質土器播鉢 (4. 1) 

器灰 石英貪以む

良好口部一 良好 2 mm 下の砂粒
ー やや含む

11 磁器小壺 10.0 (2. 1) 素釉地一一淡湛淡黄堕黄 I 細砂かなり含む 軟質 口禿

12 磁器碗 *4.3 (1.4) 素釉地一ーオリ ・良好黒色微砂多く含む 良好

13 陶器播鉢 (9. 8) 釉素地ー暗一橙赤褐色 良好微細砂粒若干含む 良好 注口部分

14 陶器播鉢 * 13.0 (5. 5) 器器表肉ーにぶ ） 良好 3 mm以下の石英、
一橙色（ 長石若干含む

良好

15 陶器 甕 (4. 7) 赤褐色(17R5/4) 良好 3 mm以下含の赤色砂
他若干む

良好

16 陶器 甕 * 15.6 (4. 8) 
素器認地釉表袖内ーにぷい赤プし(>C,褐黒,SーノnY色色色./;,((3"2)5 ) _-5YR4/3) 

粗い 3 mm以下含の長石他 良好
ーオリー Y3/l} かなり む

17 陶器 鉢 *9.2 (1. 9) 一一―-灰f浅'k黄白オ色色リ （ ） 5Y5/3) 精良細砂やや含む 良好

最大幅 最大厚 屯量
No 器 種 色 調 胎 土 焼成 備考

(cm) (cm) (g) 

利い 堕母黒多23ll：皿皿皿委匹量•金金n＇＇以以毎税以に芸包下度含•卜卜母毎金ののののむ雲ををh石•黒わ多母多英英英烹旦菫を若母、_,多,9',ここ干・=含..,;最金含、程む度の焦宕
18 土 錘 (2. 6) 6.3 (26.9) 良好 カキ付着

19 土 錘 (3. 5) 6.3 (41. 2) 
粗い 程度の黒雲 良好

む

20 ± 錘 1 1 4.0 3.9 良好 1 mm以下の 良好

21 土 錘 1.1 4.0 4.7 
良好 含嚢母むを

良好

22 丸 瓦 (11. 9) 良好 2 mm以下の石英・長石等若干含む 良好

-78-



その他構内の立会調在

第6節 その他構内の立会調査

1 湯田宿舎給水管改修に伴う立会調在

調在地区 山口市湯田温泉六丁目 8-29 湯田職貝宿舎構内

調在期間 11月11・15・19・21日

調介方法 工事施工時における立会調壺

調介面積 約35m2

調壺結果 工事は、宿舎東半部における給水管の布設替えに伴い、 A-C棟間を幅50cm、

深さ95-180crnにわたって掘削するものである。なお、各宿舎棟建築時に明らかに削平を

受けている地域は調査対象から除外し、管路長にして約70mを実際に立会調介した。

各管路内とも現地表から65-95crn下位に旧耕作土が残存し、その下には厚さ20-30crnの

灰黄色粘土が堆積する。掘削深度の深い C棟付近でそれ以下の堆積層を観察したところ、

現地表から約 2mまでの掘削で、上位から黒灰色粘土、青（緑）灰色粘土が堆積していた。

黒灰色粘土は厚さ20-30crnで、灰黄色粘土同様、遺物は包含していない。青（緑）灰色粘土

は地山で、現地表からl.2-l.5mで上面が検出される。また、径約4.5cm、現存長約20cm

の木杭 2本が黒灰色粘土から打ち込まれていたが、出土遺物がないため時期は不明である。

なお、吉敷・湯田付近の小字名には「坪」の名が残り、古代の条理制が施行された地域

と考えられている。湯田宿舎の敷地付近にも条里地割が存在したことが考えられるが、今

回の調在では畦畔•水路等の条里遺構は検出されていない。 （河 村）

， 

し—
R -—,,,_, ● ・ -----

30m 

Fig. 58 調在区位置図
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2
 
経済学部職員宿舎下水管改修に伴う立会調在

調査地区

調介期間

調杏方法

調介面積

調査結果

山口市水の上町 6-9 

同 旭通り二丁§3-32 

昭和62年 3月14日

2号宿舎約 7m2, 

経済学部 2号宿舎構内，

同 6号宿舎構内

(6号宿舎）、同 3月19日 (2号宿舎）

工事施工時における立会調査

6号宿舎約 1m2 

本学の職員宿舎は山口市内各所に分散している。今回は、 そのうちの一つで

ある経済学部 2号.6号各宿舎において、下水管改修に伴い立会調在を行なった。以下、

宿舎ごとに分けて記述する。

〈2号宿舎〉
―うざん

2号宿舎は、山口盆地の北西部、独立丘陵状の香山（標高約95m) の西縁部付近に立地

する。行政上山口市水の上町に所在し、西には一ノ坂川が盆地に流れ込んできている。

工事による掘削は、第 1地点で現地表から80cm、第 2-4地点で50cmまでであったが、

各地点とも工事掘削深度内は黄褐色の山土を主体とした埋め土であった。

点では埋め土中から丸瓦を検出した。

しかし、第 4地

出土遺物 (Fig. 60, PL. 16) 

丸瓦の破片。側面の一部が残存するが、凸凹両面とも風化が著しい。凸面には、側面に

平行および直行する刷毛目が施され、胎土は須恵質で砂粒を多く含み軟質である。室町時

代を遡る可能性がある。

第

1
地
占
‘

第3地い佑 2地八
r-i1~ 

I~ 

（）らm

I I I I I ,.I 

道 路

Fig. ~9 調在区位置図 (2号宿舎）
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とうしゅんじ

2号宿舎のすぐ北側にある洞春寺の山門は、室町時代の応永11年
おおうちもりはる こくしようじ

(1404年）、大内盛見によってこの地に創建された国清寺に関連す

る遺構かと考えられている。なお、現在のところ国清寺に関する考

古学的資料は全くなく、今回出土した丸瓦が同寺に関係するものか

どうか明らかでない。

〈6号宿舎〉

6号宿舎は、行政上、山口市旭通りに所在する。ーノ坂川が椙野川へ合流する付近の一

ノ坂川下流の右岸に位罹し、ーノ坂川が形成した扇状地の扇端部付近に立地する。

~cm 

Fig. 60 2号宿舎

出土遺物実測図

山口盆地の遺跡立地は、その大半が河川流域の丘陵上で、盆地最大の扇状地である一ノ

坂川扇状地に立地する遺跡はこれまでほとんど知られていない。わずかに扇央部に、弥生

ー
袷 l

地占

（） 

↓ I I I I I 

Fig. 61 調在区位置図 (6号宿舎）
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6号宿舎出土遺物および周辺畑地採集遺物実測図（土器）

まつがら

土器とともに縄文時代晩期の土器を出土した松柄遺跡が所在するにすぎない。遺物は地表

二次堆積の可能性が高いとされている。下 1mに堆積する砂礫層からの出土であり、

今回の調査は、布設管路内で 3地点を選定し、土層の堆積状況を観察したものである。

各地点とも、 工事による掘削深度である現地表から50cmまでは埋め土 （攪乱土） であった

が、 工事地域の北端部にあたる第 1地点では、埋め土中から土師質土器が出土した。

なお調査期間中、周辺に存在する 5枚の畑地で表面採集を試みた。 その結果、今回の調

査地域の東および北西に隣接する 2枚の畑地で、須恵器・土師質土器・瓦質土器・陶器・

磁器および剥片の散布が認められた。以下、 工事の際出土した遺物とあわせ紹介する。

出土遺物 (Fig.

土師質土器の播鉢。

剥落が著しいが、体部内面にわずかに櫛歯状工具による条線が認められる。

採集遺物 (Fig. 

62-1, PL. 17) 

口縁端部の内側に断面三角形の突帯を貼り付け、内側へ突出させる。

62-2-13, 

A地点の畑地採集遺物 (Fig.

Fig. 63, PL. 16・17) 

62-2 -4) 

2は須恵器蓋杯の杯蓋で、体部はあまり屈曲することなく鳥嘴状の口縁部にいたり、端

部は丸くおさめる。内外面とも横ナデ仕上げ。 3は瓦質土器揺鉢で、内面に少なくとも 6

条の条線が施される。 4は陶器小皿で、底部は回転糸切り放し。 なお、小片のため図示し

なかった残りの採集資料は、すべての土師質土器と瓦質土器に限定される。
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B地点の畑地採集遺物

(Fig. 62-5~13 、 Fig. 63) 

Fig. 62 は土器。 5~8 は

瓦質土器で、 5・6は鍋ない

しは播鉢と思われ、 5は口縁

端部を内側へ丸く折り曲げる。

7は甕で、外面にヘラによる

その他構内の立会調介

ーら｝汀0 
こ 2

乙 5 cm 

Fig. 63 6号宿舎周辺畑地採集遺物実測図（石器）

削り出しを行ない、口縁端部はわずかに肥厚する。 8は播鉢の底部付近で、内面に少なく

とも 6条の条線を施す。 5-8とも風化著しく調整不明。 9は磁器椀で、高台付近は露胎

である。 10-13は土師質土器。 10は鍋で、口縁端部をわずかに内側に巻き込む。内面横ナ

デ仕上げ。 11-13は鼎の脚部で、体部付近のもの (11) と脚裾部に近いもの (12・13) と

がある。いずれも指圧による整形後、ナデて仕上げを施す。他に、図示しなかったが土師

質土器・須恵質土器・瓦質土器・陶器がある。

Fig. 63は石器。 1は姫島産黒曜石製の縦長剥片。背面は左側縁上半部付近を除いたほ

ぽ全面に自然面を残す。腹面は剥落が著しく、上端部の剥落によって打点・打瘤とも消失

している。 2は水晶製の剥片。背面は不定方向からの加撃による剥離面によって形成され

ており、打面の一定しない石核から剥離されたものと考えられる。腹面は主要剥離面で打

瘤を残すが、背面上端部の剥落によって打点が消失している。

以下、小片のため詳細な時期比定は困難であるが、今回の調査で出士・採集した遺物の

時期について考えてみる。 A地点では、奈良時代の須恵器杯蓋、室町時代の播鉢などが採

集された。主体は中世以降のものであるが、 B地点に比べ械的には少ない。 B地点では、

縄文時代に遡る可能性のある剥片などやや古い様相をもつものもあるが、大半は室町時代

後半頃に位置づけられるもので、宿舎敷地内で出土した遺物と時期的に大差ない。

また、 A・B両地点以外の畑地では遺物が全く認められないことから、遺物の散布は、

A・B両地点間の東西約50m、南北約100mの範囲内に集中しているものと考えられる。

今回出土・採集した遺物は、室町時代後半頃を中心とした、時期的にまとまりのあるも

のであった。また、播鉢• 鍋．鼎を主体としており、中世村落通有の器種組成を示してい

る。さらに、調在地点の埋め土には黄褐色粘土が多鼠に混人し、砂礫層が認められなかっ

たことに留意したい。椙野川と仁保川との合流点付近から下流では、現在の楳野川の河道

の両岸一帯約600mの範囲内に旧河道がおさまるところが多いとされ、今回調介地区周辺

-83-



昭和61年度山口大学構内の立会調査

でも、椙野川の氾濫原は現在のところ確認されていない。

以上のことから、直接遺構・遺物包含層から遺物を検出してはいないものの、当該調在

地域周辺に安定した遺構面が存在し、未周知の中世の遺構・遺物包含層が埋存している可

能性が指摘できるにいたった。 （河村）

〔注〕

1) 山口市教育委員会「山口の文化財」 (1982年）。国清寺は、常栄寺と名を改め、のち山口市宮野の地へ移っ

て現在は雪舟庭として有名。この移転後の跡地に明治 2年 (1869年）、洞春寺が萩から移建されて、現在に

いたる。山門は国清寺当時のものとされ、同じく室町時代の建築とされる観音堂とともに、国指定の重要

文化財。

2) 前田耕次「原始・古代」（「山口市史」、山口市史編集委員会編、 1982年）。

3) 三浦肇「自然」（「山口市史」、山口市史編集委員会編、 1982年）。

Tab. 7 出土遺物および採集遺物観察表

法量（ ）は現存値

No 器 種 ＊ロ(底cm径径) （現器(c存m高高)） 色 調 胎 土 焼成 備 考

2号宿舎第 4地点埋土(Fig.60)

丸 瓦 (3. 9) 暑腐二闘胃閤跨望贔9糾1) 贔や t界心閤闘紅各各 不良
6号宿舎第 1地点埋土(Fig62) 

1 土師質土器播鉢 31.8 (6. 7) 腐問＝仮酋忍門魯謡／笈科7/3) 菜貪貞胃繁I°r?i脊.lわめi
A地点の畑地採集(Fig62) 

2 須恵器杯蓋 (1.4) 腐闘二臀且魯腎,Bl外｝ 良好細砂ごく少量含む 良好

3 瓦質土器播鉢 (1. 8) 履脅二應胃麿厖望b~~り心 良好含1.5むmm以下の長石 良好

4 陶器 小皿 *3.8 (1 1) 贔坤圧翡繋悩祉？閤砂~2) 精良 屈t粒ぃほとんど含ま 良好 回転糸切り
B地点の畑地採集(Fig62) 
5 瓦播鉢質土か器鍋 (2. 2) 眉魯二門岱應貸橙忍?{oYR7/2) 良好 な2mりm見凸下むの長石か 良好

6 贔釦素蘭 (2 .4) 眉裔二嬰符麿府贔芯嘉胄1) 良好 i胃蒻iの石英・ 良好
7 瓦質土器 甕 (2. 5) 履魯二嘉屑魯凡°閤砂ふ~) 良好 若2mm干含以下むの砂粒 良きわめ好て

8 瓦質土器播鉢 (1. 5) 暑魯二屡憎芯(1忍隠1) 精良 ず1mmか易kよaのむ砂粒わ 良きわめ好て

9 磁器 碗 (2 .0) 篇雌雨序月竺玖虞ぷ列象GY7/1) 精良砂粒含まない 良好 細かい貫入あり

10 瓦質土器 鍋 (2. 3) 腐問二屡門惚げ。t翡j善 不や良や 含1mむm以下の長石等 良好

11 土師質土器鼎 (4 .0) 橙色(2.5YR7/6) 良好立詞昇t英・ 良好 二次著加し熱による赤
変い

12 土師質土器鼎 (4. 6) 灰白色(lOYR8/2) 粗やや 1•.5長mm石以若下干の含石む英 良好 部熱分的に二次加
による赤変

13 土師質土器鼎 (4.3) 淡橙色(5YR8/4) 良好 若lmm干~凸下むの砂粒 良好 部分的に二次加熱
による赤変

No. 器 種 最大長(cm) 最大幅(cm)I最大厚(cm) j 重量(g) 石 質 I 備 考

B地点の畑地採集(Fig63) 
1 石器剥片 3.4 1.8 I 1.2 I 6.1 黒曜石（姫島産） I 
2 石器剥片 1.5 1. 7 I 0.7 I 1.5 石英（水晶） I 
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Fig. 69 第10-第12号竪穴住居跡実測図

出土遺物 (Fig. 74-12-14, PL. 24-12-14) 

12・13は甕。 12は底部付近で、長胴の胴部になるものと思われ裾広がりの底部をもつ。

胴部外面縦刷毛目、底部側面横ナデ、外底部・内面はナデ仕上げ。 13は複合口縁をもつも

ので、口縁部は斜上方に立ち上がる。内外面とも横ナデ仕上げ。 14は高杯で、わずかに屈

曲して外彎ぎみに開く杯部をもつ。口縁部内外面横ナデ、杯部内面ナデ仕上げ。

他に住居跡内部からは、直立あるいは外上方へ立ち上がる複合口縁をもつ壺、外彎しな

がら短く「く」の字に開く甕、中位で反転して外彎しながら開くかなり大きな杯部をもつ

高杯が出土したとされる。
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和59年度）
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Fig. 70 第13号竪穴住居跡実測図

第13号竪穴住居跡 (Fig. 70, PL. 20(2)・21・22(1)(2)) 

調杏区の南東部に位置する大形の竪穴住居跡で、第10・11号竪穴住居跡を切っている。

平面形態は方形で、東辺760cm、西辺764cm、北辺720cm、南辺708cm、床面積53.63面の規

模をもつ。主柱は 4本で、竪穴住居の平面形態と相似形をなして方形に配置される。
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遺構・遺物

屋内施設として、周壁に沿って幅0.8-l.5m、床面からの高さ 4-7 cmのベッド状遺構

が巡るが、南• 東両辺の中央付近で途切れている。南辺部の空間は幅約120cmで、出入口

と想定される。陸溝は上面幅10-20cm、ベッド状遺構上面からの深さ 4-10cmであるが、

東辺部では壁溝が確認できず、幅約l70-210cmの空間があり、床面に炭化物の充填した長

軸137cm、短軸120cmのほぼ円形の掘り込みが認められた。深さは床面から47cmで、底面・陛

面は焼けている。前調査者である小野忠熙氏はこれを炊事用の炉と考え、この部分の空間

が炊事場として使用されたものと推定している。設置場所、性格および竪穴住居の時期か

ら、カマドが出現する前段階の施設と思われ興味深い。またこれとは別に、床面中央より

やや東には径65cm、深さ 16cmの円形の炉跡が存在する。

さらにこの住居は火災に遭って廃絶したと思われ、床面上には桁・梁と思われる径12-

15cm の 4 本の炭化材が方形に組まれたまま焼け落ちた状態で検出されている。南• 北の炭

化材は桁と考えられ、その上位に東•西の炭化材が認められる。また、桁・梁の周囲には

樟木と推定される約20本の炭化材が床面中央に向かって放射状に確認されているが、前回

の調査ですでに大半が取り上げられたのか、今回の調査では数本しか検出できなかった。

なお方形に組まれた桁・梁の内部の床面上には桂木に比べひとまわり大きな炭化材が認め

られ、規模・検出位置・桁との重複関係から、床面南西部に立てられた主柱の一部と推察

される。棟木に対応する炭化材が認められないこと、桁・梁・オ垂木等の炭化材の検出状況、

竪穴住居の平面形態、主柱の配置状況などから、寄棟造屋根が想定される。床面標高は約

18. 90m。

出土遺物には土師器壺．甕がある。

出土遺物 (Fig. 74-15-18, PL. 24-15-18) 

今回の出土遺物は小片が多く図化しうるものが少ない。 18は、東壁中央部の炊事用の炉

跡と思われる掘り込みから出土した複合口縁の甕。小さく屈曲する頸部から反転して、外

彎しながら斜上方へ立ち上がる口縁部をもつ。内外面とも横ナデ什上げ。

また、住居内からは土師器甕・壺．鉢• 高杯等が出土したとされる。壺は口縁部外面に

突帯を貼り付け複合口縁状になるもの、ほぽ直立する短い口縁部をもつものなどがある。

鉢は丸底で、内彎して開く体部をもつ小形品 3個体が図化されている。高杯はやや反り気

味に大きく開く脚部に、内彎して立ち上がる杯部をもつものである。

切り合い関係からみると第12号竪穴住居跡より新しいが、総じて 5世紀後半頃のものと

考えられる。
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調~(昭和59年度）
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Fig. 71 第14号竪穴住居跡実測図

第14号竪穴住居跡 (Fig. 71) 

調査区の南東部、第13号竪穴住居跡の東に隣接する大形の住居跡で、吉田遺跡調査団に

よってすでに部分的に検出されている。昭和59年度の調介では住居の南半部が調介区外に

あたるため完掘しなかったが、翌60年度の調査で延長部佐を調杏していることから、詳細

は昭和60年度の調介報告に譲り、本稿ではその概要を記すにとどめる。

平面形態は円形と思われるが、削平が著しく周壁はほとんど消失している。径約7.4m、

床面積約40面前後の規模をもつものと推定され、一部に陛溝が巡っている。主柱は 8本で

中央穴が認められる。

遺物は全く出土しておらず、第12号溝との切り合い関係も判然としないため時期は明ら

かでないが、椙野川・佐波川各流域での竪穴住居の平面形態・規模• 主柱数等から推して、

弥生時代中期のものと考えられる。

第15号竪穴住居跡

調森区の西端中央部に位置する平面形態が円形と思われる住居跡である。後世の削平に

よって周壁が消失しているが、弧状に巡る壁溝の存在によって住居跡として取り扱った。

上面径約870cm、床面積約50m2前後の規模をもつものと推定されるが、主柱数、屋内施設
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Fig. 72 第17号竪穴住居跡実測図

等は明らかではない。

出土遺物はないが、弥生時代中期と考えられる第 7号竪穴住居跡に切られており、遺跡

保存地区での円形の平面形態をもつ竪穴住居跡の時期、分布状況などから弥生時代中期の

ものと思われる。

第17号竪穴住屈跡 (Fig. 72, PL. 22(3)) 

調査区の南部で検出した住居跡であるが、後世の削平によって周壁が消失しており、陛

溝のみが残存する。第13号竪穴住居跡によって東半部が半分近く切られている。壁溝の検

出状況から、平面形態は円形と思われ、径約3.6m、床面積約35面前後の規模をもつもの

と推察される。主柱は 1本未検出であるが 6本が配置されたものと考えられ、床面中央に
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19.400m 

第1号河川跡

I i炎I火茶色土
2賠灰橙色粘質土

3 賠灰色粘質土

I y =446 

遺構・遺物

第2号河川跡

I i炎灰橙色土
2灰色細砂土

3 淡青灰色細砂土

1 y =443 

7 淡青灰色砂質七

8 暗灰橙色粘質土

9 黒褐色粘土

1 m 

4 i蜀茶I火色粘質土
5賠茶褐色粘質土

6黒I火色粘質土

4 灰色小礫混じり砂t
（黒色粘土をブロノク状に含む）

5淡灰色砂質上

10灰茶色小礫混じり粗砂土

11灰色砂土

12黒色粘土

7 淡黄灰色小礫混じり粗砂土 6灰白色砂士

Fig. 84 第 1・2号河川跡土層断面図

35-80crn の規模をもつ。埋土は砂質土• 砂礫が主体で、洪水等による埋没を窺わせる。

出土遺物には弥生土器• 土師器・須恵器・円盤状石製品等があるが、量的には須恵器の

占める割合が圧倒的に多い。また最下部から須恵器甕 (Fig. 86-77・78)、昭和61年度の

調在で最上層から全形を知りうる須恵器杯身が出土しており、この河川跡が機能していた

のは古墳時代後期～奈良時代と推察される。

出土遺物 (Fig. 85・86-60-80, PL. 25・26-60-79・PL. 27-69・80) 

弥生土器 (60-67)

60-62は壺。 60はいわゆる鋤先状口縁をもつもので、拡張部は下垂する。口縁端部の内

側への張り出しは弱い。内面横ナデ、外面風化のため調整不明。 61は肩部で、削り出しに

よる段をもつ。外面横ナデ、内面調整不明。 62は頸部で、ヘラによる 2条の浅い沈線が巡

る。内面ナデ仕上げ、外面調整不明。

63-65は甕。 63・64は短く緩やかに外反する口縁部をもつもの。 64は口縁部の開きが小

さく、端部にはヘラによる刻目を施す。いずれも内外面横ナデ仕上げ。 65は上げ底の底部

で、内面には指圧による整形痕が残る。側面横ナデ、他はナデ仕上げ。

66・67は高杯の脚部で裾部を欠損する。 67は杯部に脚部を挿入する。 67の外面を除いて

いずれもナデ仕上げ。

土師器 (68・69)

68は器壁が原く、中位付近に屈曲部をもつと思われる小形の高杯の脚部。内面はシボリ

痕を残し、ナデ仕上げ。外面調整不明。 69はほぽ完形に近い高杯。内彎して立ち上がる椀
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調在（昭和59年度）
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Fig. 85 第 1・2号河川跡出土遺物実測図(1)

69 

状の浅い杯部をもつ。脚部は短く、杯部との接合部付近から屈曲することなく緩やかに開

く。脚端部は須恵器杯蓋の口縁部同様、鳥嘴状に屈曲する。脚部内面上半は静止ナデ、他

は回転ナデを施すが、杯部内面下半はさらに静止ナデを施す。

須恵器 (70-79)

70-72は杯蓋。 70は丸い体部をもち、口縁部は上方へ反り上がる。口縁端部は尖り気味

で、内面には面をもたない。 71は直線的にのびる体部をもつ。口縁端部は垂直に屈曲し、

断面形は烏嘴状となる。いずれも内外面回転ナデ調整。 72は天井部にボタン状の撮みをも

つ。内外面とも回転ナデで、その後、撮み部内外面は静止ナデを施す。

73-76は杯身。 73は口縁部で体部は直線的に立ち上がる。口縁端部は丸くおさめる。内

外面回転ナデ調整。 74-76は底部で、底部と体部の境より内側に高台を貼付する。 74・75

はほぽ直立する高台をもつが、 75は扁平で端部が窪む。 76は盤状で、高台は外下方へ「ハ」

の字に開く。 75・76は高台内側端が接地する。 74-76とも体部～高台付近の外面と体部内

面は回転ナデ、外底面中央部および内底面は静止ナデ。

77・78は甕。 77は外彎気味に開＜口縁部をもち、端部は水平に近い。胴部と口縁部との

接合部は、外面に粘土帯を貼付して補強する。口縁部内外面は回転ナデ調整。胴部は内面

に同心円文が残り、外面にタタキが施されたと思われるが、カキ目により消失している。

78は胴長の胴部から底部にかけてのもので、外面には上半部と下半部で方向の異なる平行

タタキを行なった後、粗いカキ目を施す。内面には同心円文が残る。外面には自然釉が付
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Fig. 86 第 1・2号河川跡出土遺物実測図(2)
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調究（昭和59年度）

着する。

79は高杯の杯部。口縁部は外彎しながら開き、端部は尖りぎみにおさめる。口縁部と体

部との境に三角突帯を貼付し、その直下に 7条単位の波状文が巡る。内外面とも回転ナデ

調整。

石製品 (80)

正面上端部を欠損する、いわゆる円盤状石製品である。正面右側縁の一部を除いてほぽ

全周縁に正裏両面からの剥離痕が認められる。裏面上半部には左右方向の擦痕が残存する。

四熊ヶ岳産の角閃石安山岩製。

遺構に伴わない遺物 (Fig. 84・89-81-125, PL. 26-81-124) 

1)攪乱城出士遺物 (Fig. 87-81-91, PL. 26-81・85・88・PL. 27-90・91) 

弥生土器 (81-88)

81-84は壺。 81は直立ぎみに外彎しながら開く口縁部をもつ。口縁部外面ナデ、内面横

刷毛目の後ナデ、胴部外面ナデ仕上げ。 82-84は底部で、安定した平底 (82・83) と底径

の小さい不安定な平底 (84) とがある。 82・83は内外底面ナデ、側面は風化のため調整不

明であるが、 82は側面までナデて仕上げる。 84は外面縦刷毛目仕上げで外底面はさらにナ

デる。内面は刷毛目仕上げ。

85-87は甕。 85は頸部内面に稜をもって直線的に短く「く」の字に外反する口縁部をも

つ。胴部最大径は口径を上回る。口縁部外面と胴部外面下半には煤が付着する。口縁部内

外面横ナデ、胴部内外面ナデ仕上げ。 86・87は底部で、胴部からそのまま底部に移行する

もの (86) と底部側面が斜下方へ反るやや上げ底のもの (87) とがある。 86は外底面・側

面横ナデ、胴部外面縦刷毛目、内面ナデ仕上げ。 87は風化のため調整不明。

88は高杯。脚柱部は中空で、直線的に下方へ開く。杯部との接合部よりやや下位の外面

には赤色頻料の痕跡が認められる。脚部外面縦刷毛目、他はナデ什上げ。

土師器 (89)

小形の高杯の脚上半部と思われ、杯部との接合部付近から緩やかに開く。 3ヵ所に穿孔

をもつものであろう。風化著しく調整不明。

石製品 (90・91)

河原石等の転礫を素材とした棒状の敲石で、上端部（頭部）に敲打痕、下端部に潰痕が

認められる。 91は敲打・潰痕とも著しく、火熱による焼痕が右側面・裏面を中心としたほ

ぽ全面にみられる。また正面・上面にはタール状の付着物がある。
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調Jtt(昭和59年度）

2) トレンチ出土の遺物 (Fig.88-92-110, PL. 26-93-96・107・PL. 27-108-110) 

昭和42年、吉田遺跡調査団による範囲確認調杏の際に設定したトレンチからの出土遺物

であるが、包含層出土のものか遺構出土のものか判然としないため、一括して取り扱う。

弥生土器 (92-106)

92-97は壺。 92は口縁部が下垂し、拡張部外面にヘラによる 2条単位の鋸歯文を施す。

93はいわゆる鋤先状口縁をもつもの。 92・93とも内外面横ナデ仕上げ。 94は台付壺の脚台

部で、直線的に裾部へ開く。端部付近横ナデ、他はナデ仕上げ。

95・96は甕で、「く」の字に外反する口縁部をもち、頸部内面は強い横ナデあるいはナ

デのため面をなす。 95は胴部最大径が口径に近く、胴部と頸部の境付近は外面の強い横ナ

デによって内側へ屈曲する。口縁部・頸部内外面横ナデ、胴部外面縦刷毛目、内面粗雑な

ナデ仕上げ。 96は口縁端部が肥厚し、外面が窪む。口縁部内外面・頸部外面横ナデ、胴部

外面縦刷毛目、頸部・胴部内面ナデ仕上げ。

97-106は底部。 97は壺で平底に近い。側面横ナデ、外底面・内面ナデ仕上げ。 98-105

は甕。上げ底で底部側面が斜方へ反るものが大半であるが、垂匝に近いもの (98・101) も

ある。 103は小形の甕で台状の底部に内彎して立ち上がる胴部をもつ。調整は側面横ナデ、

外底面・胴部外面・内面をナデるものが多い。 106は手捏ねの鉢で、胴部外面・内面には

指圧による粗雑な整形痕が認められる。外底面ナデ、側面横ナデ仕上げ。

土師器 (107)

張りの強い胴部から外彎しながら「く」の字に屈曲する口縁部をもち、端部は丸くおさ

める。口縁部内外面横ナデ、胴部外面縦刷毛目、内面粗雑なナデ仕上げ。

石製品 (108・109)

108は円礫素材の敲石で、約3/4を欠損する。側面中央部よりやや上位に敲打痕が認めら

れる。デイサイト製。

109は大形の石庖丁の再加工品で、上端部に第一次製品時の穿孔が残存する。正面右側

縁は欠損時の折れ面がそのまま放置されているが、他の周縁には正裏両面からの加工が施

されている。特に裏面左側縁・下縁には連続する細かな剥離作業が行なわれ、刃部が造出

されている。なお上縁の加工は粗雑であるが、剥離面の傾斜角度からみて、刃部としての

機能は充分果たしうるものと考えられる。讃岐岩質安山岩製。

その他 (110)

横長剥片で、加工痕は認められない。正面は不定方向からの加撃による剥離面によって
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調杏（昭和59年度）
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Fig. 89 出土状況不明の遺物実測図

構成され、裏面は主要剥離面である。打点は認められない。硝子質安山岩製。

3) 出土状況不明の遺物 (Fig. 89-111-125, PL. 26-111・113・124・PL. 27-125) 

弥生土器 (111-122)

111・112は壺。 111はいわゆる鋤先状口縁をもつもので、口縁部は彎曲しながら下垂し、

内側寄りに円形浮文を貼付する。内外面横ナデ仕上げ。 112は器壁の厚い大形の壺の底部

で、安定した平底。側面横ナデ、外底面• 内面ナデ仕上げ。
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遺構・遺物

Tab. 8 出土士器観察表

法量（ ）は復原値

番号 器種 （①法日径②量底径(c③m器)高） （①色外面②内調面） 胎士 焼成 備 考

SB 9 

1 空..L ① (36. 8) にぶい橙色(2.5YR6/3) やや不良 良 好 口縁外面鋸歯文

2 空ギ ② (7 .4) 黒褐色(lOYR3/l) やや不良 良 好 底部1/2破片

3 甕 灰褐色(5YR6/2) 不 良 やや不良 口縁片

4 高杯 橙色(25YR6/6) 精 良 良 好 脚部

5 甕 にぶい橙色(5YR7/4) 不 良 良 好 把手

6 有翼支脚 にぶい橙色(25YR6/3) 不 良 良 好 翼部

SBll 

8 甕 にぶい橙色(5YR7/3) 良 好 良 好 口縁部外面に煤付着

9 甕 ① 橙(2色.5YR6/6) ② (褐7.灰5Y色R5/1) 良 好 良 好 頭部～胴上半片

10 甕 ② (7. 2) 
にぶい橙色
① (7 5YR6/4) ② 褐(5灰Y色R5/l) 不 良 不 良 底部1/5破片

11 甕 ② (4 .2) 
にぶい橙色
① (5 YR6/3) ② (褐7.灰5Y色R5/l) やや不良 良 好 底部1/4破片

SB12 

12 甕 ② 6.6 ① 橙(2色.5YR7/8) ② (黒7.褐5Y色R3/l) 不 良 良 好 底部

13 甕 にぶい橙色(5YR6/4) 良 好 やや不良 ロ縁片

14 土師器高杯 ① 淡(2赤.5橙YR色7/4) ② 暗(5赤Y褐R色3/2) 不 良 良 好 杯部片

SB13 
ー''" •• ""● ""'―・- -・ ・・・-一・-・------・・--- ---—·-··---... 一―.・・--.. 一., -"—, • -- -・--・・・ 一9

15 甕 or壺 にぶい橙色(5YR7/4) 良 好 良 好 口縁片

16 甕 にぶい橙色(75YR7/4) 良 好 良 好 「l縁片

17 甕 ② 3.4 黒褐色(10YR3/l) 良 好 良 好 底部
- --....'"'"・------ --—--'·----·--

18 士師器甕 橙色(5YR7/8) 不 良 不 良 口縁片

SB18 

□ ー—2ロ1 且~烹Iiーi躙•~~― -1' ②-,,((71,7 .46) )--:: ⑮ -.5 
① ,-,, iに(炎5赤ぶY橙いR5色赤/3褐J色

"戸2)(に7.ぶい褐色
5YR6/3) 良 好 良 好 口縁端部 2条の凹線

望ヘ）にぶい黄橙色
不 良 良 好 底部

① (2 5YEU且 (10YR7/2) 

I，---'ll 橙(2色.5YR7/6) 
浅黄橙色

不 良 良 好 底部1/5破片② ~/10YR8/3) 
'―  

にぶい橙色(5YR6/4) 不 良 良 好 1/2破片

SK30 

23 
裔甕li'-----:② --8-―-_-2-―--------------「1心_--;.-―竺俎---橙；'":,--柁-—色--(5 - Y-'7/6(-J打-り灰窯色:,-1-;,+•—+「-'"良—, ―- 好艮'-良良-------好好-に底---部〖片 -

24 

25 高杯--' ⑪ ! lO-YF-t>-—/3) ----- ---望）灰(N 4/0) 不 良不 良脚部

SK31 

一 w'"!1.0''Y色R.8-/2)--旦．吋，怜2-. 色ー'iY;.RR臼7./..句'~i良.： If 小 良 -26 壺 L1縁片

27 9らギ』_.,_,． ② (9.0) '-ぶい橙色
① (― 5 YR7/3) 底部1/3破片

28 甕 ② (7. 0) ① 赤(10橙R色6/8) 底部1/5破片
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調1t(昭和59年度）

法量（ ）は復原値

番号 器種 （①法日径②量底径(c③m器)高） （①色外面②内調面） 胎土 焼成 備 考

SK33 

29 空i.. 灰白色(7.5YR8/2) やや不良 良 好 肩部外面に有軸羽状文

30 甕 ② (5. 6) ① 灰(5白Y色R8/2) 淡（橙色
② 5 YRS/3) 良 好 良 好 底部1/3破片

SK36 

31 甕 ① (18.8) ① 黒(5褐Y色R3/1) ② にぶい赤褐5/4色) 不
(2 5YR 良 良 好 胴部外面叩き

SK39 

32 土師器壺 ① 16.0 赤橙色(10R6/8) 精 良 やや不良 口縁部

33 
土師器

② 3.2 ① に(5ぶYいR7橙/3色) ② 褐(5灰Y色R5/l) 良 好 良 好 底部
壺 or甕

34 土師器壺 ② 4.0 灰色(5Y5/l) 良 好 やや不良- 突出する底部

35 土師器高杯 ① (17. 6) にぶい黄橙色(lOYR7/2) 精 良 やや不良 杯部1/5破片

SK44 

36 甕 灰白色(5YR8/2) やや不良 良 好 D縁片

37 甕 ② (8. 2) 淡赤橙色(2.5YR7/4) 不 良 やや不良 底部1/5破片

38 高杯 淡赤橙色(2.5YR7/4) 良 好 良 好 脚裾部片

SK45 

39 空-'- ① 淡(2黄色
.5Y8/4) ② J灰色(N 5/0) 良 好 不 良 胴部片

40 甕
にぶい橙色
① (2.5YR6/4) ② 明(5褐Y灰R色7/l) 精 良 良 好 口縁片

SK46 

42 甕 ① (22 .0) 赤灰色(2.5YR5/l) 良 好 良 好 胴上半部外面に媒付着

SK49 

43 甕 赤灰色(10R5/l) 不 良 良 好 頸部外面媒付着

44 甕 ② (7 .8) 
にぶい橙色
① (5 YR6/4) 

明褐灰色
② (5 YR7/2) 精 良 良 好 底部1/4破片

SD 4 

45 
士師器

② (2. 6) 橙色(2.5YR7/6) 良 好 やや不良 底部手捏ね土器鉢

SDll 

46 甕 ② (5 .8) 
にぶい橙色
① (5 YR7/3) ② 褐(10灰Y色R4/l) やや不良やや不良底部

SD14 

47 甕
にぶい橙色
① (5 YR7/3) 

② 赤橙色
(10R6/8l 不 良 やや不良 口縁片

Pl 

48 甕 ② (7 .0) 
①暗灰色(N 3/0)②灰白色(2.5Y8/1) 不
（側）明褐灰色(5YR7/2) 良 良 好 底部1/2破片

P2 

49 甕 ② (4.4) 
にぶい黄橙色
① (10YR7/2) ② (明7.褐5Y灰R色7 /1) 精 良 良 好 突出する底部

P3 

50 甕 I ① 褐(5灰Y色R4/l) ② 、灰(5白Y色R8/1) 良 好良 叫口縁片

P4 

51 空ギ I I 淡橙色(5YR8/4) Iやや不良lやや不良！胴部片
52 甕 I I 赤色(lOR5/8) I良 好Iやや不良口唇部外面刻目
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法量（ ）は復原値

番号 器種 （①法日径②量底径(c③m器)高） （①色外面②内調面） 胎土 焼成 備 考

P5 

53 甕 ① (16. 6) ① 灰(7白色
.5YR8/2) 

② 灰(1白色
OYRS/1) 精 良 良 好 口縁1/6破片

54 鉢 ① (18. 6) 褐灰色(lOYR6/l) 良 好 良 好 ロ縁1/4破片

P6 

55 壺か ② (7 .4) ① 灰(5褐Y色R6/2) ② (褐7.灰5Y色R6/l) やや不良良 好 底部1/6破片

P7 

56 甕 ② (5. 8) ① 赤(l橙OR色6/8) ② 灰(2白.5色Y7/1) 良 好 良 好 底部

P不明

57 空ギ ② 6.6 にぶい橙色(75YR7/4) 良 好 やや不足 底部

58 甕 ① (22.6) 浅黄色(2.5Y7/3) 良 好 やや不良 口縁1/4破片

河川跡

60 空_L. にぶい橙色(5YR7/3) やや不足 良 好 口縁片

61 官_L. 
暗赤褐色
① (5 YR3/3) 

にぶい赤褐色3) 
② (2.5YR4/ 良 好 良 好 屑部片

62 空ギ 灰白色(IOYR8/2) 不 良 不 良 胴部片

63 甕 ① ~褐(7色. 5YR4/3) ② にぶい黄橙7/色2) 
(lOYR 良 好 やや不良 口縁片

64 甕 黒褐色(7.5YR3/2) 良 好 良 好 口唇部に刻目

65 甕 ② 7.2 ① 赤(1橙0R色6/8) 
② 暗灰色
(N3/0) 不 良 良 好 底部

66 高杯
明褐灰色
① (7.5YR7/1) ② 灰色(5 Y6/1) 不 良 良 好 脚部1/2破片

67 高杯 にぶい橙色(7.5YR7/3) 良 好 良 好 脚部

68 土師器高杯 にぶい橙色(5YR7/3) 良 好 不 良 脚部1/2破片

69 土師器高杯 ① 13.8② 8.5③ 8.4 灰白色(N 8/0) 精 良 良 好 ほぼ完形

70 須恵器杯蓋 明緑灰色(10GY7/1) 良 好 良 好 LI縁片

71 須恵器杯蓋 灰白色(N 8/0) 良 好 やや不良 ロ縁片

72 須恵器杯蓋 ① 暗(lO青B灰G4色/l) ② 、青(l灰OB色G6/l) やや不良 良 好 撮み部
'.  

① 青(5灰B色5/1) ② 青(l灰OB色G6/ l) 73 須恵器杯身 良 好 良 好 日縁片
I 

' 

74 須恵器杯身 ② (7.4) 淡黄色(25Y8/3) 良 好 良 好 底部

75 須恵器杯身 ② (6.8) 青灰色(10BG6/1l 良 好 良 好 底部1/6破片

76 須恵器杯身 ② (11. 6) 青灰色(5PB6/l) やや不良 良 好 底部1/5破片

77 須恵器甕 ① (18.0) 明青灰色(5PB7/1) 良 好 良 好 口縁～胴部1/5破片
ト―-

78 須恵器甕 灰白色/75Y7/1) 良 好 不 良 胴下半部1/5破片

79 須恵器高杯 暗青I火色(SB3/l) 精 良 やや不良 口稼部下外面 7条の波状文
—• • 一・-- - ---

攪乱城

81 壺 ① (10.4) 心橙色"一~ """~ c・dI"f~ 悶~~ -;;,;T,m~ ―― 竺•良ロ良 II 口縁1/4破片
82 壺 ② (8.8) ① 灰(1白色 底部1/3破片OYR8/2) 好

83 空c±c- ② (13.8) 灰白色(10YR8/2) 良 好 良 好 底部1/3破片

84 壺 or甕 ② (2 .8) G -ノ、灰(1黄褐色
OYR5/2) 迄.-）i炎(2黄.5色Y8/3) 良 好 良 好 底部1/3破片

85 甕 ① (22. 7) 明赤褐色(25YR5/6) やや不良 堅 緻 ［］緑1/6破片
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調it(昭和59年度）

法量（ ）は復原値

番号 器種 （①法日径②量底径(c③m器)高） （色①外面②内調面） 胎士 焼成 備 考

86 壺 or甕 ② (5. 0) 黄橙色(lOYR8/6) 不 良 良 好 底部1/4破片

87 甕 ② (6. 2) にぶい橙色(5YR7 /4) 不 良 良 好 底部1/5破片

88 高杯 褐灰色(7.5YR6/1) 良 好 良 好 杯底～脚部片、外面丹塗

89 高杯 にぶい橙色(2.5YR6/4) 良 好 やや不良 脚部

トレンチ

92 宰_L  ① (23. 3) にぶい黄橙色(10YR7/3) 良 好 良 好 日縁部外面2条単位の鋸歯文

93 空--'-- にぶい橙色(5YR7/3) 良 好 良 好 0縁片

94 台付壺 ② (9. 4) 灰黄色(2.5Y7 /2) 良 好 良 好 脚部1/5破片

95 甕 ① (18. 2) 灰褐色(7.5YR5/2) 良 好 良 好 口縁1/6破片

96 甕 灰褐色(5YR5/2) 不 良 良 好 口縁片、端部肥厚

97 空-±. ② (7. 0) 
にぶい橙色
① (7. 5YR7 /3) ② 黄(2灰.5色Y5/l) 良 好 精 良 底部1/5破片

98 壺（り ② (6 .6) 灰褐色(75YR6/2) 良 好 良 好 底部1/5破片

99 甕 or壺 ② (6. 9) にぶい橙色(5YR7/3) 精 良 やや不良 底部1/4破片

100 甕 ② (6.8) にぶい橙色(5YR7/4) 良 好 不 良 底部1/6破片

101 甕 ② 6.0 ① 橙(2色.5YR6/8) ② 灰(5褐Y色R5/2) 不 良 良 好 底部

102 甕 ② (4. 6) 
にぶい橙色
① (5 YR6/3) 

明緑灰色
② (10GY7/l) 良 好 不 良 底部1/4破片

103 甕 ② (4.8) 
にぶい橙色
① (7.5YR7/4) 

にぶい黄橙色
② (10YR7/4) 良 好 良 好 底部

104 甕 ② (5. 6) ① 橙(2色.5YR6/8) ② (灰7.褐5Y色R6/2) 良 好 良 好 底部1/7破片

105 甕 ② (6. 2) ① 橙(2色.5YR7/6) ② 褐(1灰0Y色R5/ll 良 好 良 好 底部1/3破片

106 手捏ね土器 ② 2 .1 橙色(25YR7/6) 

I 粕1、
良 やや不良 底部

107 士師器甕 ① (19. 8) にぶい黄橙色(lOYR7/2) 良-II 不 良 口縁1/5破片

出士状況不明
----'  

111 空_L にぶい橙色(5YN7/4) 良 好 不 良 鋤先状口緑片

112 症-'--- ② oo. 6) 
① 0・・) 浅に((75 ぷ災.Y5 朽YいRR7橙色/8 4) /色3 ) 

苗色
不 良 良 好 底部1/3破片

⑫ ¥ 5 色Y8/6J 

113 甕 ① (27.4) 
- （"が'"灰(lO白Y-R8/2) 不 良 不 良 口縁1/6-1/7破片

114 甕 ① (24 .4) 灰白色(25Y8/2) やや不良 良 好 口縁1/6破片

115 甕
にぶい橙色
① (5 YR6/3) (—2-) 灰(1黄0Y褐R色4/2) 不 良 良 好 口縁片

116 甕 ① (16.9) 灰褐色(75YR4/2) やや不良 1 やや不良 口縁1/6-1/7破井

117 甕 ① (18. 8) 
にぶい黄橙色
① . (lOYR?/2) 望—）黒(lO色YRl 7/1) 良 好 良 好 底部1/7破片

118 甕 黒褐色(2.5Y3/l) 精 良 良 好 口縁片

119 甕 浅黄色(2.5Y7/3) 良 好 良 好 [J縁片

120 甕 ② (4. 6) ① 赤(10色R5/6) ② 黒(2褐.5色Y3/l) 不 良 不 良 底部1/3破片

121 甕 ② (6 .0) にぶい橙色(5YR7/4) やや不良 良 好 底部1/4破片

122 甕 ② (6. 6) ① 灰(1白色
OYR8/2) ② 暗灰(N色3/0) 良 好 良 好 底部1/5破片

123 土師器甕 にぶい橙色(5YR7/4) 良 好 良 好 口縁片

124 土師器甕 褐灰色(7.5YR6/1) やや不良 良 好 口縁片
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遺構・遺物

Tab. 9 出土石器観察表

（ ）は現存値

No. 器 種 最大長(cm) 最大輻(cm) 最大厚(cm) 重量(g) 石 質 備 考

SB 9 

7 ナイフ形石器 (4.2) 1.9 0.7 (6.2) メノウ

SK45 

41 砥石 (3. 9) 5.2 2.0 (66.3) 凝灰岩

P不明

59 剥片 (2. 5) (1. 7) 0.5 (1. 6) 黒曜石

河川跡

80 円盤状石製品 (5. 3) 6.0 1.1 (41. 8) 角閃石安山岩（四熊ケ岳産）

攪乱城

90 敲石 (10.9) 5.8 4.0 (519.4) 緑色片岩

91 敲石 (12 .1) 6.7 5.7 (672. 0) 花尚閃緑岩 火熱を受ける。付着物あり

トレンチ

108 敲石 (7. 7) (2. 6) (2. 0) (65. 9) デイサイト

109 石庖丁 (6 .4) (6. 6) 0.5 (36.5) 讃妓岩質安山岩 大形石疱Tの再加工品

110 剥片 2.1 3.4 0.6 3.9 硝子質安山岩

出土状況不明

125 砥石 (6 .3) (10.8) 3.0 (317 .5) 流紋岩質溶結凝灰岩

113-122は甕。 113は胴部の張りが極めて弱く、逆「 L」字状に強く屈曲する口縁部を

もち、端部は面を有する。頸部直下の外面には指圧による粗雑な刻目を施した貼付突帯が

巡る。口縁部から突帯のやや下位までの外面は横ナデ、他は風化のため調整不明。 114は

口縁端部が肥厚し、面をもつ。内外面横ナデ仕上げ。 116-119は跳ね上げ口縁をもつもの

で、口縁端部が内彎するもの (116)、匝線的にのびるもの (119) などがあるが、端部外

面はいずれも面を有する。 117は跳ね上げが顕著で、口縁端部は肥原する。 116-119とも

口縁部・頸部内外面は横ナデで、 116は胴部内面ナデ仕上げ。 120-122は底部。底部側面

が胴部からそのまま移行するもの (120)、斜下方へ反るもの (121)、垂匝に下降するもの

(122) がある。側面横ナデ、外底面・内面はナデるものが多い。

土師器 (123・124)

2点とも甕で、 123は直線的に「く」の字に屈曲する口縁部をもち、端部はさらに外反

する。 124は口縁部が外彎しながら開き端部は尖る。いずれも口縁部内外面横ナデで、 124

は頸部下外面に右上がりのタタキを施す。

石製品 (125)
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正面の一部を研砥面とする砥石で、上端部・裏面は節理面である。研砥は不定方向から

行なわれるが、正面左上方から右上方への擦過は認められない。流紋岩質溶結凝灰岩製。

4 小結

昭和59年度の調在で検出した遺構は、上述したように竪穴住居跡10棟、土城19基、溝10

条、河川跡のほか柱穴多数である。

竪穴住居は弥生時代中期前半（第10号竪穴住居跡）、中期後半（第 9・11号竪穴住居跡）、

後期後半（第 8号竪穴住居跡）、後期終末（第18号竪穴住居跡）、古墳時代中期（第12・13

号竪穴住居跡）の 5時期のものが検出された。

平面形態は、中期のものはすべて円形（第 9-11・14・15・17号竪穴住居跡）である。

弥生時代の竪穴住居が、方形から円形へと移行する前期後半～末頃を平面形態変化の第一

の画期とするならば、第二の画期として捉えられる、宇部市北迫遺跡・防府市大崎遺跡等

のような、円形から再び方形へと変化する中期後半段階の方形住居は検出されていない。

後期後半～終末は、円形・方形の両形態が混在（第 8.・18号竪穴住居跡）し、椙野川以

東の趨勢と一致する。 5世紀後半の住居は、方形（第13号竪穴住居跡）．隅丸長方形（第

12号竪穴住居跡）の方形系統 2種がみられる。

床面積は、中期後半の住居が31-48面の規模をもち、特に中期後半の第 9号竪穴住居跡

は、 48面と同時期の住居としては県内でも有数の規模をもつ。 t甚野川• 佐波川・阿武川流

域では、中期前半以降住居規模が大形化し、床面積が20面前後の一群に加えて、約45面前

後のものが出現する。この大形化は中期後半にピークに達することから、第 9号住居跡も

大形化した住居例と捉えることができよう。

後期後半の第 8号竪穴住居跡は床面積約25.5面で、椙野川流域の同時期の方形住居の中

でも最大の規模である。朝田墳墓群第 1I地区の各住居を含めると、椙野川流域は床面積約

12-25面のもので占められ、右田・一丁田遺跡、井上山遺跡等、佐波川流域の方形住居群

とほぽ同一規模をもつ住居群で構成されていることになり、興味深い。

また、 5世紀後半の第13号竪穴住居跡は、東辺7.6m、北辺7.2mで、約54面の床面積を

もち、県内の同時期の住居の中では傑出した規模である。平面形態は方形で、 4本の主柱

が平面形態と相似形をなして方形に配置される。ベッド状遺構はほぽ四周を巡るが、東辺

中央部では途切れ、壁面に接して炭化物の充填した円形の掘り込みが認められた。この掘

り込みの底面・側壁は熱変しており、設置場所・性格・ 竪穴住居の時期などから、カマ
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小結

ドが出現する前段階の施設として興味深い。

またこの住居は火災住居で、床面上には桁および梁と考えられる 4本の炭化材が方形に

組まれたまま焼け落ちた状態で出土した。その周囲にはオ垂木と推定される約20本の炭化材

が床面中央に向かって放射状に検出されている。さらに、方形に組まれた桁・梁の内部の

床面には、椎木に比べひとまわり太い炭化材が認められ、規模・検出位置・桁との重複関

係から、主柱の一部と考えられた。桁.t垂木の検出状況、住居の平面形態、主柱配置など

から寄棟造屋根が想定され、竪穴住居の上屋構造を知る貴重な発見例となった。

土城は、弥生時代中期中葉～終末のもので、平面形態は不整形のものが多い。竪穴住居

に付設して営まれたものと考えられるが、相関関係は明らかでない。溝は、弥生時代中期

後半～古墳時代初頭のもので、残存状態は悪く、遺物の出土量は極めて少ない。

河川跡は、調在区東端部で検出され、幅約2.6-4.5m、検出面からの深さ約55-80cmの

規模をもち、南東から北西へ走行する。須恵器甕．杯身• 土師器高杯などが出土しており、

古墳時代後期ー奈良時代にかけて機能していたものと考えられる。

出土遺物は、贔的に多くはないが、注意しておきたい資料が数点出土した。

第 9号竪穴住居跡から出土した一側縁加工のナイフ形石器は、対向する打面をもつ石核

から作出された縦長剥片を素材とする優品である。メノウ製で、やや内彎する刃部には使

用痕と考えられる剥落痕が認められる。竪穴住居の検出面が旧石器時代の遺物包含層であ

り、住居掘削時に同層から遊離した可能性も考えられる。近年、毛割遺跡、堂道遺跡や瑠
11) 

璃光寺跡遺跡からの報告例があるが、山口盆地内では旧石器自身の出土量が極めて少なく、

当資料が大形の部類に入るナイフ形石器であることから、時期的にやや遡る可能性が考え

られ、周辺での今後の資料の増加が期待される。

また同住居内からはジョッキ形土器の把手と思われるものも出土したが、県内では周東
12) 

町河池遺跡に出土例がみられるにすぎず、極めて貴重である。

第39号土城は庄内新段階に位置づけられる。出土遺物には口縁部が「く」の字に大きく

外反する壺、杯部の中位に稜をもって開く高杯に加え、搬入品かどうか明らかでないが底

部が円盤状に突出した外来要素の強いt師器の甕または壺があり、注目しておきたい。

以上のように、遺跡保存地区の 2年次目の調介では、多数の竪穴住居跡をはじめとして、

土堀・溝• 河川跡等を検出した。出土遺物にも注目すべき資料が少なくない。しかし住居

の構造・集落の分布範囲等は必ずしも明らかになったわけではなく、住居の同時併存• 土

堀との相関関係を含めて、今後に残された大きな課題といえる。
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〔注〕

1) 河村吉行「山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調~(昭和 57年度）」（「山口大学構内遺跡調介研究年報

V」、山口大学埋蔵文化財資料館、 1986年）。

2) 小野忠熙「北迫遺跡」（「宇部の遺跡J、宇部市教育委員会、 1968年）。
3) 山口県教育委員会・山賜都市開発株式会社「大崎遺跡」（「奥正権寺遺跡 II・大崎岡古墳群・大崎遺跡」、山

口県埋蔵文化財調査報告第82集、 1985年）。

4) 第10-13号竪穴住居跡の出土遺物は、当埋蔵文化財資料館に該当資料が保管されておらず、遺物の記載は

下記の文献に拠った。

小野忠熙•中野一人「山口」（「三世紀の考古学」下巻• 三世紀の H本列島、学生社、 1983年）。

紐所 住居跡平面図
10 

5) 河村吉行「考察一弥生時代竪穴住居跡の各属性について一」（前掲注 1) 文献所収）。

6) 建設省山口工事事務所・山口県教育委員会「朝田墳墓群 II」(「朝田墳墓群 II・鴻ノ峰 l号墳J、山口県埋蔵
文化財調介報告第33集、 1977年）。

7) 山口県教育委員会「右田・一丁田遺跡」 (r右田・一丁田遺跡、的場・宮の馬場遺跡、久米市遺跡」、山口県

埋蔵文化財調査報告第19集、 1973年）。

8) 井上山遺跡発掘調介団「井上山」 (1979年）。

9) 山口市教育委員会・道川重機株式会社「毛割遺跡」（山口市埋蔵文化財調査報告第18集、 1983年）。

10) 山口市教育委員会・ 医療法人和同会「堂道遺跡」（山口市埋蔵文化財調介報告第24集、 1987年）。

11) 小田村宏「先史• 原史」（「仁保の郷士史」、仁保の郷土史刊行会、 1987年）。

12) 山陽自動車道建設に伴い、 1987年に山口県埋蔵文化財センターによって発掘調査が実施されている。竪穴

住居からの出土品で，報告書は1988年 3月に刊行予定。

-128一



付篇 Il

古墳時代における竪穴住居の各属性について

河村吉行

1 はじめに

筆者は先に弥生時代社会の構成要素を抽出するにあたり、その一つの手段として県内に

おける弥生時代の竪穴住居を大きく九つの水系単位に集約し、集落内において生産、消費

の拠点となる個々の竪穴住居について平面形態、床面積、主柱数および主柱間床面積等の

構造的属性から分析を行ない、各水系単位における住居構造の諸特徴の時期的変遷・画期

について問題提起を行なった。また、火災住居の検出例も少なく、建築学的立場からの構

造力学的な分析は留保したが、平面的な視点から水系単位の竪穴住居の各属性の時期的変

遷を概観した。本稿では古墳時代の竪穴住居の分析を試みるが、その前に、県内の弥生時

代の竪穴住居について各属性の変化の過程・画期について簡単に触れておくことにする。

弥生時代の竪穴住居の平面形態の変化には時期的に二つの画期が認められた。第一の画

期は前期末で、資料数は少ないが長門部の西部、木屋川流域に位置する坂ノ上遺跡、上原

遺跡および周防部西端、椙野川流域に位置する西遺跡で方形から円形への形態変化が窺わ

れる。第二の画期は固定的に採用された円形の平面形態に加え、方形のものが出現する中

期後半の段階である。椙野川流域の山口大学構内遺跡（吉田遺跡）、佐波川流域の大崎遺

跡および厚東川流域の北迫遺跡では隅丸方形のものが出現するが、この時期は佐波川流域

の各遺跡で見られるように円形15棟に対し方形は 3棟で、棟数的にはまだ円形のものが圧

倒的優勢を占める傾向がある。しかし、次第に方形住居の出現頻度が増加し、後期後半の

段階では両形態の住居棟数は桔抗状態となり、長門部最西端の綾羅木川流域に位置する石
8) 9) 10) 

原• 伊倉両遺跡ではすべて方形へと変化している。これに対して阿武川流域の突抜遺跡は

この段階でも円形住居が優位を占め、保守的色彩が強い。また、この段階では周防部北部

阿武川流域の突抜遺跡 DW-15に見られるような方形住居の一辺が胴張りとなり、円形住

居の痕跡を残すものや同遺跡 DW-11、拮］防部北部にあたる末武川流域の宮原遺跡第 1号
11) 

住居跡のような上面は円形に近いが床面が方形のものなどが存在し、円形から方形への過

渡的な形態をもつものが出現する。

床面積は、前期末～中期初頭の段階では約30面を超えるものはないが、中期前半以降は
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椙野川、佐波川、阿武川流域の各遺跡で顕著に見られるように、前代の規模を踏襲した約

10-25面のものに加え、約40-65面と大形化した規模をもつものが出現する。住居規模の

大形化のピークは円形住居に特徴的で、各流域とも方形住居が出現する時期に相当し、椙

野川、佐波川流域では中期後半頃、阿武川流域では後期前半頃、掛淵川流域では後期後半

頃である。各流域とも「倭国大乱」の緊張時にあたっており、戦闘に備えて集住を余俵な

くされた結果、一棟ごとの収容面積の拡大を伴い、円形住居の盛行を導いたものと考えら
12) 

れている。規模の大形化の収束後は、方形住居は約10-30m¥円形住居は約10-25面のも

のと約30-45面前後のやや大形の二群に分化する。方形住居は椙野川、佐波川流域でみら

れるように約10-20面前後に規格化するものが多い。他の流域に比較していちはやく後期

後半の段階で綾羅木川流域では方形住居は約10-30m2、約35m2、約55-60面の三群に分化

するが、 30面前後に規格化するものが多く、同時期の阿武川流域での円形住居の規模の画

ー化と同一現象を示す。

主柱数は住居規模の大形化と呼応して増加し、大形化のピーク時が最多となる。各流域

とも円形住居は最多時で 7-9本のものがみられ 2-6本のものも存在する。また、方形

住居が優位を占める後期後半の段階で 2-4本となる。方形住居は住居規模と無関係に 2

ないし 4本の二種類の主柱配置がみられる。

主柱間床面積は円形の場合、約30m2以下の床面積をもつものは各時期とも床面積の45%

ないしはそれ以下が大半で、 4-5本の主柱をもつ中期後半の佐波川流域の住居にとくに

顕著にみられる。また、約35m2以上の床面積をもつもののうち、床面積の50%を超えるも

のは炉あるいは中央穴の周囲に 2ないし 4本の支柱（棟持柱）を床面に配置する傾向が窺

える。方形住居は主柱間床面積の床面積に占める割合は45%以下が大半で、約30m2以下の

床面積をもつ円形住居の割合と同じ傾向を示している。したがって、方形住居の主柱は約

30面以下の床面積をもつ円形住居の空間分割を意識して配置されたものと考えられる。

こうした、竪穴住居の諸属性は集落の構成員はもとより、集落を形成する集団の生活・

社会様式の主体的力最の反映であることから、以下では、弥生時代の竪穴住居で認められ

る諸属性が政治的・経済的・社会的な変動の画期となる古墳時代でどのように変化し、推

移していったのかを検討してみたい。なお、．畿内庄内式土器の時期区分については研究者

相互によって編年観が異なるが、本稿で 3世紀後半の年代を与えている。また、 4世紀代
13) 

の竪穴住居は現在のところ、綾羅木川流域の秋根遺跡 LS004、t甚野川流域の下東遺跡
14) 

KPD-1の 2棟に限られており、竪穴住居跡の諸属性を分析するには資料数が少なく、資
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Fig. 90 

料数の増加を待って改めて言及したい。

2 竪穴住居の各属性

1) 平面形態

弥生時代終末-3世紀代においては秋根、伊倉、石原遺跡等でみられるように綾羅木川

流域では円形住居は消失し、いちはやく方形住居のみで構成されている。しかし、綾羅木

川流域以外の六つの河川流域では、いずれも円・方両形態が混在しており、特に、阿武川
16) 

流域の羮抜・馬場遺跡、島田川流域の高地性集落と呼ばれる吹越• 松尾遺跡等で顕著であ

る。なお、円形から方形への過渡的な形態をもつものが先にも述べた突抜遺跡 DW-11・
17) 

15、佐波川流域の右田.--T田遺跡第 3・20号住居跡や宮原遺跡第 1号住居跡で認められ

ることから、平面形態の変化は長門部に比べ周防部がやや遅れる傾向にあると言える。

4世紀代の資料は、秋根遺跡 LS004の方形住居があげられるが、 5世紀以降は各河川

流域ともすべて方形、隅丸方形、長方形、隅丸長方形の方形系統の住居で占められ、 4世

紀代、遅くとも 5世紀には円形から方形の画ー的な平面形態変化の画期が認められる。そ

こで弥生時代終末から 7世紀にかけて時期別に、方形系統の各 4種それぞれが全住居に占
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~ 
弥 牛 時 代 ／ 古 墳 時 代

則‘’ 期 中 期 後 期
庄内

4枇紀 5惟紀 6世紀 7枇紀 8世紀
併行期

伊倉遺跡 一 一
石原遺跡

A 
秋根遺跡

綾羅木郷遺跡 一
城山遺跡

林崎遺跡

高畑遺跡
B 
堀田遺跡

上原遺跡

坂ノ上遺跡 一一c 中村遺跡

北迫遺跡

D 青畑遺跡

朝田墳墓群ll

朝田墳墓群III

下東遺跡 一 一
白石遺跡 一

E 吉田遺跡

西遺跡 一 一
堂道遺跡 一
問田・片JII遺跡 一一毛割遺跡 一
右日・一「日遺跡

下右田遺跡

F 大崎遺跡

奥正権寺遺跡

井上山遺跡

突抜遺跡

G 馬場遺跡 一
坂手沖尻遺跡

宮原遺跡

御屋敦山遺淋 一
岡山遺跡

H 追迫遺跡

原畠遺跡

吹越遺跡

松尾遺跡

(A: 綾羅木川、 B:掛淵川、 c:厚東川、 o:木屋川、 E: 棋野川、 F:佐波川、 G:阿武川、 H:島田川）

Fig. 91 県内における主な弥生～古墳時代の竪穴住居の時期
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時 期 弥生時代終末-3枇紀 4 柑紀 5 世紀 6 世紀 7 世紀

平 面 形 ~, 目D.,とヽ A B C D A B C A B C A B C A B C 

綾羅木川流域 4 14 2 5 1 2 5 1 1 3 

掛淵 JII 流域 1 3 

河

原束川 流域 1 5 5 

JI¥ 椙野）II 流域 z 1 4 6 I 3 11 

/、、J土Iし 佐波川 流域 2 2 4 4 

域
阿 武川 流域 2 1 

末 武 JII 流域 2 1 

島 田 JI[ 流域 4 

計 14 18 4 5 1 1 

゜
11 10 1 5 8 1 8 16 

゜
70 -

-""''"" 隅丸方形 ，，， ヽ
，，， 

‘ ‘’ 60 - --―一方形 .,, ヽ， 
‘’ ，，， 

隅丸方形および方形
,, ,,,. 

の住居が全住居に 50 - ~ 占める割合（％）
- - -.. ・・・ . . . . 

＼ 40 -

／ r---
30 -

(A: 隅丸方形 s: 方形 c: 隅丸長方形 o: 長方形 数値は棟数）

Fig. 92 竪穴住居の平面形態変化

める割合を算出してみた。試料数は101の竪穴住居であるが、各河川流域単位での検出事

例に多寡があるため、あえて時期別に一括した。また、弥生時代終末-3憔紀代に一辺あ

るいは二辺が胴張りとなり、円形から方形への過渡形態となるものは除外した。方形住居

は弥生時代終末-3世紀代では全住居の43.9%、 5世紀代で45.4%で 5割に満たず出現比

率はほぼ同じである。しかし、 6世紀以降は次第に出現頻度を増し、 6世紀代で全住居の

57 .1 %、 7世紀代で66.6%と全住居の 7割弱を占めるようになる。また、隅丸方形のもの

は弥生時代終末-3世紀代で全住居の34.1%であるが、 5世紀代には出現頻度が急増し、

55.0%を占めるようになる。その後、 6軋紀代では全住居の35.7%、 7世紀代で33.3%と
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安定した出現率を示すようになる。すなわち、弥生時代終末-3世紀代には方形住居が優

位を占めていたが、 5世紀代には両者の出現頻度が逆転する。それとともに、長方形、隅

丸長方形の検出例は少なくなる。しかし、 6世紀以降は隅丸方形が逆に減少し、安定した

出現率を示すのとは対照的に方形住居が次第に集落内で棟数を増し、 7世紀代では全住居

の 7割弱を示すようになる。したがって、古墳時代の方形系統の住居の平面形態の画期は

弥生時代ほどの大きな変化はないが、 5-6世紀代に求めることができ、 6世紀以降は住

居の平面形態が方形という画ー化した形態をとる傾向が指摘できる。

2) 床面積

次に、各時期の床面積の推移をみてみることにする。

70 -
t●) 

I I I I 70 ． ● 円形住居

• 隅丸方形住居

60 ロ方形住居 60 
D ． 
゜

D 

ロ

50 - 50 ． ． 
40 
． 
＇ 

40 

D ロ● ． ． ．． 
゜ 口 ． ． ： 口

30 ロ 30 
ロ ． 
D ロロ ． 

ロロ
D 
D ： ． （口） ． ロ. ． （口） D . 

ロ翫゚ロ 口 ロ口●● ●● ． 口

゜20 

~ D 
ロ 20 

゜ ロ ． 
DD  ． ゜. ゚ロ口D □ロ・ ヽ D 
ロ . (0) 

ロ.● ロ. o ロ D． 口（口）
D ロ ロ・ ロ：． ロ

10 (0) ． ． 口 10 ． B 
゜
. 

． 

゜

゜ ゜

¼ 域

綾 掛 I楳 仕 阿 末 島 綾 椙 佐 島 綾 掛 厚 椙 綾 厚 惜

羅
淵野 波 武 武 田

羅
野 波 田 羅 淵 東 野 羅 東 野

木 木 木
JII JII 

木
JII JII JII JI! JII JII JII JI¥ JII JII JII JI[ 

JII JII JI[ JII 

流
、/J:ct-Iし、/＇士IIし 流 流 流 流 ：/J土Iし 流 /ヽ‘J士IL ぶ/JI七L 

しI/I七L； 流 流 流 流
/ヽ!‘士IL 流

域 域域 域 域 域 域 域 域 域 域 域 域 域 域 域
I l 

域 域 は

時 期 弥生時代終未-3冊紀 5 冊紀 6 世紀 7 世紀 ! 
Fig. 93 竪穴住居の床面積
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弥生時代終末-3軋紀代における方形住

居の床面積は大きく約10-30m2、約30c叫

約50-60面の三群に区分されると考えられ

る。綾羅木川流域の秋根、伊倉、石原遺跡

等ではとくに顕著に認められるが、各流域

とも約10-30m2前後に集中している。この

Tab. 10 竪穴住居の主柱数

傾向は 5世紀代まで存続するが、 6世紀代

ではいっそう顕著となり、 5世紀代でみら

れた右田・一丁田遺跡第 2・19号住居跡や

山口大学構内遺跡（吉田遺跡）の遺跡保存
18) 

地区第13号竪穴住居跡等の35m2以上の床面

＼ 時期
弥生時代終未-4世紀

5世紀

6世紀

7世紀

゜
1 

5.0 

3 

16.7 

3 

25.0 

4 

17.4 

1 2 3 

゜
， 
゜

45.0 

゜
7 

゜
38.9 

゜
1 

゜----、------
8.3 

2 2 2 

8.7 8.7 8.7 

4 

10 

50.0 

8 

44.4 

8 

-----

66.7 

13 

56.5 積をもつ住居は姿を消し、床面積はすべて

約10-30面前後に縮小化してしまう。この

縮小化した住居はさらに約10-15面前後の

上段数値は住居数、下段数値は同時期の全住居に占める

割合（％）

もの、約20-30面前後のものの二群に分化している。とくに、 7世紀代では厚東川流域の
19) 20) 

中村遺跡、椙野川流域の毛割遺跡にみられるように約10-15面前後の極めて画ー化した床

面積をもつ一群が出現している。

古墳時代における床面積変化の画期は以上のように住居規模の小形化・画ー化として捉

えられ、先に述べた平面形態が隅丸方形から方形に変化し、画ー化する時期と同じく 6軋

紀代に認められる。すなわち、平面形態の方形への規格化と床面積規模の小形化・画ー化

が連動しており、注意しておきたい。

3) 主柱数

床面積が約10-25面前後のもので比較すると、円形住居は弥生時代中期後半では、佐波
21) 22) 23) 

川流域の奥正権寺、下右田、右田・一丁田、井上山各遺跡で 2-6本とバラエティーに富

むが、各流域で方形住居が定着した後期後半-3世紀代では 0、 2、4本の三種に限定さ

れる。この傾向は 6世紀代まで引き継がれる。しかし、 5軋紀代までは 4本柱と他の主柱

数をもつ住居ははぽ伺数に近いが 6軋紀代では 2本柱が激減し、 4本柱をもつものが他の

主柱数をもつものに比べて約 2倍近い出現率をホしている。主柱数の変化においても、 6

世紀代がひとつの画期であることが推察される。また、 7世紀代では 1、 3本の主柱をも

つものが出現し、 0-4本の五種の主柱をもつ住居が営まれている。
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4)主柱間床面積

方形住居で主柱間床面積が床面積に占める割合は、変化の画期が 5、 7世紀代に認めら

れる。弥生時代終末-4軋紀代ではほぽ17-41%の範囲内に分散していたが、 5世紀代で

は山口大学構内遺跡（吉田遺跡）の遺跡保存地区第13号竪穴住居跡、西遺跡第 4・12号住

居跡、下右田遺跡 DW-2、右田・一丁田遺跡10号住居跡で22-26%、 6世紀代では秋根

遺跡 3-6号住居跡、中村遺跡 DW-20、下東遺跡 KPD-7で21-31%である。 5冊紀代

では前代にみられた分散傾向が収束し、ほぼ一定の占有率をもつようになり、住居内の空

80 -80 ． 
・円形

70 ロ方形 -70 

： ． 
60 -60 

D 

． 
50 ． -50 

． ． ロ
ロ

(O) 40 ← 40 
ロ

ロ
． ロ． ． ． ロ ロ

30 ロ 8 ← 30 

.ロ ..  
（口） ロロ ロ
ロ（口）

口 ． 
口 口

゜
B 口． ．． ． ロ ロ

20 ロ 20 

ロ ロ

10 I-10 

゜ ゜
:主,柱;=間i 綾 掛 厚 椛 佐 阿 末 島 楳 佐 綾 厚 椙 綾 厚 椙

羅
淵 束 野 波 武 武 田 野 波 羅 東 野

羅 東 野

木
J/1 JI! 

木 木
JI[ JI! 111 JI! ill ill !II ill JII ill )11 

JII JII JII JI[ 

：I/I士L 流
、I'JI士L、 ぶIii土し :/Jc,. Iし ：/J＃ Iし 流 、/、J土Iし 流 :/Jct< Iし ：/J士Iし

、/、JI土し
:/J;,, Iし 、/'J士Iし

流
/ヽ‘JI士し :/JIct. し

域 域 域 域 域 域 域 域 域・ 域 域 域 域 域 域 域 域 （） 

時 期 弥生時代終末-4世紀 5世紀 6冊紀 7世紀 ! 
Fig. 94 床面積に占める主柱間床面積(1)
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間分割意識が固定化したものと考えられ、

6世紀代へも継続して営まれるようにな

る。しかし 7世紀代では、秋根遺跡 LS

014、中村遺跡 DW-17・23・30、毛割

遺跡第 8-10号住居跡で、 17-42%の占

有率をもつようになる。住居規模の拡大

と主柱間床面積の拡大は必ずしも比例し

ておらず、各住居単位すなわち集落の構

成単位で、独自に床面積に占める主柱間

床面積の選択が行なわれたものと理解で

きる。

3 各属性の画期について

これまで述べてきたように、古墳時代

における平面形態、床面積、主体数、主

柱間床面積の各変化の画期は以下のよう

に要約することができる。

平面形態は方形、隅丸方形、長方形、

隅丸長方形の四種に大別されるが、時期

床

面

積

Imり

55 

30 

25 

20 

15 

10 

゜

20% 30% 

． 

ロ

O 5枇紀代

△ 6批紀代

□ 7侃紀代

（日は方形•黒は隅丸方形）

゜ 主柱間床面積 Imり

10 

Fig. 95 床面積に占める主柱間床面積(2)

別にみると方形系統の全住居中に占める各形態の出現比率が異なっている。方形の平面形

態をもつものは、弥生時代終末-5世紀代までは全住居棟数の 5割に満たず、しかも安定

した出現率を示している。逆に、隅丸方形のものは 5世紀代に全住居棟数に占める割合が

ピークに達し、方形住居の棟数をしのぐようになる。しかし、隅丸方形の住居は 6世紀以

降7世紀まで全住居数の約 3割強までに激減し、安定した出現率を示すようになる。この

傾向と反比例するかのように 6世紀以降は方形住居が次第に棟数を増し、隅丸方形の住居

を棟数的にしのぐようになるとともに、 7世紀には全住居数の 7割を占めるようになり、

各集落内で 6世紀以降、住居の平面形態が方形に規格化される。

床面積は 5世紀代までは約35m2以上のやや大形の住居が存在するが、 6世紀代にはすべ

て約 10-30m2前後の規模に縮小し、画ー化する。とくに、 7 世紀代では•数遺跡で約 10-

15面前後の極めて規格化した住居規模をもつ一群が出現し、住居規模の小形化、画ー化が
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進んでいる。

主柱数の変化もまた 6世紀代にひとつの画期が想定される。 5世紀代までは 4本柱と他

の主柱数をもつものはほぼ同数に近いが、 6世紀代では 4本柱のものが圧倒的に優勢で約

2倍近い採用率を示す。

すなわち、古墳時代における住居の平面形態、床面積、主柱数の変化は画ー化・規格化

現象として把握することができ、その画期は 6世紀代に認められることが明らかとなった。

この画期をもたらす社会的要因のひとつに、時期を同じくして県内各地で造営された群集

墳盛行の背後にある被葬者の質的変化があげられよう。弥生時代中期における平面形態の

円形から方形への変化が、いわゆる「倭国乱」に代表される政治的緊張が契機となって、

床面積の確保とそれに伴う収容人員の拡大となって具現したものと考えられており、政治

的・社会的要請に規制された結果、引き起こされた現象であることもその傍証となろう。

群集墳は「いくつかの家族が、家長の死を契機としてそれぞれ一世代ー墳ずつ何世代かに
24) 

わたって古墳を築造した結果累積したもの」と考えられ、家族墓的色彩が強いものとされ

ている。いくつかの家族とは住居数棟で一つのまとまりをもつ集団で「世帯共同体」と理

解することができよう。規模、構造は多様であり、横穴墓もその範疇で捉えることができ

る。被葬対象は「地域あるいは集団によっては、家族体の中枢部分のすべて、あるいは家
25) 

族体の成員のほとんどすべてが、横穴式石室または横穴に葬られることがあった」と想定

されている。また、福岡県行橋市竹並遺跡では埋葬された人骨数、年齢、性別などから、

横穴墓の被葬者の性格が 5世紀段階では特定の人々に限定されていたが、 6軋紀段階にな

ると「一横穴墓への埋葬は傍系を含む夫婦単位を基調とした小家族で、それがいくつか集

まった単位が家父長制的な世帯共同体をつくっている」とされ、それ以降は「一横穴墓ヘ
26) 

の埋葬は直系の小家族のみとなり、細分されてくる」と指摘している。 6世紀代に認めら

れる竪穴住居の各属性の画ー化・規格化現象は、このような細分化した小家族に対応する

もので、自立化しつつある家長を紐帯とした、小家族単位の新しい世帯共同体原理の反映

と考えられよう。

なお、小論は昭和61年度文部省科学研究補助金（一般研究C) 「防長における律令国家

成立以前の集落構造の変遷と推移に関する研究」の研究成果の一部を含んでいる。
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各属性の画期について

（注〕

1) 河村吉行「考察一弥生時代竪穴住居跡の各属性について一」（「山口大学構内遺跡調杏研究年報V」、山口大

学埋蔵文化財資料館、 1986年）。

2) 山口県教育委員会「坂ノ上遺跡」（山口県埋蔵文化財調介報告第29集、 1974年）。

3) 冨士埜勇「上原遺跡J(菊川町教育委員会、 1976年）。
4) 山口市教育委員会「西遺跡」（山口市埋蔵文化財調介報告第21集、 1986年）。

5) 河村吉行「山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調在（昭和57年度）」（「山口大学構内遺跡調査研究年報

VJ、山口大学埋蔵文化財資料館、 1986年）。
6) 山口県教育委員会• 山隔都市開発株式会社「大崎遺跡」 (r奥正権寺遺跡 II・大崎岡古墳群・大崎遺跡J、山
口県埋蔵文化財調査報告第82集、 1985年）。

7) 小野忠煕「北迫遺跡」（「宇部の遺跡」、宇部市教育委員会、 1968年）。

8) 山口県教育委員会「石原遺跡」（「塚本古墳• 秋根遺跡・石原遺跡」、山口県埋蔵文化財調介報告第17集、

1973年）。

9) 山口県教育委員会「伊倉遺跡J(山口県埋蔵文化財調杏報告第16集、 1973年）。
10) 山口県教育委員会「突抜・馬場遺跡」（山口県埋蔵文化財調査報告第87集、 1985年）。

11) 山口県教育委員会「宮原遺跡」（「宮原遺跡・上広石遺跡J、山口県埋蔵文化財調在報告第20集、 1973年）。
12) 都出比呂志「弥生時代の東と西」（「日本語・日本文化研究論集J、大阪大学文学部、 1984年）。
13) 下関市教育委員会「秋根遺跡J(1977年）。
14) 建設省山口工事事務所・山口県教育委員会「下東遺跡」（「下東遺跡・荻峠遺跡J、山口県埋蔵文化財調査報
告第30集、 1975年）。

15) a 小野忠煕他「吹越遺跡予備調介概報」（平生町教育委員会、 1970年）。

b 小野忠煕他 I吹越遺跡第二次調在概報J(平生町教育委員会• 山口県教育委員会、 1972年）。
16) 山口大学人文学部考古学研究室「平生町松尾遺跡の発掘調査J(「西部瀬戸内における弥生文化の研究J、山

口大学人文学部考古学研究室研究報告第 3集、 1984年）。

17) 山口県教育委員会「右田・一丁田遺跡」（「右田 ·-T 田遺跡、的場• 宮の馬場遺跡、久米市遺跡J、山口県
埋蔵文化財調査報告第19集、 1973年）。

18) 河村吉行「山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和59年度）」（「山口大学構内遺跡調介研究年報

VI J、山口大学埋蔵文化財資料館、 1987年）。
19) 財団法人山口県教育財団• 山口県教育委員会［中村遺跡J(山口県埋蔵文化財調脊報告第100集、 1987年）。
20) 山口市教育委員会・道川重機株式会社「毛割遺跡」（山口市埋蔵文化財調介報告第18集、 1983年）。

21) 山口県教育委員会・山陽工業株式会社「奥正権寺遺跡 IJ(山口県埋蔵文化財調在報告第77集、 1984年）。
22) a 山口県教育委員会編「下右田遺跡第 I・2次調介概報J(山口県埋蔵文化財調介報告第43集、 1978年）。

b 山口県教育委員会編「下右田遺跡第 3次調登概報J(山口県埋蔵文化財調介報告第46集、 1979年）。
23) 井上山遺跡発掘調杏団「井上山遺跡J(1979年）。
24) 白石i:k―-郎「日本占墳文化論」（「講座 H本歴史 IJ、東京大学出版会、 1984年）。
25) 近藤義郎「弥生文化論」「前方後円墳の時代J、岩波書店、 1983年）。
26) 竹並遺跡調介会編「竹並遺跡」（寧楽社、 1979年）。
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古墳時代における竪穴住居の各属性について

〔文献〕

Tab. 11 県内の主な古墳時代の竪穴住居一覧表は以下の文献によって作成した。

1) 下関市教育委員会「綾羅木郷遺跡発掘調査報告第 1集」 (1981年）。

2) 山口県教育委員会「秋根遺跡」（「塚本古墳• 秋根遺跡• 石原遺跡」、山口県埋蔵文化財調介報告第17集、

1973年）。

3) 下関市教育委員会「秋根遺跡」 (1977年）。

4) 山口県教育委員会「伊倉遺跡」（山口県埋蔵文化財調査報告第16集、 1973年）。

5) 山口県教育委員会「寺秋遺跡」（「寺秋遺跡・湯免遺跡」、山口県埋蔵文化財調食報告第47集、 1979年）。

6) 豊浦町教育委員会・山本昌美「林崎遺跡J(1987年）。

7) (lit)山口県教育財団・山口県教育委員会「たかはた」（山口県埋蔵文化財調杏報告第94集、 1986年）。

8) 前田勲「原史・ 古代の H置」(「H置町史」、 H置町史編纂委員会、 H置町、 1983年）。

9) 財団法人山口県教育財団・山口県教育委員会「中村遺跡J(山口県埋蔵文化財調脊報告第100集、 1987年）。
10) 山口大学吉田遺跡調査団「山口大学構内第 I地区発掘調査概報J(山口大学、 1971年）。
11) 本書付篇 l参照。

12) 山口市教育委員会• 株式会社林兼商会「問田片川遺跡J(山口市埋蔵文化財調介報告第20集、 1985年）。
13) 山口市教育委員会「西遺跡」（山口市埋蔵文化財調在報告第21集、 1986年）。

14) 山口市教育委員会・道川重機株式会社「毛割遺跡」（山口市埋蔵文化財調査報告第18集、 1983年）。

15) 建設省山口工事事務所・山口県教育委員会「下東遺跡」（「下東遺跡・荻峠遺跡」、山口県埋蔵文化財調査報

告第30集、 1975年）。

16) 森田孝ー「教育学部附属山口小学校・幼稚園構内の試掘調在」（山口大学構内遺跡調介研究年報III」、山口大

学埋蔵文化財資料館、 1985年）。

17) 山口県教育委員会「突抜・馬場遺跡J(山口県埋蔵文化財調査報告第87集、 1985年）。

18) 山口県教育委員会「坂手沖尻遺跡・惣の尻遺跡J(山口県埋蔵文化財調査報告第42集、 1978年）。
19) 山口県教育委員会・山陽工業株式会社「奥正権寺遺跡 I」（山口県埋蔵文化財調査報告第77集、 1984年）。

20) 山口県教育委員会編「下右田遺跡第 3次調在概報J(山口県埋蔵文化財調査報告第46集、 1979年）。
21) 山口県教育委員会「右田・一丁田遺跡、的場・宮の馬場遺跡、久米市遺跡」、山口県埋蔵文化財調査報告第

19集、 1973年）。

22) 山口県教育委員会「原畠遺跡」（「臼田・原畠• 新畑遺跡J、山口県埋蔵文化財調査報告第21集、 1973年）。
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泄
紀
後
半

隅
丸
方

39
2 
37
6 
22
 
12
.6
 

3
 (4
) 
X
 
X
 
闘

X
 
壁壁
面の
寵に
を沿
移っ
設て
。各
銅辺
鉱二
石柱
、模
穴造
。鏡
北
。

o
w
 
-
23
 
7
世
紀
後
半

隅
丸
方

39
2 
38
6 
25
 
13
.4
 
3.
2 
23
.8
8 
4
 
X
 
X
 
悶

X
 
竃土
脇製
模に
土造
城鏡
。出
貼土
。
り床
。
銅
鉱
石
、

o
w
 
-
24
 
7
冊
紀
後
半

方
39
0 
33
2 
11 
11
.9
 

4
 
X
 
X
 
悶
石
製
手
捏
ね
士
器
、
鉄
刀
子
出
土
。

o
w
 
-
25
 
7
批
紀
後
半

方
26
0 
24
6 
16 
5.
7 

？
 
X
 
X
 
悶
X
 
貼
り
床
。
土
製
紡
錘
車
出
土
。

D
W
 
-
26
 
6
-
7
軋
紀
後
半

方
40
8 
34
8 
20
 
12
.6
 
5.
7 
45
.2
4 
4
 
X
 
X
 
悶

X
 
銅
鉱
石
、
銅
塊
出
土
。

D
W
 
-
27
1 
7
世
紀

隅
丸
方

39
6 
38
2 
15
 
12
.7
 

？
 
X
 
X
 
闘
X
 

叶 五 早 f 竺 ぃ せ ↑ ｝ が 漆 冴 字 宝 S ギ 銅 ヰ E 心 ぐ 、 ベ
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遺
跡
名
住
居
番
号

時
期

平
面
形
態

規
模
(c
m)

輝見
m)
 
祉麒
息凡
主
柱
問
床
面
積
柱
穴
数
壁
溝
炉

籠
備

考
文
献

長
軸
伺
軸
深
さ

床
面
積
(
%
)

位
置
位
置
支
脚

中
村
遺
跡
o
w
 
-
28
 
6
-
7
世
紀

隅
丸
方
31
6 
31
2 
20
 
7.
7 

？
 
X
 
X
 
悶

X
 
寵
脇
に
粘
土
塊
。

D
W
 
-
29
 
5 泄
杞
後
半
-6
世紀
ft

方
36
4 
33
6 
13
 
10
.5
 

？
 
X
 
X
 
闘
石
製
寵器
撤出
土去
。
に
伴
う
祭
祀
。
手
捏
ね
土

D
W
 
-
30
 
7
世
紀
後
半

方
38
4 
33
6 
18
 
13
.8
 
4.
0 
28
.9
9 
4
 
X
 
X
 
悶

X
 

，
 

D
W
 
-
31 
6
-
7
冊
紀

隔
丸
方

31
6 
30
8 
12 
10
. 
7
 

？
 
X
 
X
 
悶

X
 

構山
内日
大
遺
跡学
第
1
号
住
居
跡
古
培
時
代
前
期

方
34
4 
32
4 
4
 
(1
4)
 

3
 

゜
？
 
？
 
？
 
照北
溝陸
中は
西央
壁部
西、
北寄
壁り
西床
錨面
部に
焼の
土み
。
。

N
 0
-
第
2
号
住
居
跳
古
墳
時
代
前
期

方
41
8 
38
8 
30
 
1
4
 5
 

3
 (4
) 

゜
X
 
闘

X
 
東手
捏壁
ね中
土央
器床
出面
土に
。
焼
土
。
鉄
塊
、

15
区

第
3
住
居
枕
古
墳
時
代
前
期

隅
丸
方

56
0 
51
2 
25
 
(3
0)
 

3
 (4
) 

゜
？
 
X
 
X
 
壁焼
溝土
。は
北西
照照
中欠
央。
部北
、籠
端の
部可
床能
面性
に
。

＇ 

第
4
住
居
枕
古
墳
時
代
前
期

長
方

56
4 
37
2 
25
 
(2
0)
 

2
 

゜
X
 
？
 
う
火
災
住
居
。
鉄
鎌
出
土
。

10 
I
 

第
5
仕
侶
跡
古
墳
時
代
前
期

（方）
43
6+
 a
 
13
6+
 a
 
12 

？
 
？
 
？
 
？
 
？
 

-
、
-
-
'
-

第
6
住
居
跡
古
墳
時
代
前
期

（長
方）

66
0 
25
0+
 a
 
10
 

？
 
X
 
X
 
闘

X
 
寵
脇
に
土
堀
。

l
—· 

遺保
跡
存
地
区
第
1:::
り
仕
居
跡
5
泄
紀
後
半

隅
丸
長
方
51
5 
41
0 
15
 
18
.2
 

゜
X
 
中
央
X
 
X
 
住墳
状居
外の
平へ
坦の
面張
。
り
出
し
。
床
面
に

11 

呻
片
JI贔
跡
し
如
10叫
号
住
心
居
枕

5
冊
紀
後
半

方
76
4 
72
0 
4
 
56
.6
 
12
.4
 
21
.9
3 
4
 

゜
闘

X
 
X
 
火
災
住
居
。
ベ
ッ
ド
状
遺
構
。

I
 6
泄
紀
末
～

（長
方）
52
0+
 a
 
38
0+
 a
 

3
 (4
) 
X
 
X
 
北
壁
X
 

7
泄
紀
前
半

12 
12 

第
11
号
住
居
跡
(6
世
紀
7末
冊～
紀

方
30
0 
14
0+
 a
 
10
 

？
 
X
 
X
 
？
 
？
 

前半
）

＇ 
-
'
 

西
遺
跡
第
1
号
住
居
跡

不
明

（
隅
丸
方
）

X
 
？
 
？
 
？
 

• 
第
2
号
住
居
跡

不
明

悶
丸
方
37
8 

10
 

1
 (2
) 

゜
？
 
？
 
？
 

第
3
号
住
居
跡
5冊
紀末
-6
冊
紀
枡
碩

方
30
0 
29
0 
12 
8
 5
 

1
 

゜
X
 
？
 
？
 

壁壁溝
中央は

部北付
部近コ

にー寵
ナのー

~のr能
み性。

。北
13
 

第
4
号
住
居
跡
5
泄
紀
末

悶
丸
方
58
0 
52
4 
16
 
27
.0
 
7.
0 
25
.9
3 
4
 

゜
X
 
X
 
X
 
北面
壁に
墳に
状壁
溝
な
し
。
南
•
西
側
の
床

ll)
テ
ラ
ス
。

第
5
号
住
居
跡
5
世
紀
前
半

悶
丸
方
48
4 
42
6 
5
 
(2
0)
 

2
 
X
 
？
 
？
 
？
 
北
壁
窃
り
の
床
面
に
焼
土
。
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遺
跡
名
住
居
番
号

時
期

平
面
形
態

規
模
(c
m)
床
面
見m
)
 
甜麒
息見
主
柱
庸
床
面
積
柱
穴
数
壁
溝
炉

竃
備

考
文
献

長
軸
短
軸
深
さ

床面
積(
%)

位
置
位
置
支
脚

酉
遺
跡
第
6
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

方
38
0 
31
0 
8
 
10
.0
 

？
 
X
 
X
 
？
 
？
 
東
壁
中
央
綿
付
近
に
寵
の
可
能
性
。

第
7
号
住
居
跳

不
明

隔
丸
方

56
2 

10
 

2
 (4
) 

゜
？
 
？
 
？
 
壁
溝
は
東
部
コ
ー
ナ
ー
の
み
。

第
8
号
住
居
跡

不
明

方
23
8 
23
4 
6
 
(5
) 

゜
X
 
X
 
X
 
X
 

第
9
号
仕
居
跡
5
批
紀
前
半

隅
丸
方
40
0 
33
6 
7
 
16
.0
 

゜
X
 
X
 
X
 
X
 
北器壁
。
は
胴
張
り
。
手
捏
ね
鉢
形
土

第
10
号
住
居
跡
5
泄
紀
前
乎

方
49
3 
40
0
十
a
4
 
(2
4)
 
6.
2 
(2
5.
8)
 
4
 
X
 
X
 
？
 
？
 
滑
石
製
模
造
品
。

第
11
号
仕
居
跡
6
冊
紀
前
半

方
37
4 
34
0 
6
 
(1
3)
 

゜
X
 
X
 
X
 
X
 

第
12
号
住
居
跡
5冊
紀
中
素
～
後
平

方
51
6 
46
0 
24
 
19
.7
 
4.
4 
22
.3
4 
4
 

゜
X
 
X
 
X
 
多
量
の
滑
石
製
模
造
品
。

13 

第
13
号
住
居
跡
5
冊
紀
中
葉
以
前

方
35
0 
27
5+
 a
 
25
 
(1
0)
 

2
 

゜
中
央
X
 
X
 

第
15
号
住
居
跡

不
明

隅
丸
方
49
6 
45
4 
8
 
(2
2)
 

4
 
X
 
X
 
X
 
X
 

第
18
号
住
居
跡

不
明

隅
丸
方

48
0 
38
6 
8
 
(1
8)
 

z
 

゜
X
 
X
 
X
 

第
19
号
住
居
跡
5
世
紀
後
半
以
前
h
 
58
6 
50
0+
 a
 
4
 
(3
5)
 
9.
7 
(2
7 
7)
 
4
 

゜
X
 
X
 
X
 
壁
溝
は
西
側
の
一
部
を
欠
く
。

第
20
号
仕
居
跡
5
世
紀
後
半

隅
丸
方
46
4 
43
6 
14 
1
8
 0
 

2
 
X
 
X
 
X
 
X
 
南
側
コ
ー
ナ
ー
に
帯
状
の
高
ま
り
。

第
21
号
住
居
跡

イ渭
明

隅
丸
方
30
4 
28
4 
5
 
(8
) 

4
 
X
 
X
 
X
 
X
 
床
面
中
央
に
焼
土
。

-
'
一

毛
割
遺
跡
第
1
号
仕
居
跡
7
世
紀
前
半

（方）
40
9 
11
5+
 a
 
16
 

2
 
X
 
X
 
悶
石
製
寵の
袖は
部焚
は日
士両
。
側
に
板
石
樹
立
、
他

第
2
号
住
居
跡
7
冊
紀
前
半

（方）
37
5 
18
0+
 a
 
20
 

゜
X
 
X
 
悶
X
 
樹張
立り
、床
他。
の籠
袖は
都焚
は日
土圃
。
側
に
板
石

第
3
号
仕
居
枕
7
世
紀
前
半

方
40
0 
39
1 
10 
1
3
 5
 

3
 

゜
X
 
悶

X
 
壁
溝
は
西
岐
の
み
。

14 

第
4
号
住
居
跡
7
冊
紀
前
半

（方）
37
6 
17
0+
 a
 
16 

1
 

゜
X
 
悶

X
 
張
り
床
。

第
5
号
仕
居
跡
7
冊
紀
前
半

（方）
55
0 
45
0+
 a
 
38
 

4
 

゜
X
 
悶
石
製
鉄
鎌
出
土
。

第
6
号
住
居
跡
7
冊
紀
前
半

I方）
52
6 
27
0+
 a
 
39
 

2
 (4
) 
X
 
X
 
悶

X
 

壬 涵 栞 方 一 ぃ 竺 } が 漆 冷 中 面 S 字 涙 溶 E 0 ぐ ヽ A
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遺
跡
名
住
居
番
号

時
期

平
面
形
態

規
模
(c
m)
暉
息
甜問
閉恩
月
主
柱
圃
床
面
積
柱
穴
数
壁
溝
炉

寵
備

考
文
献

長
軸
綬
軸
深
さ

床面
積（
％）

位
置
位
置
支
脚

毛
割
遺
跡
第
7
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

（方）
51
8 
29
0+
 a
 
24
 

(4
) 
X
 
X
 
闘
石
製
滑
石
製
模
造
品
出
土
。

第
8
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

方
40
3 
38
0 
7
 
13
.4
 
4.
6 
34
.3
3 
4
 
X
 
X
 
悶

X
 
床平
。面
周形
壁態
のは
切台
り形
こに
み近
のい
な。
い張
寵り
。

第
9
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

方
44
3 
33
4 
20
 
14
.8
 
2.
6 
17
.5
7 
4
 

゜
X
 
悶
石
製
壁に
板溝
石は
樹北
立壁
後西
、半
山部
土。
で籠
被は
覆両
。
袖

第
10
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

方
52
0 
43
8 
18
 
23
.5
 
4.
5 
19
.1
5 
4
 
X
 
X
 
闘
石
製
耳第
環 9
号出土
住。
居
跡
と
二
辺
を
共
有
。

第
11
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

方
61
8 
51
6 
16
 
31
.7
 

2
-
3
 
X
 
X
 
悶
石
製
籠で
被は
覆両
。袖
鉄に
刀板
子石
出樹
土立
。
後、
山
土

第
12
号
住
居
跡
7
泄
紀
前
半

方
64
6 
49
4 
16 
30
.8
 

゜
゜

X
 
悶

X
 
平壁
面・
東形
壁態
北は
半台
部形
。状
耳。
環壁
出溝
土。
は
北

第
13
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

（方）
50
4 
26
0+
 a
 
17 

5.
3 

4
 
X
 
X
 
闘
石
製
ベ
ッ
ド
状
遺
構
。
製
塩
土
器
出
土
。
14 

第
14
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

方
40
0 
34
0+
 a
 
28
 

3
 

゜
X
 
悶

X
 
壁み溝
。
製は
塩西
壁土
器、
南、

勾•北
玉壁出

西土半
。部
の

第
15
号
仕
居
跡
7
世
紀
前
半

（方）
38
8 
25
0
十
a
20
 

？
 
X
 
X
 
闘

X
 
耳
環
出
土
。

第
16
号
住
居
跡
7
世
紀
前
半

（方）
34
0+
 a
 2
30
+ 
a
 
14
 

4.
3 

4
 
X
 
X
 
闘

X
 

第
17
号
住
居
跡
(7
世
紀
前
半
）

（方）
46
0 
10
0+
 a
 
24
 

゜
X
 
X
 
？
 
？
 

第
18
号
住
居
跡
(7
世
紀
前
半
）

方
44
8 
17
0+
 a
 
28
 

6.
1 

4
 
X
 
X
 
？
 
？
 
酉
壁
中
央
部
に
寵
の
可
能
性
。

第
19
号
住
居
跡
(7
世
紀
前
半
）

方
49
0 
40
6 
4
 
19
.7
 

？
 
X
 
X
 
X
 
X
 
平
面
形
態
は
台
形
に
近
い
。

第
20
号
仕
居
跡
7
世
紀
前
半

方
39
4 
34
0 
10 
11
. 
9
 
5.
1 
42
.8
6 
4
 
X
 
X
 
X
 
X
 
床
面
に
不
整
形
な
掘
り
込
み
。

下
東
遺
跡
K
P
D
 
-
1
 
4
泄
紀
前
半

隅
丸
方

37
5 
31
5+
 a
 
0
 
10
.l
+a
 

？
 

゜
X
 
X
 
X
 
北
西
コ
ー
ナ
ー
に
土
城
。

K
P
D
 
-
2
 
5
世
紀
後
半
以
降

方
51
0 
44
0 
？
 
(2
2)
 

2
 

゜
X
 
X
 
X
 

K
P
D
 
-
3
 
6
世
紀
後
半

方
52
0+
 a
 
48
0 
15 
25
+ 
a
 

゜
X
 
？
 
？
 
？
 

15 

K
P
D
 
-
4
 
5
世
紀
末

（方）
(4
80
) 
44
0+
 a
 
8
 
16
+ 
a
 

？
 

゜
？
 
？
 
？
 
張
り
床
。

K
P
D
 
-
5
 
？
 

方
43
5 
37
4 
5
 
(1
5.
3)
 

2
 

゜
X
 
X
 
X
 
出
土
遺
物
な
し
。

字 涙 ヰ S 画 亜 一 い 0 ぐ 、 A
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遺
跡
名
住
居
番
号

時
期

平
面
形
態

規
模
(c
m)
床
面
！
ふ
主
柱
剛
息
月
主
柱
問
床
面
積
柱
穴
数
壁
溝
炉

竃
備

考
文
献

長
軸
毎
軸
深さ

床面
積（
％）

位
置
位
置
支
糊

下
東
遺
跡
K
P
D
 
-
6
 
？
 

（方）
32
4+
 a
 
22
8+
 a
 
14 

？
 

゜
？
 
？
 
？
 
出
土
遺
物
な
し
。

K
P
D
 
-
7
 
6
世
紀
前
半

方
57
5 
55
5 
15 
26
.0
 
5.
5 
21
.1
5 
4
 

゜
X
 
X
 
X
 
張
り
床
。

15 

K
P
D
 
-
8
 
8
世
紀
前
半

（隅
丸方
）
36
0 
28
4+
 a
 
20
 
8.
3+
 a
 

？
 
X
 
X
 
？
 
？
 
未
完
掘
。

白
石
遺
跡
竪
穴
住
居
跡
4
泄
紀
末
～

方
(4
00
) 

20
 

？
 
X
 
？
 
北
壁
X
 
未
完
掘
。

16 
5
世
紀
前
半

突
抜
遺
跡
D
W
 
-
25
 
古
墳
時
代
初
頭

方
30
0 
29
0 
30
 
7.
0 
1.
9 
2
7
 14
 
4
 
X
 
X
 
X
 
X
 

17 

坂
手
沖
尻
遺
跡
3
号
住
居
跡
6
世
紀
後
7半世
～
紀
前
半

方
35
0 
31
0 
10
 
11
.0
 

2
 
X
 
X
 
悶

X
 
煽南壁
。
中
央
部
に
接
し
て
床
面
に
土

18
 

4
号
住
居
跡
6
世
紀
後
7半世
～
紀
前
半

方
36
5 
31
0 
12 
12
.0
 

2
 
X
 
X
 
闘
X
 
煽南
壁
中
央
部
に
接
し
て
床
面
に
土

奥
正
権
寺
遺
跡
竪第
4穴号
住
居
跡
5
世
紀
中
棄

隅
丸
方

51
0 
48
0 
31 
(2
1)
 
8.
5 
(4
0.
5)
 
4
 
X
 
X
 
X
 
X
 
屋
内
土
壊
。

竪第
5穴号
住
居
跡
5
冊
紀
中
業

（方）
25
 

？
 
X
 
X
 
X
 
X
 

第竪
6穴号
住
居
跡
5
世
紀
中
葉

方
62
0 
61
0 
38
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先土器時代の山口地方

ると言える。具体的には、いわゆるマンモス動物群と黄土動物群であり、マンモス・ヘラ

ジカ・ヒグマ・ナウマンゾウ・ヤベオオツノジカ・ハタネズミ・ノウサギ等である。山口

地方においてもオオツノジカ・ナウマンゾウ・ヒグマといった化石が見つかっている。

動物相の研究は植物相のそれと比べると困難な面が多く、よって化石の発見例を待つと

いう状況にあろう。山口地方に焦点を絞って考えることも今のとごろ不可能に近い。我々

にとって最も重要なのは、山口地方の先土器時代人が、何の動物を狩猟対象としたのか、

狩猟対象となり得る動物とは、をはっきり特定することであり、考古学資料からのアプ

ローチを絶えず行なう必要がある。

5 遺跡の立地

ここでは、遺跡の一集中地区 lbを中心に見ていきたい。この中でも遺跡の集中がいわ

ゆる字部台地に認められることは先に述べた。字部台地とは行政区画では宇部市を中心に

西は小野田市、東は阿知須町・小郡町• 秋穂町・防府市にわたる広大な洪積台地の総称で

あり、瀬戸内海側は海岸段丘が非常に発達したところである。
きちなん

宇部地域の洪積層は吉南層群と呼ばれ、その層序は下部から黒崎礫層• 黒崎粘土層• 宇

部砂礫互層• 宇部火山灰層• 宇部砂質粘土層から成る。当台地は陸上で確認されているも
おおじ ふるどの まるおばら

ので、三段の海岸段丘が見られ、段丘面は上から標準的に王子面・古殿面・丸尾原面と呼

ばれている。さらにその下に沈水段丘としての宇部沖面が確認されている。

アルプス地方の四大別氷期と対比すれば、王子面形成期はミンデル・リス間氷期に、古

殿面形成期はリス・ウルム間氷期に、丸尾原面はウルム氷期に比定され、さらにウルム氷

期末に宇部沖面が形成されたとされる。

そして台地は、小河川によって開析谷が存在し、多くの浅谷が随所に見られる。よって

独立丘陵状の地形ができあがっている。遺跡が集中する宇部市西岐波区においては特に顕

著である。西岐波区に集中する遺跡群は、沢波川と浜田川によって挟まれる台地上に位置

する。南方裏遺跡を除くと、沢波川の左岸に本郷• 長桝第 1 地点• 長桝第 2 地点•神楽田・

南方の各遺跡が、そして浜田川の右岸に上ノ原・白土• 西吉沢• 宮ノ後遺跡が両河川に沿

う形で見られる。吉田遺跡も吉田川の左岸に、岡ノ辻遺跡も小河川の右岸に位置する。も

う少し詳細に見ると、各遺跡は南北方向の片側に河川を望む急斜度な地形をもち、周囲に

浅い谷を見るという独立丘陵上に位置している。しかもその縁辺（先端）部に立地すると

いう共通点が窺える。現水田面との比高差も、最低 5m前後あり、多くは10mになる。こ
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遺跡の立地と環境

のように特徴的な遺跡立地をここでは沢波川• 浜田川といった視点を含めたうえ、浅谷に

重点を置いた何らかの要因を考えておきたい。静岡県磐田原台地• 宮城県江合川流域の遺
注4)、14)、27)

跡立地要因等も充分考えられるが、この件に関しては時期を改めたい。

なお、各遺跡の立地する場所は、地形斜 3o_  8 oにおさまることを付け加えておく。

次に、資料紹介という形で、先土器時代研究の基礎データを提示したい。

山陽町発見の新資料

ここに発表する資料は、河野豊彦氏の長年にわたる踏究により採集されたものである。

氏は宇部市を中心とする他の遺跡の立地を基に、小野田市・山陽町を中心に、現在も精力的

に踏在を続けておられるが、昭和59年を最初に現在まで採集されたものが今回の資料であ
あさ こおりゆむた

る。遺物は厚狭郡山陽町大字郡字湯無田2974番地に所在する湯無田溜池（これより湯無田

遺跡と称する）からのもので、山陽町内における先土器遺跡の発見はこれが初めてである。

以下先土器時代の遺物を中心に構成するが、まず未発表資料の公表について快諾頂いた

河野豊彦氏に感謝の意を述べたい。

1 遺跡の立地と環境

湯無田遺跡のある山陽町は、厚狭郡に属する周防灘沿岸の地域であり、国道 2号線が東

西へ走る。農業が基幹産業であり、稲作を中心に野菜の栽培も盛んである。農業の面では

戦後まもなく入植者による干拓農業が行なわれた。ここでは現在ブドウの生産・養鶏が主

として見られており、ブドウについては町の代表的な産物になっている。

山腸町内の地形は大きく山地、丘陵、低地の三つに分かれる。丘陵は低い方から代表し

て厚狭丘陵、山陽丘陵と呼ばれ、各々瀬戸内下位面、瀬戸内上位面に比定されている。低
うしろがた はぷ

15) 

地には厚狭、後潟、埴生の各低地があり、特に、後潟低地は大部分が干拓地で構成される。

東部には長門山地に源を発する厚狭川が南流しており、河口付近は干拓が進んでいる。山

陽町内においては開作地へのかんがい用の溜池が無数にあり、湯無田溜池もその一つであ

る。後潟低地に水を供給する湯無田溜池は、後潟低地から山地地形に向かってみられるニ

段の段丘のうちの上方の段丘面にあり、ここはいわゆる宇部台地の古殿面に比定できそう

である。山賜町内における遺跡の分布は、現在のところ厚狭地区を中心にして厚狭川の右

岸に集中する傾向が窺える。これまで、厚狭川河口付近の左岸には遺跡の存在はほとん
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湯無田遺跡の石器群

ど知られていなかったが、湯無田遺跡をはじめ、隣接する大谷溜池からも石鏃．剥片• 石

核等が河野氏によって採集されており、ここに新しくとも縄文時代からの人々の生活の舞

台が明らかになってきた。

2 湯無田遺跡の石器群

lは素材の打面部と末端部にブランティングを施す二側縁加Tのもので、やや横長の条IJ

片を素材とする。素材の打面部は完全に除去され、加工が大きく行なわれたことがわかる。

腹面側縁の 3 枚の象IJ 離（落）痕については使用による可能性もある。加~L は全て腹面から

である。凝灰岩製。最大長1.7cm、最大輻2.3cm、最大原0.6cm、重贔2.3 g 0 

2は小形の縦長剥片を素材とし、側縁の上半部・下半部にブランティングを見るもので

これにより素材剥片先端部は変形されている。基部は欠損。水晶製。最大長1.8cm、最大

輻0.9cm、最大原0.3cm、重斌0.5 g。

3は小形の縦長剥片を素材とする。打面・打点を残す。一側縁と片側縁上部にブランテ

ィングを施す。一側縁側では背面・腹面の両方向からの加工であり、緻密さに欠ける感じ

を受ける。片側縁上半部のものは、腹面からのものであるが、これも大まかである。打面

部には素材剥片剥取前の打面調整痕が見られる。末端部を欠損する。水晶製。最大長

1.9cm、最大輻1.1cm、最大厚0.3cm、重贔0.8 g 0 

4は横長の剥片を素材とするもので、腹面側からの 3枚の剥離が見られる。おそらく一

側緑全体に紬くものではなかったか。それは加工途中のものかは定かでないが、大きな剥

離によって切られており、その後欠損したものと考える。剥離の位置と素材の打面部の位

附を若えたとき、ここには大きく急斜度な加工を想定しなければならない。少し疑問は残

るが、この剥離痕はブランティングと見て良いのではないか。一応ナイフ形石器として捉

えておく。また1ヤ面には節理面か見られる。メノウ製ぐ最大長1.2cm、最大輻3.1cm、最大

原0.4cm、重址2.0 g。

5は横長の剥片を素材とし、その打面部と末端部に二次加工を施すものである。打点、

それに打面の半分を残す。先端部）J[l T夏）一部はノソチ状を閑する。打面部の加Iは背面側

より先端部の）J廿ーー［は腹面側より施される。また片側緑は欠損している。器種認定に関して

はナイフ形石器として捉えておく。（ノッチド）スクレイパーとも見れようか。黒曜石製。

最大長1.6cm、最大幅2.8cm、最大原0.6cm、重贔2.4 g 0 

6は縦長の剥片である。片側縁は欠損である。打面・打点を有する。背面の観察により、
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先土器時代の山口地方

数方向からの剥離が存在したことがわかる。非常に小形の剥片であるが、当遺跡でのナイ

フ形石器の素材としても充分成り立つものであろう。水晶製。最大長1.7cm、最大幅1.2cm、

最大厚0.3cm、重最0.6g。

7は横断面三角形状を呈するもので、端部は欠損する。両側縁は大まかな剥離であり、

稜上加工等は施されていない。一部礫面を残している。器種認定に関しては、大きく捉え

てポイントとしておきたい。先端部はそれほど鋭くはない。時期の帰属は不用。讃岐岩質

安山岩製。最大長3.1cm、最大幅1.8cm、最大厚0.6cm、重量2.7 g。

8は上部・下部あるいは両端を欠損する“両面加工の石器”である。欠損部を想定して

厚みとの関連を考えるとき、非常に平らなものになる。加工に関しては両端部において精

密な剥離が施されており、例えば刃部としてここを強く意識しているかのようでもある。

器種認定に際して、大きくポイントとして捉えることにも疑問が残る。時期の帰属も不明。

破璃質安山岩製。最大長5.0cm、最大幅3.4cm、最大厚0.7cm、重量16.1 g。

9は横長の素材を用いるもので、末端部を刃部とし、緻密な刃部を作出する。側縁部の

加工に注意しておきたい。器種は不明であるが、大きく捉えればスクレイパーである。時

期の帰属も不明。凝灰岩製。最大長3.1cm、最大幅8.1cm、最大厚1.1cm、重量24.1 g。

湯無田遺跡においては今回発表以外の採集遺物に、剥片約200点、縄文期の石鏃約50点

がある。使用石材には黒曜石（姫島産を含む）• 安山岩• 水晶・チャート・メノウがあり、

石鏃においては黒曜石• 安山岩のみを用いる。水晶については縄文期以前の代表的石材と

考える。最後になったが、ナイフ形石器については、水晶製のものは小形の縦長剥片を素

材とし二側縁加工という非常に特徴的なものである。他の石材のナイフ形石器も主として

二側縁加工であるが、横長の剥片を素材にするという点に相違がある。

3 おわりに

山口地方における最高学府としての使命と責任を持つ大学の果たす役割を考えるとき、

特に地域住民との交流、そして学問の還元の意味からも、当資料館の役割は大きいと考え

る。考古学というのは一般市民にとって最も身近な学問であるにもかかわらず、嫌厭され

ている傾向にある。それは一言でいえば難しすぎるということで、考古学者の怠慢に他な

らない。我々はこの点を再認識した上で、地域住民を中心に広く考古学の還元を行なう必

要があり、特に当資料館の存在価値がこのことに立脚することは忘れてはならない。

この稿をまとめるに当たり、分布図・地名表の作成では三浦文夫氏、石材に関しては松
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山口大学構内遺跡調杏要項

山口大学埋蔵文化財資料館規則

（設置）

第 1条 山口大学に山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）を置く。

（資料館の業務）

第 2条 資料館は、学内の共同利用施設として、次の各号に掲げる業務を行なう。

山口大学構内等から出土した埋蔵文化財の収蔵・展示および調介研究

二 山口大学構内等における埋蔵文化財の発掘調査並びに報告書の刊行

三 その他埋蔵文化財に関する必要な業務

（運営委員会）

第 3条 資料館に関する事項を審議するため、山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会（以

下「委員会」という。）を置く。

2 委員会に関する規則は、別に定める。

（館長）

第 4条 資料館に館長を置く。館長は委員会の議を経て学長が委嘱する。

2 館長の任期は 2年とし、再任を妨げない。

3 館長は、資料館の業務を掌理する。

（調在員）

第 5条 資料館には調査員若干名を置く。

2 調介貝は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

3 調査員は、資料館の業務を処理する。

（特別調介員）

第 6条 埋蔵文化財に関する特別な分野の調在研究を行なうため、資料館に特別調在員若

千名を置くことができる。

2 特別調介員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

（雑則）

第 7条 この規則に定めるもののほか、資料館に必要な事項は別に定める。
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山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会規則

（趣旨）

第 1条 この規則は、山口大学埋蔵文化財資料館規則（以下「資料館規則」という。）第

3条第 2項の規定に基づき、山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会（以下「委員会」と

いう。）に関し、必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）

第 2条 委員会は次の事項を審議する。

山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）に関する基本的なこと。

― 資料館の管理運営に関すること。

― 資料館の整備充実に関すること。

四 資料館の運営に要する経費に関すること。

五 その他必要な事項

（組織）

第 3条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

資料館規則第 4条第 1項の館長

各学部および教養部の教官各 l名

事務局長

2 前項第 2号の委員は、それぞれの部局の推應に基づいて学長が委嘱する。

（任期）

第 4条 前条第 1項第 2号の委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。

（委員長）

第 5条 委員会に委員長を置き、委員の互選とする。

2 委員長は委員会を招集し、その議長となる。

（幹事）

第 6条 委員会に幹事を置き、庶務部長、経理部長及び施設部長をもって充てる。

（委員以外の出席）

第 7条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を委員会に出席させることができる。

（事務）

第 8条 委員会の事務は、庶務部庶務課において処理する。
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（雑則）

第 9条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定め

る。

Tab. 16 山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会委員
（昭和61年度）

部 局 名 氏 名 官 職 任 期 備 考

医 巫子 部 黄 基 雄 教 授 60. 4. 1-62. 3.31 委員長

人文学部 近 藤 喬 教 授 59. 4. 2-62. 4. 1 館 長

人文学部 中 村 友 博 助教授 60. 5. 29-62. 5. 28 

教育学部 浦 肇 教 授 60. 4. 1-62. 3.31 

経済学部 及 Jll 順 教 授 60. 4. 1-62. 3. 31 

理 足子 部 岩 田 允 夫 教 授 60. 4. 1-62. 3.31 

工 学 部 島 敗 史 教 授 60. 4. 1-62. 3.31 

農 匹子 部 西 野 武 蔵 教 授 60. 4. 1~62. 3.31 

教 養 部 木 村 忠 夫 教 授 60. 4. 1-62. 3.31 

事 務 局 大 谷 巖 事務局長 60.12. 1-

（昭和62年度）

部 局 名 氏 名 官 職 任 期 備 考

医 四子 部 黄 基 雄 教 授 62. 4. 1~64. 3.31 委員長・館長

人文学部 中 村 友 博 助教授 62. 5. 29-64. 5. 28 

教育学部 ＇ 
浦 肇 教 授 62. 4. 1-64. 3.31 

経済学部 及 JI! 順 教 授 62. 4. 1-64. 3.31 

理 四子→ 部 村 上 清 文 助 手 62. 4. 1-64. 3.31 

工 ~子. 部 島 敗 史 教 授 62. 4. 1-64. 3.31 

辰血 ,'>-4 子 部 藤 田 則 之 教 授 62. 4. 1-64. 3. 31 

教 養 部 木 村 忠 夫 教 授 62. 4. 1 -64. 3. 31 

事 務 局 大 欠ロ 骰 事務局長 60 .12. 1-

Tab. 17 山口大学埋蔵文化財資料館特別調介員

学部等 氏 名 官 職 専攻科 H等 備 考

人文学部 中 村 友 博 助教授 日 本考 古 ｝子立— 昭和61・62年度

教育学部 浦 肇 教 授 地 理 だ子ム→ 昭和61・62年度

理 呂子 部 松 本 行 夫 教 授 岩 石 ,'-子'4→ 昭和61・62年度

農 足子 部 勝 本 謙 助教授 植物 分類学 昭和61・62年度

工業短期大学部 池 谷 元 伺 教 授 年 代 測 定 昭•和昭6和16年2度年5 月20B まで
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悶 又旧調は査調地査区名名

開 第 1地区 A・B区
第11地区家畜病院新営

第 II 地 区

第N地区牛舎新営

第 N 地 区

悶 第 m地区杭列区

第皿地区南区

第 ill地区北区

第皿地区東南区

第川地区野球場

第V地区学生食堂

第 V 地 区

大第 学I 地本 部区 新C 営区

悶 第V地区教育学部

悶 第1地区D区第1地点
第I地区D区第2地点

第I地区D区第3地点

第l地区D区第4地点

第I地区D区第5地点

第I地区D区第6地点

第I地区D区第7地点

第第 2I学地生食区堂E新営区

山口大学構内の主な調査

o旧調査区名は吉田遺跡調在団使用のもの

041年から57年までの調壺は全て吉田地区

0地点は吉田構内 Fig. 101、小串構内 Fig. 102、常盤

構内 Fig. 103、亀山構内幼稚園・小学校部分Fig.

104、亀山構内中学校部分 Fig. 105、光構内 Fig.

106を参照

Tab. 18 山口大学構内の主な調介一覧表

学内地区割 贋 担当者 目界 尼應 遺 構 遺 物 備 考

L・M・N-15 1 小野忠煕 事前 30? 柱弥穴生竪穴住居・ 弥須恵生器土器、土師器、 吉田第 1次発掘調査

S • T -1 9 区区
R・S -20 2 ,, 事前 2,000 溝、柱穴 弥瓦生質土土器器、、土須恵師器器、 吉田第 2次発掘調査

P・Q-19・20区 3 ,, 試掘 弥生土器、土師器 吉田第 3次発掘調介

S-10区 4 ~ 事前 300 古弥中墳生世溝住竪居穴•住跡土居壊・溝、、 弥須陶磁生恵土器器器、瓦、土質土師器器、、 吉田第4次発掘調査
S・T-9-13区 5 ~ 試掘 吉田第 5次発掘調査

E-20区 6 ケ 事前 杭列 弥須矢板生恵状土器器木、瓦杭、土質土師器器、、 吉田第6次発掘調杏

} 1,100 
G・H-22・23区 7 ，，， 事前 河川跡、柱穴 縄器、文木土器器、石、弥器生土 吉田第 7次発掘調査

I・J -20・21区 8 ケ 事前 1,400 竪土城穴、住柱居穴、溝、 吉田第8次発掘調介

H-・J 23区K ， 
I・-24区

~ 事前 弥生竪穴住居 弥生土器 吉田第 9次発掘調査

I -2 2 ・ 2 3 区訳
J -21・22 区 10 ,, 試掘 中世柱穴 瓦質土器 吉田第10次発掘調査
K -22・23 

I・J -19・20区 11 l1 事前 古弥墳生溝土城、 弥生土器、土師器 吉田第11次発掘調査

H・I・J・K. 
12 吉調山査田口団大遺学跡 試掘 土河川凛跡、 柱穴、 弥生土器、土師器 吉田第12次発掘調脊L・M・N-

18・19・20区

K・L -14区 13 ,, 事前 600 土竪城穴住居、 溝、 土瓦師質器土器、須恵器、 吉田第13次発掘調登

，' 試掘 河川跡 弥須生恵土器器、土師器、 吉田第14次発掘調介

K-13区 14 ~ 試掘 溝 弥生土器、木炭屑 吉田第15次発掘調査

L-13区 15 ,, ,, 弥瓦質牛土土器器、土師器、 吉田第16次発掘調査

L・M-13区 f6 ,, ,, 竪土穴凛住、居柱穴、 土師器 吉田第17次発掘調査

M・N-13区 17 ,, ,, 弥溝生、竪土壊穴住居、 弥石器牛土、器瓦質、土土師器器、 吉田第18次発掘調介

L-13区 18 ~ ,, 弥生溝 弥生土器 吉田第19次発掘調査

M-13区 19 ,, 3/ 古弥墳生溝竪穴住居、 弥石牛器土器、 土師器 吉田第20次発掘調在

,,. 20 ~ ,, 溝 弥生土器 吉田第21次発掘調究

N・0-15区 21 ，，， 事前 900 弥住柱居穴生、～土古壊墳、竪溝穴、 弥須石生恵器土器、器鉄、瓦、製土質品土師器器、、 吉田第22次発掘調査
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闘 又旧調は査調地介区名名 学内地区割 應‘’’‘ 担当者 日雰 尼應 遺 構 遺 物 備 考

悶 第 II 地 区 吉調山究田口団大遺学跡 試掘 弥生土器 吉田第23次発掘調査

評 第 m 地 区 ，，， ~ 竪穴住居 弥須牛恵土器器、土師器、 吉田第24次発掘調査

悶 人文学部校舎新営 M・N-21区 22 近藤喬一 試掘 180 吉田第25次発掘調介

埋財山育山委蔵資flJI員文料市人会館教学化教養 育護 学学 部校 新附 属営 2A0-・B24・区C・D- 23 ,, 溝、土壊 縄弥文生土土器器 吉田第26次発掘調査

悶 理学部校舎新営 0-18・19区 24 埋財山資蔵口料文大館学化 ~ 250 吉田第27次発掘調査

農学部動物舎新営 P-18・19区 25 ,(, ~ 380 吉田第28次発掘調介

本部管理棟新営 L -14区 26 ，，， 事前 740 溝墓中、、世住土井居颯戸跡、柱土穴壊、弥石生製品土器、土師器、 吉田第29次発掘調査

悶 経済学部校舎新営 K・L -21区 27 ~ ，，， 吉田第30次発掘調査

農実学験部施農設業新観測営 Q-15区 28 ~ ,, 50 溝、土壊 吉田第31次発掘調査

E・F-15区・・1l 6区
工吉事田続第行1次立会調介本 部 f~20·21 29 ,, 払~ムェ

G・H-12 9区

L・M-12-・1103区-
農 学 部 N昆・O・P 30 ,, ケ 吉田第 2次立会調査

12 
P -17・18区

悶 教育学部校舎新営 H-19区 31 ，，， 事前 400 弥土城生、竪溝穴、住柱居穴、 弥生土器、石製品 吉田第32次発掘調介

教育学部音楽棟新営 H-16区 32 ，，， ,, 100 溝 吉田第33次発掘調杏

教術科育学実験部実美習術棟科新・技営 J -19・20区 33 ，，， ,, 130 柱旧河穴川、 i鼻 縄器文、須土恵器器、、土弥師生器土 吉田第34次発掘調杏

正門橋脚新営 H-11区 34 ケ リ」ームェ 工吉事田統第行3次立会調介

時計塔埋設 I -14区 35 ~ ,, 
工吉事田続第行4次立会調査

本部構内擁壁 K-14区 36 ，，， ケ 工吉事田統第行5次立会調杏

教養部構内擁壁 I -16・17区 37 'l ,, 工法等変更 6次立会

構内循環道路舗装
J• K• L・M 

38 ,, 
,, 工事続行 7次立会

-15N区-1 
M• 6区

農学部中庭整備 0-17区 39 'l ケ 工事続行 8次立会

暖房施設改修 0-16区 40 ,, ~ 工法等変更 9次立会

学生部文化会車庫新営 L-8区 41 ,, ,, 工法等変更10次立会

学生部馬場整備 M・N-8・9区 42 ,, ，，， 工事続行 11次立会

闘 附属図書館増婆 M-16区 43 ~ 事前 600 弥士城牛．、～柱古穴墳、机i髯列、 弥須牛恵士器器、石、土器師器、 吉田第35次発掘調究

大学会館新営 M-14・15区 44 ,, 試掘 130 弥溝牛竪穴住居、 弥牛土器 新吉営田第予3定6次地変発掘更調介

教学育校学プ部ー附ル属新養営護 B-22区 45 ,, 立_Lェ 吉田第12次立会調脊

放実射験性室伺排位水元桝素新総営合 0-18区 46 ，，， ,, 吉田第13次立会調査

教昇養降部自口転車新置場営 K・L-17区 47 ケ ,,. 吉田第14次立会調査

教環 養境部整中 庭備 J・K -16区 48 ケ ,, 吉田第15次立会調査

闘
大学会館新営 M・N-13区 49 ,, 事前 2,000 古柱掘墳穴立t井1戸建中物世、土井城戸、、 弥須器器士生忠、器、木国士器、凡簡産器、陶器、h、輸器、七器緑人帥、掏瓦釉器磁陶質、 吉田第37次発掘調査
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闘 又旧調は査調地査区名名 学内地区割 臀‘’’‘ 担当者 百界 門閃 遺 構 遺 物 備 考

雰 防ラ球グネ ビッ トー新場営 G・H -19区 50 埋財山資蔵口料文大館学化 事前 120 古弥土凛墳生溝竪、穴弥住生居、～ 弥石製牛品土器、 土師器 竪穴よ住第り現3居8次地は保発エ掘存法調変介更贔
教学校育自学転部車附置属場光新営小 1 試掘 近世～近代石垣 瓦陶磁器、瓦質土器、 光第 1次発掘調査

盪遺構、遺物包含層な
工学部校舎新営 1 ,, ，，， 70 須恵器

盤第 1次発掘調究

遺蓋盤構、遺物包含層な
工学部図書館増築 2 ケ ,, 70 

第2次発掘調査

医学部体育館新営 1 ,, ケ 260 土石器師器、瓦質土器、 小串第 1次発掘調査

教幼育稚学園部運附動属山場口整小備・ 1 ,, ,, 60 古溝状墳遺竪構穴住居、 土瓦製品師質土、器木、器製須、品瓦恵器、石、 亀山第 1次発掘調査

理学部大学院校舎新営 M ・ N -2 0 区区0-19・20 51 ~ 立」ー→Aエ 410 工吉事田続第行16次立会調在

正お門よ•び南正門門二花輪壇車新置場営
H ・ I -2 3 区区

工吉事田続第行17次立会調究I -12区・13 52 ~ ，，， 180 
J -13 

学場生的部台ア・ー電チ柱ェ設リ置ー M-8区 53 ,, ,, 30 吉工事田続第行18会調杏

学生部眠舎整備 L-7区 54 ,, ,, 2 工吉事田続第行19次立会調査

学散生水部栓野取球場設 J -2 1 区区K-22 55 ケ ,, 
工吉事田続第2行0次立会調介

I -1 6 ・ 1 7 区月
工吉事田続第行21次立会調査教養部環境整備 J・K-17 56 ,, ,, 80 

K・L-17 8区

学改生部テニスコー修ト C -1 8 区且
工吉事田続第行22次立会調介D-17 57 ~ ,, 12 

E-16 

医学部図書館増築 2 ,, ケ 小串第 1次立会調介

医学部体育館新営 3 ,, ,, 
工小事串続第行2次立会調査

悶 医学部浄化槽新営 4 ケ 事前 近世溝 土磁器師器、瓦質土器、
記小録串保第存2次発掘調査

医学部体育館新営 5 ,, ，，， 65 磁土器師器、瓦質士器、 小串第 3次発掘調介

大学会館ケーブル布設 N-12・14区 58 ケ ,, 160 柱弥生穴土城、 弥生土器 吉田第39次発掘調査

大学会館排水管布設 K・L -13区 59 ,, ,, 180 弥包溝古生代含、柱層～ー穴中、中9り枇世墳遺上十物壊城、、磁弥須牛恵、土瓦器器質、土、青土器磁師、器白、 記吉録田保第4存0次発掘調介

医（特学裔部受変基電幹設整備備） 6 ,, 試掘 28 動物遺体（貝殻） 小串第 4次発掘調介

病医学理部解臨剖床講棟義新棟営・ 7 ,, ,, 38 小串第 5次発掘調介

B-17・18区・l 

学生部テニスコー修ト C-16月・17 8・ 60 ,, ,, 25 古包墳含層以降の遺物 工財吉事支田規障第4模な1次内し発埋掘蔵調文脊化19 土師器フェンス改
D-15 6区・17区
E-15・16 

工財吉事支田障規第2模な3次内し埋蔵文化経済学部樹木移植 K-19・20・21区 61 ，，， JL-~b-. ェ 8 
立会調介

排工学水部管尾山布宿舎設 ,, 20 常盤第 1次立会調介

教中育学学校部焼附却属場光新小営・ 2 ~ ,, 光第 1次立会調在

学合生宿部研ボ修ー所ト整艇備庫 ，，， ~ 0.5 宇部市小野湖
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贅 又旧調は究調地杏区名名 学内地区割 麿 担当者 百界 門閃 遺 構 遺 物 備 考

開 学合生宿部研ヨ修ッ所ト整艇庫備 埋財山資蔵口料大文館学化 立」ームェ 吉敷郡秋穂町

悶 医学部外来診療棟新営 8 試掘 409 土土器師、質掏土磁器器、瓦質 小串第6次発掘調脊

大学会館環境整備
L-14区

62 ，，， ,, 592 弥包穴土穴世住牛嘱含土居、層～凜、古、中、貯弥代柑溝蔵生、遺ー穴物竪近柱 縄器器入器原磁石文、、、上瓦器土、十鉄器師質、製土器、器国品弥、、器産、窯叶須陶h、壁磁土恵輸斧、 吉田第42次発掘調介L・M・N-15区

医学部基礎研究棟新営 ， ,, ,, 11 近世陶器 小串第 7次発掘調介

医学部看護婦宿舎改修 10 ,, ,, 25 近世陶磁器 小串第8次発掘調査

経（樹済学木部環移境整植備） K -2 1 区区L-20 63 ,, 上~ムェ 5 吉田第24次立会調杏

農園学排部水附溝属修農復場整飼料備 R -16-19区 64 ~ ，， 30 古川跡代末～中世河 須輸石恵器入、器陶鉄磁、滓土器、師輛器、口、 吉田第25次立会調介

農改学部附属農場農道修 V-15・16区 65 ，' ,, 325 吉田第26次立会調介

教（樹育学部木前庭移環境植整）備 I・J -19・20区 66 ,, ,, 430 吉田第27次立会調杏

設中央ボイラー棟車止置 0・P -16区 67 ,, ~ 2.5 須恵器 吉田第28次立会調脊

大（樹学会木館環移境整植備） L・M-15区 68 ,, ,, ， 弥須石生恵、鉄土器滓器、、石土鍋師、砥器、 吉田第29次立会調杏

交通標識設置 Jー初1si区N-14区0- 69 ,, ,, 3 吉田第30次立会調査

偏農学（実部験解剖動実物習運棟動周辺場現設境置整） P・Q-17・18区 70 ケ ，，， 16 吉田第31次立会調査

理（藤学部棚環設境整置）備 N-20・21区 71 ，，， ~ 4 吉田第32次立会調介

舗農学部附属家畜病院装 S・T-19区 72 ，，， ,, 270 吉田第33次立会調介

医学部看護婦宿舎改修 11 (, ,,. 20 小串第 3次立会調査

医（樹学部木環移境整植備） 12 ~ ，， 40 小串第4次立会調査

工取学部尾設山宿舎擁壁等 ,,. ,, 65 常盤第 2次立会調査

工学部受水槽総改修 3 ,, ~ 1. 5 常盤第 3次立会調杏

教学育校学散部水附属栓山改口小修 2 ,, ,, 1 亀山第 1次立会調査

教学校育学球技部附コ属ー山ト整口備中 1 ，，， ヶ 2 亀山第 2次立会調査

教環境育学整備部附（樹属木幼移稚植園） 3 ,, ヶ 1 亀山第 3次立会調査

柊子育校学外部附灯属改光修中 3 ,, ,, 1 土師器 光第 2次立会調杏

熊野荘給湯機器取設 ,, ~ 7 山口市熊野町

悶 幼部分稚圏・小学校 4 57 中世土城か

縄器器刹師不片、、質町文十上鉄、瓦十植i製器,質器物器、品、十遺翔対、、器体磁石外須、器鏃恵T、、. 教校育汚学水部排山水口管附布属学設 2 埋財山資蔵口料文大館学化 試掘 亀山第 2次発掘調介

中学校部分 20 杭河川列跡か

庶弥生～古墳河川
弥須須痕器生患忠、あ鉄土器る質鉤器刹、上凡上片、器士、質1、土11帥陶1器器、磁、国際交流会館新営 N-22・23区 73 ，， ，，， 70 吉田第43次発掘調査

世～近世溝

払山（電口銀線機行現路金設埋自動設支営） I・J-19・20区 74 ,, ~l/_A エ 11 包か）含層（河川跡 弥生土器 吉田第34次立会調脊
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賛 又旧調は査調地査区名名 学内地区割 贋 担当者 目界 乳應 遺 構 遺 物 備 考

悶 農整学部附属農場農道備 SU--2109区区 75 埋財山資蔵口料大文館化学 リ」ームェ 165 中世溝、柱穴 土師器、瓦質土器 工吉法田等第変35次更立会調査

交農（施学錠部通ポ附ー属農ル規場設農置道制） L-1015区・1 Q- 6区 76 ,(, 2 吉田第36次立会調査

, __  ,,,,, ● ,_,, ____ , ●9●● " ' ' " ' ' ー一 ，"● •—•• 

正杭門横（水設田内）境界置 I-10区 77 ,, ，，， 0.25 包含層か 吉田第37次立会調在

経（樹済木移学植部・記環念境碑整建立備） M-20区 78 ケ ,, 3 吉田第38次立会調介

吉標田識構内設交通置
H区--2，0P23-区22，J区-1 ，9 S 
区，w-6 79 

，' 
,, 3 須恵器 吉田第39次立会調査

区

市管び道問神田郷神埋郷1号線線の送お水設よ 育埋山i財llf委資蔵口l貝料市人文会館教学化 古代生包河墳含川・古層跡代、溝杭、、古弥 弥須石十る＿生斧忠器も土、、器の製板器含（島塩石、む土書_J_）師瓦の器器あ質ヽ、
闘山口市教育委員会の

80 lj 2,100 
第40次立会調究

教観（屋養根部覧自設動席置販売お移機よ増動び設） K・L-18区 81 埋財山蔵資口料文大館学化 ,, 3.5 吉田第41次立会調在

教ス養ロ部身ー体プ障害取者用設 L-15・16区 82 ，，， ,, 3 吉田第42次立会調在

経済学部散水栓取設 L・M-20区 83 ケ ,, 4 吉田第43次立会調査

吉改田構内修水泳プー等ル E・F15-区16区
H- 84 ，，， ,, 26.5 包含層 吉田第44次立会調杏

農管学部附属理農場水道設 S-12区 85 ケ ,, 3 吉田第45次立会調介

等吉田構総内汚水改排水管修 M-1l58・区16 
0-1 区

86 ，，， ~ 15.5 土師質土器 吉田第46次立会調究

本部身体陪プ害者取用ス
ロー 至..x几 L-14区 87 ~ ,, 12 吉田第47次立会調介

経用済ス学ロ部身ー体プ障取害者設 K-20-区2 L-18 0区 88 ,, ,, 88 弥生～占墳柱穴 ~吉L法田等第4変8次更立会調査

用附属ス図ロ書館ー荷プ物取運搬設 L-16区 89 ,,. ,, 8 弥生土器 吉田第49次立会調杏

教養部37番教室改修 K-16区 90 ケ ,, 1 吉田第50次立会調介

診医学療部附棟属病新院外営来 13 ,, ,, 5 小串第 5次立会調在

医診等学療（雨棟部周附水属辺桝病環境院埋外整設備来） 14 ケ ,, 18 小串第 6次立会調杏

管工学部尾改山宿舎排修水 ,, ,, 6 常盤第4次立会調介

工ス学ロ部身ー体プ障害取者用設 4 ,, ,, 29 常盤第 5次立会調奇

”空常報調盤処セ理センンタター
設備取ー設） 

5 ，，， ヶ 30 常盤第 6次立会調在

教学育校学部電附柱属山移口小設 5 ,, ,, 0.5 亀山第4次立会調介

教校（プ育創ロ学立部ン記附ズ属仮今光建事小立学業） 4 ,, ,, 2.5 須恵器、土師器 光第 3次立会調在

湯田宿舎給水管改修 ~ ，，， 35 杭 山口市湯田温泉

経改済学部宿舎下水管修 62号号宿宿舎舎 ，， ,, 1 土瓦師質土器 山山口口市市旭水通のりt町7 

※ 昭和41年以降、吉田構内においては工事に際し、随時継続的に調杏を実施しているが、昭和52年以前の吉田遺跡調杏団の調杏分につい

ては調査名をすべて把握しているわけではなく、注意されたい。
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Summary 

This report accounts the results of archaeological researches in thirty excavated areas located 

on campus in 1986. 

As Appendix, it carries another report of excavation at "the Preserved Site" on the Yoshida 

campus in 1984, and also carries two papers, Each attribute of the dwelling pits in the Kofun 

period, Yamaguchi Prefecture in the Japanese Paleolithic age. 

Yamaguchi University Archaeological Museum was established as part of the crossfaculties pub-

lic facilities of the University in 1978. We refer to a plan from the conference of the Manamement 

Committee first and gain appooval. We then carried out the reseach in relation to the construction 

work on campus. That's why our reserches are helpful to reconstruct the past society, environment 

and so on. 

The current year we carried out researches as follow : 

1 . Researches on the Yoshida campus 

(1) Soundings in relation to the construction of the International Hall 

We found a ditch and a river. The one dates from the Medieval age to the Modern. The 

other from the early Y ayoi to the late Kofun period, was confirmed at least 19 meters wide. 

This is perhaps the same river that we excavated at the area of the Faculty of Economics 

in 1980. 

Under construction of this hall, we need to examine at the basin of this river. 

(2) Exammat10ns under construction 

As for the repair of the swimming pool and setting up a cash service machine by Yama-

guchi Bank, we found each layer containing objects dating from the Y ayoi to the Kofun 

period. 

Besides, we discovered many pit holes and a ditch at two other areas, too : when we ad-

justed the road for University Farm, we discovered a ditch and many pit holes in the 

Muromachi period. Fixing the slope for physically handicapped persons at the doorway of 

the Faculty of Economics'buildings, we discovered a pit holes dating from the Y ayoi to the 

Kofun period. These two constructions were practiced in order not to destroy the said 

rums. 

We also helped the Board of Education of Yamaguchi City with the examination at the 

road around the south of campus. As a result, we found a river dating from the Nara to the 

Heian period in front of the Veterinary Hospital, and two ditches were found in front of the 

handball court and the south gate. We found two layers containing many objects between 

the baseball ground and the south gate, too. The upper contains Sue wares, but doesn't 

many relics. The lower contains many relics dating from the early to the late Yayoi period. 

In addition, we guess the existence of some unknown underground cultural properties be-

tween the south gate and the rugby ground. 
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2 . Researches on the Kogush1 campus 

Though we didn't find any object, we confirmed a layar guessing to contain some objects 

around the University Hospital. 

3 . Researches on the Tokiwa campus 

We examined at the places where we fixed the slope for physically handicapped persons 

and an air-conditioner for the Information Processing Center. But didn't get any obvious 

object of study. 

Around Oyama Dormitry, the result was about same. 

4 . Researches on the Kameyama campus 

(1) Soundings in relation to the laying drain pipes under ground at Yamaguchi Junior High 

School, Elementary School and Kindergarten 

In the Kindergarden, we discovered some underground cultural properties at two points. 

At one point, there were layers containing many pieces of Yayoi earthenware. At the other, 

we found some pits in the Muromachi period. 

In the Elementery School, we found some relics at five points. At the point No.9 among 

them, we could find a lot of early Haji wares (the late Furu type) in some layers. Putting 

some examinations till now together, we knew here were at least two kinds of pottery, that 

is, the late Syonai and the late Furu type. 

In the Juniqr High School, we found some layers containing relics at two points. At the 

point No.3, we discovered many Haji wares in the Medieval age, mostly. We found some 

Haji wares of Ouchi B—type among them. This kind of Haji ware had been discovered only 

in the Ouchi Residence Site. At the point No.5, we found relics dating the late Jamon period 

and the Syonai period. 

Around these points, we must make excavations with care from now. 

(2) Examinat10ns under construct10n 

Fixing two telegraph posts in the Elementary School's ground, we examined but didn't 

get any obvious object of study. 

5 . Researches on the Hikari campus 

We found a few Sue and Haji wares, but they were brought by the wave. But we picked 

up many objects dating from the late Kofun to the Edo period on the beach of Mitarai Bay. 

6 . Researches on the Yuda and the Faculty of Economic's dormitories 

At the Yuda Dormitory, we didn't get any obvious object of study. 

Around the Faculty of Economics'Dormitory, we first discovered much remains in the 

Muromachi period. We guess there are some unknown ruins around here. 
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PLATES 

ナイフ形石器 (Fig.68-7) 
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